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概要 

 

 本報告書で述べるプロジェクトは、教員を顧客としてその教員の要望するシステムの開発

を行うものである。著者は三末和男准教授を顧客として、システムの開発を請け負った。 

本報告書では、本プロジェクトに携わった著者個人として捉えた本プロジェクトの内容、

そして本プロジェクトにおける著者が果たした役割及び内部設計以下における作業の担当範

囲の内容を報告する。 

本プロジェクトの委託元教員が指導する研究室では、教員及びその教員が指導する学生に

よって、「研究活動」として論文調査・情報共有・進捗報告・研究発表・研究指導・スケジュ

ール管理が行われている。本プロジェクトは、この「研究活動」における要求・課題をアン

ケートによって抽出し、それらの要求・課題に対する解決策と効果を提示した。そして、そ

の解決策を実現するために、研究活動支援グループウェアを開発した。更に、本システムを

研究室に導入して頂き、実際の利用者による試用を重ねることで、評価及び修正を行った。 

 本システムは、論文情報管理・論文関係可視化・グループ状況閲覧・ユーザ情報管理・グ

ループ情報管理などの機能を提供し、研究室の「研究活動」において行われる様々な情報の

集積を行う。そして、これらの情報を本システムによってグループ内で共有することにより、

教員にはグループ状況や学生個人状況の把握の支援を行い、学生には研究活動における基本

的な知識を身につける支援及び論文調査の支援を行う。本システムの目的は、これらの支援

によって得られる効果により、大学の研究室で行われる研究活動の支援が達成されることで

ある。 

 本プロジェクトは、筑波大学大学院システム情報工学科コンピュータサイエンス専攻博士

前期課程 2 年に所属する著者を含めた 3 名の学生によって構成されるチーム、iCafe によっ

て進められた。本プロジェクトでは、ウォーターフォールモデルのイテレーションを 2 度繰

り返す開発プロセスを採用した。これは開発期間を考慮した上で、利用者からのフィードバ

ックを得て、本システムへの要求・課題を効果的に抽出するとともに、利用者への導入負荷

の低減を図ることを目的としていた。 

 本プロジェクトにおいて、著者は開発するシステムに対する様々な提案や中間発表に関す

る提案、試用・評価を行う研究室との窓口などの役割を担った。さらに内部設計以下の担当

範囲では、集積された「研究活動」の 1 つである論文情報を利用し論文マップの生成を行う

仕組みの開発を担った。また、「研究活動」の情報を対象にしたシステム内検索・一覧機能の

開発も行った。 
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第1章 緒言 
 著者は研究開発プロジェクト(以下、本プロジェクト)において、教員を顧客としてその教

員の要望するシステムの開発を行った。著者は、三末和男准教授(以下、委託元教員)が要望

した「サーベイマラソンシステムの開発」を選択し、システムの開発を請け負った。この「サ

ーベイマラソンシステムの開発」という名称は、提案フェーズにおけるシステムへの要望と

システムが提供する機能を踏まえ、本報告書の主題である「研究活動支援グループウェアの

開発」と名称を変更した。 

 

1.1 本プロジェクトの目的 

 本プロジェクトの目的は、委託元教員の要求するシステムを開発し、1.3 節で述べる課題

を解決することである。課題を解決するために本プロジェクトでは、研究活動支援グループ

ウェア(以下、本システム)を開発した。 

 

1.2 「研究活動」とは 

 本報告書で述べる「研究活動」とは、大学の研究室を指導する教員及び指導を受ける学生

によって行われている研究に関係する業務を指す。以下に「研究活動」の詳細な内容を示す。 

 

 「研究活動」 

 論文調査 

学生が、自分の興味に関連する文献や、ある分野で重要とされる文献を探し、読み、調

べた文献の管理を行うこと 

 情報共有 

教員と学生及び学生同士が、研究室において、様々な情報を共有し役立てること 

 進捗報告 

学生が、研究室内において定期的に研究の経過報告を行うこと 

 研究発表 

学生が、自分の研究の発表を行うこと 

 研究指導 

教員が、研究室の学生に対して、研究の進め方などの助言を行うこと 

 スケジュール管理 

教員と学生が、研究室における各イベントに対して、日程を立て共有し管理を行うこと 

 

 また本報告書で述べる「学生の状況」とは、研究室における学生の「研究活動」の状況で

ある。以下に「学生の状況」の詳細な内容を示す。 
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 「学生の状況」 

 論文調査状況 

論文の収集とその論文に対するステータス(未読・既読など)、学生の興味のある分野の

情報 

 ゼミ内容 

時間、参加者、場所、議事録の情報 

 個人面談内容 

教員と研究室の学生の個人面談の情報 

 研究室滞在時間 

学生の研究室での滞在時間の情報 

1.3 研究室における「研究活動」の課題 

 1.2 節で述べたように「研究活動」は、研究室を指導する教員及び学生によって行われて

いる。本プロジェクトでは、初めに教員の抱える課題を明確にするために、大学の研究室を

指導する委託元教員を含めた 5 名の教員にヒアリングを行った。ヒアリングによって得られ

た教員の抱える課題を 1.3.1 項に示す。 

 

1.3.1 教員が抱える課題 

 教員が抱える課題を以下に示す。 

 内容 

課題 1-1 教員が研究室の「学生の状況」を把握しきれていない点 

課題 1-2 「研究活動」を行う上で、個人に蓄積される知識やノウハウが、研究室内で共有

されにくい点 

課題 1-3 Wiki などで「研究活動」を支援しようと試みているが、研究室の学生による継続

的な利用がなされていない点 

ここで本プロジェクトでは、上記の課題 1-3 については、下記に示す学生の課題を解決し、

システムを利用するメリットを提供することで継続的な利用を促進できると考えた。 

 

1.3.2 学生が抱える課題 

学生が抱える課題を以下に示す。学生については、「研究活動」に初めて取り組む学生(学

部 4 年生)と「研究活動」の経験がある学生(修士 1 年生以上)は「研究活動」に対する課題が

異なっていると考え、それぞれの学生を大別し、課題を抽出した。 

 

「研究活動」に初めて取り組む学生(学部 4 年生)が抱える課題 

 

「研究活動」の経験がある学生(修士 1 年生以上)が抱える課題 

 内容 

課題 2-2 情報共有の仕組みがうまく機能しておらず、自分の研究を進めていく上で必要な

論文情報や自分の研究の位置づけが把握できていない点 

課題 2-3 他の学生からのフィードバックが得られていない点 

本プロジェクトでは、本節に挙げた課題全てに対して解決を行うことを決定した。

 内容 

課題 2-1 「研究活動」に対するきっかけとなる情報が掴めず「研究活動」が進めづらい点 
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1.4 本報告書の構成 

 第 2 章で、本システムの関連研究及び関連サービスをあげ、本システムの位置付けを述べ

る。第 3 章で、本システムについて詳細を述べる。第 4 章で、本プロジェクトの実績につい

て詳細を述べる。第 5 章で、著者個人の担った役割及び担当範囲について述べる。第 6 章で、

プロジェクト内での創意工夫の詳細を述べる。第 7 章で、著者個人として捉えた本プロジェ

クトの内容及び本プロジェクト内での反省点及びその解決策を述べる。第 8 章で、本プロジ

ェクトでは実現されなかった要求を踏まえ、本システムの今後の展望を述べる。第 9 章で、

結言として本プロジェクトで著者が学んだ内容をまとめて述べ、結びとする。 
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第2章 関連研究及び関連サービス 
この章では関連研究・関連サービスを挙げ、それらと本プロジェクトで開発した研究活動

支援グループウェアの差分を述べる。 

 

2.1 関連研究 

 研究活動の支援を行うことを目的とした研究として、林らによる論文の作成と再利用に基

づく研究活動支援システム[1]が挙げられる。この研究では、論文の閲覧・作成プロセスを関

連付け連携させることで、利用者は研究活動の現状と方向性を明確に捉える事ができるよう

にして、研究活動を支援する。そこで、この研究で開発されたシステムは、複数の利用者に

よって論文の本文に対するアノテーションを共有し、論文の閲覧・作成プロセスを閲覧でき

るようにし、それによって論文の作成の支援を行う。 

本システムとの差分は、論文の本文に対するアノテーションを別システムによって検出す

るために、扱う論文が林らの研究室で使用している XML 形式で保存された論文に限られて

いることが挙げられる。さらに本システムは、論文のみを蓄積・共有の対象としておらず、

研究室における「研究活動」の様々な情報を共有の対象としている。 

 

次に、杉浦らによる分散環境を用いた研究活動支援システム[2]が挙げられる。この研究で

は、指導者と被指導者の研究の進め方に関する知識の違いによる思考のギャップを早期に発

見・解消することでグループ研究活動の達成を目指している。 

本システムとの差分は、本システムでは指導者 1 名と被指導者 1 名によるグループ研究活

動のみの支援を目的としておらず、教員複数名と学生複数名によるグループにおける研究活

動の支援を対象としている。また「研究活動」において扱う情報を分析し、データフォーマ

ットを設定したう上で論文・アドバイス・議事録の情報を扱うと決定している。 

 

次に、勝又らによる研究活動支援システムにおける研究情報の蓄積機構[3]が挙げられる。

この研究では、研究ノートという単位で管理された情報をスケジュールカレンダに登録され

たイベントと関連付けられ蓄積される。 

本システムでは、研究ノートという単位は議事録とほぼ同じであり、さらに論文やアドバ

イスといった情報を扱っている。また、スケジュールカレンダとの連携は、アンケート結果

から優先度が低く、今回の開発では見送っている。 

 

 次に発想の支援を目的とした研究として、國藤による発想支援システムの研究開発動向と

その課題[4]が挙げられる。この研究では、発想支援システムの創造的問題解決のプロセスや

その支援の方法などを述べ、発想支援システムの動向と位置付けを述べている。 

 本システムは発想支援を目的として開発を行っておらず、研究室で行われる「研究活動」

の情報を蓄積し共有することで、他の利用者の視点や利用者の研究の位置づけの把握、関連

研究に関する知識の取得を助け、研究活動の基本を身につける支援及び論文調査の支援を行

うことを目的としている。 
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2.2 関連サービス 

 本プロジェクトで調査した関連サービスを挙げる。 

 

論文の情報を管理するためのサービス 

 CiteULike[5] 

文献データベースを Web 上に作成でき、それを他の利用者と共有することが可能

である。また、同じ論文をだれが読んでいるか検索可能である。 

 

 Sesami![6] 

文献データベースを Web 上に作成でき、それを他の利用者と共有することが可能

である。UIの日本語対応がなされている。 

 

 Zotero[7] 

文献データベースをローカルに作成できる。それを他の人と共有することは出来

ない。Wordや OpenOfficeに引用情報を挿入可能である。オープンソースソフトウェアで

あり、PDF のメタデータを取得でき、多数の書誌情報形式に対応、PDF の検索が可能、

30の言語に対応と多機能である。 

 

 上記の 3 つのサービスは、いずれも無料サービスであり、論文の保存や管理を支援するサ

ービスを提供し、情報を蓄積することを目的としている。本システムは、グループ単位での情報の蓄

積・共有を目指し、研究室で行われる「研究活動」の情報を対象に分析した結果から、アドバイス・議

事録といった情報もシステムで扱うこととしている。また本システムでは、論文に対し付加情報を追加

することができ、他の利用者の視点から見た論文に対する評価を共有することができる。 

 

論文調査を行うために利用されているサービス 

アンケートの結果、論文調査を行うために利用されているサービスを調査した。 

 ACM[8] 

 IEEE Xplore[9] 

 Google Scholar[10] 

 CiNii[11] 

  ACM と IEEE Xplore については、本システムに論文を登録する際に、必要な情報を取

得してくるサービスとして対忚している。 
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情報共有を行うための基盤を提供するサービス 

 InWeave[12] 

SNS、ブログ、wiki などを用いる。企業内の業務知識やノウハウ、個々の従業員

がもつ経験や知識・知恵などの暗黙知をシステムで蓄積・管理し、従業員間のコミ

ュニケーションを通して生み出される新たな知識などを活用できる。人脈ネットワ

ーク表示が可能で、企業内での開発プロジェクトや人材の選定などにも利用できる。

日立製作所の製品である。 

本システムでは、研究室で行われる「研究活動」の情報を対象として扱っている。

InWeave は、企業での従業員に焦点を当て、コミュニケーションを活性化するため

に必要な基盤を提供している。情報共有を行うための基盤を提供し、支援を行うと

いった視点から調査を行った。 

  

あらゆる情報を集積するサービス 

 Freebase[13] 

利用者が Wikipedia から画像まであらゆる情報を登録することができ、集積する

サービスである。Freebase の API を用いて、情報を可視化する Thinkbase[14]とい

ったサービスも存在する。 
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第3章 研究活動支援グループウェア 
 本プロジェクトで開発した研究活動支援グループウェアについて詳細を述べる。ここで述

べる要件やシステム構成は、システムの開発の最終的な内容である。 

 

3.1 システムの目的 

 研究室などのグループ単位で本システムを利用し、そのグループの「研究活動」の情報を

集積し、共有する。そして「研究活動」の情報を取得できるサービスを提供し、「研究活動」の

支援を行うことを目的としている。 

 

3.2 システム名 

 研究活動支援グループウェアである本システム名は、私たち(We)＋サーベイ(Survey)から

WeVey と命名した。作成した WeVey のロゴを図 1 に示す。 

 

図 1 WeVey のロゴ 

3.3 委託元教員 

 本プロジェクトの委託元教員を以下に示す。 

 

  筑波大学大学院システム情報工学研究科コンピュータサイエンス専攻 

  三末和男 准教授 

 

3.4 想定される利用者 

 本システムの想定される利用者を以下に示す。 

 

 複数の教員 

 教員が指導する研究室の学生 
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3.5 課題とその解決策 

１章で述べた課題に対する具体的な解決策を述べる。 

 

3.5.1 教員の抱える課題とその解決策 

教員が抱える課題とその解決策を以下に示す。課題 1-1 に関しては、教員が「学生の状況」

を知る手段をシステムによって提供することで解決すると考えた。課題 1-2 に関しては、過

去の研究室の「研究活動」の情報を蓄積し、それらを取得できる手段を提供すること、また

学生同士の「研究活動」に関するコミュニケーション手段を提供することで解決できると考

えた。課題 1-3 については、継続的な利用が実現できていない理由として、従来のシステム

(Wiki など)の自由度が高すぎることや、そしてシステム利用による学生に対するメリットが

あまり明確になっていないことを考えた。 

 

教員が抱える課題とその解決策 

 内容 解決策 

課題 1-1 
教員が研究室の「学生の状況」を把握

しきれていない点 

「学生の状況」の情報をシステムで集積し、

教員に提供する 

課題 1-2 

「研究活動」を行う上で、個人に蓄積

される知識やノウハウが、研究室内で

共有されにくい点 

「研究活動」の情報を集積し、学生に提

供し学ばせる場を充実させる 

教員及び学生が「研究活動」の情報をお

互いに伝えられるようにする 

課題 1-3 

Wiki などで「研究活動」を支援しよう

と試みているが、研究室の学生による

継続的な利用がなされていない点 

学生の抱える課題に応えるシステムを開発

することで継続的な利用を考慮する 

 

3.5.2 学生が抱える課題とその解決策 

学生が抱える課題とその解決策を以下に示す。課題 2-1 については、「研究活動」に対する

きっかけとは、「研究活動」に取り組む姿勢や「研究活動」とはどういったものなのかという

情報を提供することで解決できると考えた。 

 

「研究活動」に初めて取り組む学生(学部 4 年生)が抱える課題とその解決策 

 

 内容 解決策 

課題 2-1 

「研究活動」に対するきっかけとなる

情報が掴めず「研究活動」が進めづら

い点 

「研究活動」の最初のステップに必要な情報

を得られるようにする 
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課題 2-2 については、関連研究の情報や他の人のその論文に対する見解を知れるようにす

ることで、研究の位置づけを把握でき、解決できると考えた。課題 2-3 については、他の学

生からのフィードバックが得られる手段を提供することで解決されると考えた。 

 

「研究活動」の経験がある学生(修士 1 年生以上)が抱える課題とその解決策 

 内容 解決策 

課題 2-2 

情報共有の仕組みがうまく機能してお

らず、自分の研究を進めていく上で必

要な論文情報や自分の研究の位置づけ

が把握できていない点 

研究室の「研究活動」の情報を蓄積し共

有できるようにする 

課題 2-3 
他の学生からのフィードバックが得ら

れていない点 

研究室の「学生の状況」をお互いに把握でき

るようにする 
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3.6 要件 

 3.5 節で述べた課題とその解決策を踏まえ、iCafe がまとめた要件を述べる。 

 

3.6.1 システム化範囲 

付録 A-1 に示すアンケートを実施した結果、付録 A-2 に示すように、利用者から必要とさ

れる機能が浮かび上がった。この結果に基づき、システムでは「研究活動」を進める上で必

要となる業務のうち、図 2 に示す範囲についてシステム化を行うこととした。 

 

図 2 システム化範囲(赤楕円部分がシステム化範囲) 

図 2 のそれぞれの項目の定義は次の通りである。 

 

 研究指導 

教員が学生に対してアドバイスを行うことを指す。さらに、アドバイスに必要な情報

を教員が得ることを含む。 

 論文調査 

興味や関心のある論文を探し、他の利用者にある論文を勧めることを指す。 

 情報共有 

論文調査の状況やゼミの記録等を利用者の間で共有することを指す。 

 進捗報告 

おもに論文調査の状況について学生が教員に報告をすることを指す。 

 研究報告 

取り組んでいる研究の状況について学生が教員に報告することを指す。 

 スケジュール管理 

研究室および個人のスケジュールを管理することを指す。 
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3.6.2 機能要件 

機能要件は大きく 7つに分かれる。ここではそれぞれの要件について述べる。 

 

① 利用者情報の管理 

システムは、利用者ごとの「研究活動」の情報及び権限を管理できる必要がある。そのため、利用

者を個別に識別する機能が必要になる。 

 

 利用者の権限 

システムは、利用者の権限を学生・教員のどちらか、及びグループ管理者か否かで管理

する。そして、それぞれの権限によって利用できる機能を制限する。 

 

② グループ情報の管理 

システムは、グループとそれに属するサブグループを管理できる必要がある。利用者はグループ

に所属することで、グループ情報を利用した各機能を利用できる。 

 

 グループ情報の登録・変更・削除 

グループ情報を登録・変更・削除することができる。 

 サブグループ情報の登録・変更・削除 

サブグループ情報を登録・変更・削除することができる。 

 グループ・サブグループによる情報共有 

利用者は所属しているグループ・サブグループの親グループに登録されている論文情

報、論文の調査状況を閲覧することができる。 

 

③ グループに所属する利用者の状況把握 

システムは、グループに所属する利用者の論文の調査状況・ゼミ情報・個人面談情報・進捗状況

を把握できるような機能を提供する必要がある。 

 

 論文の調査状況の閲覧 

グループに所属している利用者の「論文の調査状況」が閲覧できる。 

 ゼミ情報の管理 

次回ゼミの予定、話し合った内容などを議事録として登録することで、ゼミの情報を管理

できます。 

 個人面談情報の管理 

次回面談の予定、話し合った内容などを議事録として登録することで、個人面談の情報

を管理できる。 
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④ アドバイス 

システムは、利用者が他の利用者の研究活動を支援するためのアドバイスができる機能を提供す

る必要がある。 

 

 アドバイスの送受信 

利用者は所属しているグループ内の利用者にアドバイスを送信し、また他の利用者から

のアドバイスを受信できる。 

 お勧め論文の提示 

利用者に論文を推薦することができる。また論文を推薦する側の利用者は、論文を推薦

される側の利用者がすでにその論文を読んでいるか確認することができる。 

 

⑤ 論文情報の管理 

システムは、論文の管理ができる必要がある。 

 

 論文情報の管理 

利用者は論文情報を登録・変更することができる。論文情報の管理は基本情報の管理

と付加情報の管理から構成される。 

 

 基本情報の管理 

利用者は論文の著者や学会などの情報を、基本情報として登録・変更・削除するこ

とができる。 

 付加情報の管理 

利用者は論文に任意の情報を付加情報として登録・変更・削除することができる。 

 

⑥ 論文収集支援 

システムは、論文の収集を支援するための機能を提供する必要がある。 

 

 登録キーワードによる自動検索 

利用者はシステムに興味のあるキーワードを登録できる。システムは利用者がログイン

する度にその登録されたキーワードを用いて検索を行い、システムに登録された新しい

論文の情報を利用者に通知する。 

 他サイトとの連携 

学会の提供するWebサイトなどと連携し、論文情報を取得できる。 

 

⑦ 多言語表示切り替え機能 

システムは、扱う言語として日本語か英語のどちらかを選択することができる機能を提供する必要

がある。 
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3.6.3 非機能要件 

機能要件で触れなかったサービスレベルや保守に関する要件について述べる。 

 

データの再利用性 

 蓄積された「研究活動」の情報は、他のシステムへの 2 次流用を考慮し、XML 形式で

容易に取り出すことができるようにする。 

 

サービス時間 

 システムをサービスする時間は基本的に 24 時間 365 日とする。ただし、メンテナンス

やその他の理由で必要に忚じてサービスを停止することを許容する。 

 

パフォーマンス 

 利用者によるシステムの操作に対する忚答には利用者が不満に感じない程度の忚答速度

（目安として 10 秒未満）を目指す。ただし、このたび採用する Web ベースのシステムの

パフォーマンスは利用者のネットワーク環境にも依存する。そのため、前述のパフォーマ

ンスはベストエフォート（最善の努力をする）とする。 

 

データの保存期間 

 利用者によってシステムに格納されたデータは利用者が意図して削除するまでは保存さ

れる。ただし、システムによって作成されたログやそれに類するデータに関してはシステ

ムで適宜削除を行うものとする。 

 

保守・管理 

システムの運用開始とともに、システムの保守・管理は委託元に引き継ぐ。システムの

改変も含めたメンテナンスが継続的に実施できるように、理解の容易なソースコードを作

成するものとする。また、データの再利用性を考慮した設計を行う。 

 

運用時備考 

 システムを外部公開する際には必要に忚じてグローバル IP アドレスの割り当てを受け

る必要がある。外部公開を行う場合には、別途委託元と検討する。 

 

3.6.4 前提条件 

システムはWebベースで動作する構成とである。これはWebページを閲覧するためのブラウザが

導入されているコンピュータであればシステムを利用することができるためである。システムをコンピ

ュータに導入する必要がなくなると共に、委託元の要求でもあるインターネットを通じてシステムを公

開し利用してもらうことが容易になる。そのため、システムを利用するためにはインターネットに接続

できるコンピュータが利用できる必要がある。また、コンピュータにはWebページを見るためのブラウ

ザがインストールされている必要がある。 

 

3.6.5 制約条件 

ブラウザにはいくつもの種類およびバージョンがあり、それぞれに差異が存在する。すべてのブラ

ウザに対応するシステムは開発が困難なため、システムはどのようなブラウザで利用できるか制限さ

れる。利用できるブラウザは利用者数の点から、Internet Explorer 7 と Firefox 3 とする。 
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3.7 機能 

 本システムが提供する機能の全体像と各機能に関する説明を示す。 

 

3.7.1 システムが提供する機能外観 

本システムである研究活動支援グループウェアが提供する機能の外観を図 3 にて示す。 

 

 

図 3 システムが提供する機能外観 

本システムは、システムの別の利用者に招待して貰うことで、アカウントとパスワードが

発行される。発行されたアカウントとパスワードを入力しログインすることで、システムが

提供する各機能を利用することができる。 
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3.7.2 システムが提供する機能一覧 

本システムが提供する各機能と簡単な説明を表 1 に示す。 

 

表 1 本システムが提供する機能一覧 

分類 機能 説明 

認証 ログイン アカウントの認証を行う 

利用者 マイページ 所属しているグループの更新情報や推

薦された論文などが閲覧できる 

招待（グループメンバー） グループ管理者権限を持っているグル

ープにメンバーを招待することができ

る 

招待（外部グループ管理者） 新しいグループを作成し外部グループ

(既存のグループに属さない別のグルー

プ)管理者を招待することができる 

招待（子グループ管理者） 所属しているグループに子グループを

作成し、子グループの管理者を招待する

ことができる 

個人情報閲覧 プロフィール画像やアカウント名、パス

ワードなどを閲覧することができる 

研究グループ 状況閲覧 所属しているグループの論文調査状況

などの情報が閲覧できる 

基本情報閲覧 グループの基本情報を閲覧することが

できる 

基本情報編集 グループの基本情報を編集することが

できる 

利用者情報編集 グループの利用者の権限などを編集す

ることができる 

削除 利用者の情報を論理削除することがで

きる 

論文 詳細閲覧 システムに登録された論文の詳細情報

を閲覧することができる 

基本情報編集 論文のアブストラクトやキーワードな

どの基本情報を編集することができる 

付加情報編集 論文のグループごとに設定することの

できる付加情報を編集ることができる 

タグの編集 論文のタグ情報を編集することができ

る 

論文を利用者へ推薦 論文を利用者に推薦することができる 

マイ論文リストへの追加 マイ論文リストへの登録ができる 

登録 マイページ画面から論文の登録を行う

ことができる 
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可視化 論文関係可視化 論文同士の関係を俯瞰できる 

アドバイス 作成 アドバイスを作成し利用者に送ること

ができる 

閲覧 アドバイスを閲覧することができる 

議事録 作成 議事録を作成することができる 

閲覧 議事録を閲覧することができる 

マイ論文リスト 作成 マイ論文リストの作成を行うことがで

きる 

閲覧 マイ論文リストの閲覧を行うことがで

きる 

削除 マイ論文リストの削除を行うことがで

きる 

検索・一覧 検索 システム内の論文や議事録、アドバイス

の情報を対象として検索を行うことが

できる 

一覧 システム内の論文や議事録、アドバイス

の情報を対象として一覧を閲覧するこ

とができる 
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3.8 システム構成 

本システムである研究活動支援グループウェアのシステム構成外観を図 4 に示す。 

 

図 4 システム構成外観 

 

3.8.1 ハードウェア構成 

 システムを構成するハードウェアは、広く普及した規格であり保守が容易であるである

IBM PC/AT 互換機を採用した。具体的なハードウェア構成については表 2 に示す。 

 

表 2 ハードウェア構成 

品名 仕様 

ベースシステム DELL Power Edge T105 

プロセッサ デュアルコア AMD Opteron プロセッサ 1212 

 (2.0GHz/2MB L2 キャッシュ) 

チップセット NVIDIA CK804Pro 

I/O スロット PCI Express x8(2)、PCI Express x1(1)、 

PCI 32 ビット/33MHz(1) 

メモリ 2GB(1GB×2/1R/800MHz/バッファ無し 

SDRAM DIMM/ECC) 

RAID 構成 なし 

ハードディスク 500GB 7,200RPM(SATA HDD/3.5 インチ)×1 

光学ドライブ 16 倍速 SATA DVD Drive 

Floppy ドライブ なし 
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3.8.2 ソフトウェア構成 

 システムを構成するソフトウェアは、オープンソースソフトウェア（OSS）の利用を基本

とした。これは、利用のための初期費用が不要であり、ソースコードの入手が可能で必要に

忚じて変更を行うことができる点を考慮したためである。具体的には、表 3 の構成とする。

Web システムの構成として一般的な LAMP（Linux+Apache+MySQL+PHP）構成である。

ソフトウェアのバージョンに関する要件はないが、セキュリティ等を考慮しなるべく新しい

バージョンを用いる。 

 

表 3 ソフトウェア構成 

ソフトウェア 名称 

オペレーティングシステム CentOS 

Web サーバ Apache 

データベース管理システム MySQL 

開発言語 PHP, Flash 

 

3.8.3 ネットワーク構成図 

本システムのネットワーク構成を図 5 に示す。 

 

図 5 ネットワーク構成図 

 本システムは筑波大学外からのアクセスも可能である。 
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3.9 利用シーン 

 本システムの利用シーンの一部を示す。 

 

3.9.1 学生状況の把握とアドバイス送受信 

委託元の現状及びシステム導入後の流れを示す。 

 

 委託元の現状 

教員は学生の論文調査の状況をゼミでの進捗報告などでしか把握できず、報告の間に時間

が空いてしまう問題がある。また、学生に対して随時アドバイスを行うことができないという問題

がある。図 6に教員が持つ思いの具体例を示す。 

 

図 6 教員が持つ思い 

 

 システム導入後 

本システムを導入することによって、教員は次の流れで学生の論文調査状況の把握・アドバ

イスを行うことができる。図 7にシステム導入後の学生状況の把握･アドバイスの流れを示す。 

① 教員は、所属するグループの複数の学生の論文調査状況を閲覧できる。教員は、グループ全

体で学生が「どのような論文を調査したか」「週に何本の論文を調査したか」「いつ論文の収集

を行ったか」などの状況を複数の学生にわたって閲覧できる。 

② 教員は、グループ全体の中から論文調査状況が気になる学生を決定し、その学生について、さ

らに詳細な情報を閲覧できる。 

③ 教員は閲覧した内容をもとにメッセージを作成し、アドバイスを行いたい学生に送ることができ

る。 

④ 学生は教員のアドバイスを受け取れる。 
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図 7 学生状況の把握･アドバイスの流れ 

 

本システムを利用することにより、複数の学生の「論文調査状況」をゼミ以外の時間でも随時確認

できるようになる。また、気になる学生に対してのアドバイスが容易になる。 

 

3.9.2 論文の登録･収集 

委託元の現状及びシステム導入後の流れを示す。 

 

 委託元の現状 

委託元の研究室の学生は調査した論文を Wiki に登録し、Wiki を利用した論文の管理･共

有を行おうとしている。しかし現状において、研究室の学生は調査した論文をWikiに登録せず

自分のコンピュータで管理しているケースが多く、Wiki を用いた論文の管理･共有は上手くい

っていない。図 8に研究室の学生が持つ思いの具体例を示す。 

 

 

図 8 研究室の学生が持つ思い 
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 システム導入後 

本システムを導入することで、研究室の学生は次の流れで論文の登録・収集を行うことができ

る。図 9にシステム導入後の論文登録･収集の流れを示す。 

① ある学生が自分の研究分野と関連する論文を発見し、本システムに登録する。 

② その学生が、登録した論文に任意のキーワード（タグ）を設定する。 

③ 同じグループ内の他の学生が、グループ内でどのような論文が読まれているか調べるため、キ

ーワードを用いて検索を行う。 

④ 論文を探している学生が①で登録された論文を発見する。 

 

 

図 9 論文登録･収集の流れ 

 

本システムを利用することにより、学生の論文の登録･収集が支援される。また、同じグループ

に所属している他の学生がどのような論文を読んでいるか把握できることにより、論文の収集方法

を模索することができる。 
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3.10 システムの評価 

本システムの評価については、システムの継続的な運用を行い、定量的な評価基準を定め

ることが必要だが、本プロジェクトの期間では実現できなかった。よって、本プロジェクト

では、定性的な評価を中心に行った。 

 

第 2 回アンケートの結果 

 第 2 回アンケートの内容と結果を表 4 に示す。アンケートの詳細及び結果は、付録 B-1

及び付録 B-2 に示す。 

表 4 第 2 回アンケートの内容と結果 

実施期間 平成 21年 1１月 10日 

目的 第 1 イテレーションの本システムの試用を踏まえ、本システムに対する要求及

び改善点を抽出する 

学生の論文調査の状況を知る 

対象 「研究活動」に初めて取り組む学生(学部 4 年生) 3 名 

「研究活動」の経験がある学生(修士 1 年生以上) 13 名 

計 16 名 

結果 不具合 15 件、機能の改善要求 16 件、新機能の要求 15 件が抽出された 

 

 

第 3 回アンケートの結果 

第 3 回アンケートの内容と結果を表 5 に示す。アンケートの詳細及び結果は、付録 C-1

及び付録 C-2 に示す。 

 

表 5 第 3 回アンケートの内容と結果 

実施期間 平成 21年 12月 22日 ～ 平成 21年 12月 24日 

目的 本システムの評価を行う 

改善点を今後の課題として列挙する 

学生の論文調査の状況を知る 

対象 「研究活動」に初めて取り組む学生(学部 4 年生) 3 名 

「研究活動」の経験がある学生(修士 1 年生以上) 13 名 

計 16 名 

結果 本システムの全体の評価結果を以下に述べる 

 

 本システム全体の評価に関する設問は、設問 2・3・5 であった。それらの設問について、

以下に述べる。 

 

設問 2：本システムについて便利だと思う点を記入してください。 

 

得られた意見を以下に示す 

 周囲の人の未既読情報が把握できる点 



 

23 

 他の人のサーベイ状況が分かるのでモチベーションが上がる点 

 他の人がどのような分野の研究に興味がるのか知ることができる点 

 自分の研究トピックに似通った人がいる場合、参考文献の共有ができる点 

 メンバーのサーベイ状況が見える点 

 メンバーのサーベイを参考にできる点 

 他の人が何をサーベイしているのかわかる点 

 読んだ論文を共有できる点 

 他のユーザが登録した論文の情報がログインするたびに見える点 

 論文の推薦がされる点 

 登録した論文をリストでみられる点 

 自分が読んだ論文が管理できる点 

 論文について情報を集約できる点 

 キーワードで論文を分類できる点 

 興味のあるキーワードが含まれる論文が表示され、論文の関連をマップ表示し

てくれることによって、関連論文がより探しやすくなる点 

 論文の未既読管理と推薦ができる点。積極的な利用者が増えればかなり有効だ

と思う 

 論文情報が自動入力される点 

 BibTeX 書き出しができる点 

 ACM の URL で論文の登録ができる点 

 URL、BibTeX で論文情報をストレージできる点 

 

設問 3：本システムについて不便だと思う点（改善してほしいと思う点）を記入してください。本シス

テムに足りないと思う機能（機能追加の要望）についてもこちらに記入してください。 

   

得られた意見を以下に示す。 

 全体的にシステムが複雑な印象を受けた 

 論文の可視化機能の使い方が分かりづらい 

 論文の概要の一覧性が悪い 

 論文一覧ページなどが見づらい 

 一度ログインしないと登録できないので、常駐ソフトの作成 

 ACM からの PDF もダウンロードしてほしい 

 アーカイブの検索しやすくしてほしい 

 メーリングリスト等の今使っているシステムと連携できるようにしてほしい 

 論文の登録者が、何のためにその論文を読んだのか、自分の感想、どこが良く

て、どこが悪いかを登録できるようにしてほしい 

 マイページに自分が登録した論文の一覧がほしい 

 「新しいアドバイスが届いています」は、どれくらい新しいのかわからないの

で未既読管理するか日時の表示をしてほしい 

 論文一覧に論文に関する写真一枚が表示できるようにしてほしい 

 マイ論文リストの整理ができるようにしてほしい 

 同じ論文を 2 度登録してしまうので、作業中の研究グループを保存しておいて

ほしい 

 論文基本情報の Title は入力必須にしてほしい 
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設問 5：本システムは、研究室メンバーの論文の調査状況やアドバイス、ミーティングの議事録等

を継続的に集積・共有することができます。これによって研究活動が初めての学生に対

して「研究活動の基本を身につける支援」をすることも目指しています。本システムによ

ってこの点は満たされるでしょうか。システムをご試用になってのご意見をお聞かせくだ

さい。 

 

16名から得られた 5段階評価の結果を図 10に示す。平均値は、3.6 となった。 

 

図 10 研究活動の基本を身につける支援が可能か 5 段階評価 

   得られた結果から、定性的に本システムによって研究活動が初めての学生に対して「研

究活動の基本を身につける支援」を行うことが可能であるといえる。 

 

  得られた意見を以下に示す。 

 便利だとは思う。サーベイ支援に限定しないのであればどこまでを対象とした

システムにするかの線引きが難しいのではないかと思う 

 研究活動に必要な部分をこのシステム 1 つでだいたいできるので、論文の調査

状況などは支援されていると思います 

 議事録は研究活動の基本を身につける支援ではないと思います 

 基本を身につけていて初めて活用できる性質のシステムだと思います 

 サーベイ以外の機能も必要 

 論文の付加情報の見出しがあることは、「どのように論文を読むべきか」を知る

良いきっかけになると思った 

 「なぜその論文を読んだのか」があるとよい 

 情報をすべて残せるので昔のデータを見ることで学ぶことができると感じた 

 そこまで多く使っていないので判断できない 

 メンバーの論文情報が共有できる 

 先輩たちの活動状況を知り、自分もこうすればよいということが分かりそう 

 一つの道具としては良いと思うが運用の仕方次第だと思う 
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第4章 プロジェクトの実績 
この章では、iCafe が本プロジェクトの各フェーズで行った作業及びプロジェクトの進捗

について簡略に述べる。本プロジェクトの開発プロセスは、提案、要件定義、外部設計、内

部設計、実装、試験、試用・評価のフェーズで構成されている 

 

4.1 各フェーズでの作業 

 本プロジェクトにおいて iCafe が行った各フェーズでの作業を述べる。本プロジェクトで

は開発プロセスとしてウォーターフォールモデルを 2度繰り返す方式を採用した。 

 

4.1.1 提案フェーズ 

 委託元教員から「サーベイマラソンシステムの開発」の要望を受けた。ここで、委託元教

員とのヒアリングを通し得られた要求が、「研究活動」全般を支援するシステムの開発である

と判断し、iCafe は「研究活動支援グループウェアの開発」と名称を変更し、委託元教員に

提案を行った。 

 提案を行うに当たり、第 1 回アンケート及びヒアリングを実施し、考察を行った。第 1 回

アンケートの概要を以下に示す。また第 1 回アンケートの内容及び詳細な結果は付録 A-1 お

よび付録 A-2 に記載する。 

 

第 1 回アンケート 

実施期間 平成 21年 6月 15日～平成 21年 6月 17日 

目的 本システムについて学生の立場からの意見を頂き、本システムで提供する機能

を決めるための指標とするデータを得る。 

学生の課題を明確にする 

学生の論文調査の状況を知る 

対象 「研究活動」に初めて取り組む学生(学部 4 年生) 9 名 

「研究活動」の経験がある学生(修士 1 年生以上) 19 名 

計 28 名 

結果 提案した機能群うち、開発を行う機能と本プロジェクトでは開発しない機能を

分けた 

自由記述によって学生の課題や要望が得られ、要求定義書の参考資料とした 

論文調査の方法や費やしている時間などの情報が得られた 

 

第 1 イテレーション 

4.1.2 要件定義フェーズ 

 要件定義フェーズでは、モックアップを用いた委託元教員とのヒアリングを行い、より具

体的な要求及び要件固めを行った。システム化の範囲、機能要件、非機能要件、前提条件、

制約条件、システム構成などを決定し、成果物として要件定義書を作成した。委託元教員に

は要求定義書を納入し、合意を得て外部設計フェーズへと移行した。 
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4.1.3 外部設計フェーズ 

はじめに各機能に対するユースケース記述、ユースケース図を作成し、チーム内でのレビ

ュを通し修正を行った。 

またユースケース図の作成と平行し、委託元教員とのヒアリングを通してモックアップの

最終版及び画面遷移図を作成した。そして、これらの成果物に基づき画面定義書を作成した。

画面定義書には、各画面にあるボタンの説明や遷移の内容を記述している。図 11 に作成し

た画面定書の一部を示す。 

 

図 11 画面定義書の一部 

次に、ロバストネス図、概念ER図、概念クラス図を作成した。シーケンス図は、Frame Work

である CakePHP を用いて実装することを踏まえ、作成しないことに決定した。UML 関係

の成果物については、JUDE Professional を用いて作成した。 
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4.1.4 内部設計フェーズ 

iCafe のメンバーは各自、担当範囲に関して内部設計を行った。ここで、動作が複雑な部

分のシーケンス図のみを作成することとした。さらにシーケンス図と概念 ER 図に基づき、

物理 ER 図を作成した。図 12 に作成した ER 図を示す。 

 

図 12 物理 ER 図 

 また、多言語対忚機能のために、日本語と英語を対忚させるためのメッセージ定義書を作

成した。このメッセージ定義書については、エラーメッセージは含まれていない。 
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4.1.5 実装フェーズ 

実装上必要なテーブルが足りず、ER 図を修正した。また、PHP 及び Action Script のコ

ーディング規約を Web 上の資料を参照して作成した。 

次に、本プロジェクトの中間発表の位置付けとなるグループワークショップⅡの準備と平

行し、実装を行った。そして iCafe のメンバー3 人でお互いにコードレビュを行い、机上試

験までを行った。 

 

4.1.6 試験フェーズ 

 Flash 部分に関しては、本プロジェクト内でのリファクタリングや拡張する可能性を考慮

し、試験を行わないことを決定した。また PHP 部分の試験を行った。 

 

4.1.7 試用・評価フェーズ 

本システムの使用マニュアルを作成した。さらに、導入説明のためのプレゼンテーション

スライドを作成した。 

そして、システムの評価及び要望を吸い上げるために第 2 回アンケートを実施した。詳細

については 3.10 節に示した。 

 

第 2 イテレーション 

4.1.8 要件定義フェーズ 

 試用・評価フェーズに行った第 2 回アンケートとヒアリングによる要求を列挙した。さら

に要求から要件を抽出し、実装コストとプロジェクトの期間を考慮し順位付けを行った。表 

6 に抽出した意見の件数と著者の担当した件数を示す。 

 

表 6 試用後の意見の件数 

 全件数(担当件数) 

分類 委託元 学生(16 名) 

不具合 1 件(0 件) 15 件(0 件) 

機能の改善要求 15 件(3 件) 16 件(8 件) 

新機能の要求 4 件(0 件) 15 件(0 件) 

 

4.1.9 実装及びリファクタリング  

 第 2 イテレーションの要件定義で決定した新しい機能の実装及びリファクタリングを行っ

た。設計フェーズについては、要件定義フェーズにおいて再設計の必要な要件が無かったた

め省くこととなった。 

 

4.1.10 試用・評価フェーズ 

本システムの試用導入を行い、評価を第 3 回アンケートによって行った。 
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4.2 プロジェクトの進捗及び成果物 

 

4.2.1 プロジェクトの進捗 

本プロジェクトでは、ウォーターフォールモデルのイテレーションを 2 度繰り返す開発プ

ロセスを採用した。これは開発期間を考慮した上で、利用者からのフィードバックを得て、

本システムへの要求・課題を効果的に解決するとともに、利用者への導入負荷の低減を図っ

たためである。プロジェクトの期間は、全てのフェーズを含めて 8 カ月を予定している。プ

ロジェクトの予定と実績を図 13 に示す。 

要件定義フェーズ、外部設計フェーズは予定よりも実績が長くなっている。この原因は、

本プロジェクトでの要求の吸い上げ、及びそれに対する要件の決定が困難だったためと考え

られる。本プロジェクトのような、利用者の要求を満足するために、システムが実現する機

能の決定が難しい場合には、より長い期間を上流工程に割り当てるべきであった。 

内部設計フェーズについては、CakePHP を用いることからシーケンス図などの成果物を

減らすこととし、予定よりも短い期間で終了した。 

実装フェーズは、実装言語と FrameWork への知識不足と、開発規模が予想より大きかっ

たことから予定よりも実績の期間が長くなった。 

単体試験フェーズと結合試験フェーズは、納入先での試用・評価の期間の遅れと変更され

る機能の有無を考慮し、最低限の部分のみを試験し、予定よりも短い期間で終了している。 

評価フェーズに関しては、当初の予定とは異なり、納入先に継続的にシステムの試用して

頂いた。評価フェーズ内で第 2 回及び第 3 回アンケートを行った。図 13 で黄色の部分が第

2 イテレーションで開発の終わったシステムを再導入し、試用して頂いた期間である。 

 

 

図 13 プロジェクトの予定と実績 
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4.2.2 プロジェクトの成果物 

本プロジェクトでは、チームミーティングは 31 回、ヒアリングは 17 回行っている。表 7

に内部設計までのフェーズでの成果物とその量を示す。 

表 7 各フェーズでの成果物一覧 

フェーズ 成果物 成果物の量 

要件定義 要件定義書 30 ページ 

外部設計 ユースケース図 78 ケース 

ユースケース記述 45 ケース 

ロバストネス図 9 枚 

画面遷移図 25 画面 

画面定義書 25 画面 

概念 ER 図 41 テーブル 

内部設計 設計クラス図 47 クラス 

物理 ER 図 41 テーブル 

メッセージ定義書 173 メッセージ 

 

 実装フェーズ以降の成果物を表 8 に示す。 

表 8 実装コード行数 

フェーズ 成果物 有効行数及び件数 

実装 実装コード PHP モデル 1.3KLOC 

ビュー 1.2KLOC 

エレメント 1.6KLOC 

コントローラ 1.3KLOC 

コンポーネント 0.3KLOC 

計 5.4KLOC 

Flash 計 2.3KLOC 

単体試験 試験ケース 145 件 

試験コード 0.8KLOC 

試験データ設計 10 ダイアグラム 

結合試験 試験ケース 84 件 
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第5章 プロジェクト内での役割及び担当範囲 
プロジェクトの各フェーズにおける著者の役割、及び、内部設計フェーズ以降の担当範囲

について述べる。 

 

5.1 メンバー構成 

本プロジェクトは、筑波大学大学院本システム情報工学科コンピュータサイエンス専攻博

士前期課程 2 年に所属する著者を含めた 3 名の学生によって構成されるチーム、iCafe によ

って進められた。iCafe の構成員と役割は以下のようになっている。 

 

川井 康寛 ドキュメント管理 

内藤 正樹 プロジェクトマネジメント 

淵 一馬 議事録 

  

5.2 プロジェクト内での役割 

 

5.2.1 提案フェーズ 

著者は提案書の作成において、システム化範囲の図の作成や、文書の見やすさを考慮して

関連部分は四角で囲み見易くするなどの対策を考え、反映した。 

 

図 14 提案書の一部 
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また、提案を行うためのプレゼンテーションスライドの作成を行った。これについては、

何をもって「研究活動」の支援を行えるのかといった部分が明確になっていないことが問題

だと指摘を受けた。 

 

5.2.2 要件定義フェーズ 

著者は Flash で実装を行うこととなる画面のモックアップ全般の作成を行った。作成には

Microsoft Power Point を用いた。モックアップの一例を図 14～17 に示す。 

 

図 15 モックアップ(1) 

 

 

図 16 モックアップ(2) 
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図 17 モックアップ(3) 

 

図 18 モックアップ(4) 
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5.2.3 外部設計フェーズ 

 モックアップの最終版の作成を行った。また修正したモックアップに基づき、画面遷移図

の作成と画面定義書の一部を作成した。 

さらに、ユースケース記述の一部作成を行った。 

 

5.2.4 内部設計フェーズ 

 内部設計フェーズ以下では、個人の担当範囲に分かれ作業を行った。ここでは、担当範囲

で必要となる知識を得るために、可視化に関連する論文を読み、可視化に関して知識のある

人から指導を頂いた。また、可視化の一手法であるスプリングモデルを作成するコードを、

委託元教員から頂き、そのコードを読み、設計に役立てた。 

 

5.2.5 実装フェーズ 

中間発表の位置付けとなるグループワークショップⅡの発表資料の構成を考え、作成を行

った。また内部設計フェーズから引き続き、可視化に関して知識のある人を招き、意見を頂

いた。 

 

5.2.6 試験フェーズ 

 PHP 部分の試験コードを作成し、試験を実施した。しかし、著者の担当範囲はほとんどが

Flash での実装だったので、試験に掛ける時間は尐なくて済んだ。ここで、残った時間は、

Flash 部分の機能充実に充てた。 

 

5.2.7 試用・評価フェーズ 

 本システム導入のための納入先へのプレゼンテーションスライドを作成し、プレゼンテー

ションを行った。 

またチーム内で決定はしていなかったが、納入先の学生との窓口としての役割を担った。

これによって学生が試用を行った感想やそれによって出てきた要求などを、より正確かつよ

り多くの要求を抽出することができたと考えられる。 
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5.3 担当範囲 

本プロジェクトの内部設計以降では、iCafe の構成員の 3 人が各自の担当範囲を分担し、

作業にあたった。 

担当範囲は、機能別に分担することとした。著者は外部設計フェーズにおいて可視化に関

する調査を行い、Flash を用いた開発の経験があったため、論文マップ機能を担当した。さ

らに、実装フェーズにおいて担当が決まっていなかったシステム内検索・一覧機能を担当し

た。データベース等の基盤部分とアクセス制御機能、利用者情報管理機能、研究グループ情

報管理機能は内藤が担当した。論文情報管理機能、グループ状況の把握機能は淵が担当した。 

 本システムが提供する全ての画面の中で、著者の担当範囲を図 19 に示す。 

 

図 19 担当範囲(赤字部分が担当範囲) 

 

5.3.1 論文マップ機能 

 設計を行うに当たり、可視化に関する論文であるマグネティック・スプリング・モデルに

よるグラフ描画法について[15]を読み、アルゴリズムの理解を行った。また、可視化に関し

て知識のある人から意見を頂き、設計に役立てた。さらに、可視化の一手法であるスプリン

グモデルを作成するコードを、委託元教員から頂き、そのコードを読み、設計に役立てた。 
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開発の目的 

  本システムで収集した情報を可視化し、マップ表示する。また収集した情報の再利用の

方法を具体的に示し、一例を実装する。また試用・評価を行うことによって、得られる可

能性のある知見を推察する。 

 

機能の目的 

  論文の関係情報を把握できるサービスを提供する。また、共有大画面などに常に表示す

るコンテンツを提供することによって、システムの継続的な利用を促す。 

満たすべき要件 

 グループの状況表示 

 論文収集支援 

 継続的なシステムの利用 

 再利用性 

 

機能の説明 

  論文マップ画面の全景を 図 20 に示す。 

 

 図 20 論文マップ画面  

論文マップ画面は大きく以下の 2 つの部分に分けることができる。 

① マップ 

② コントロールパネル 

以下にそれぞれの説明を示す。

② ① 
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① マップ 

マップの一部の拡大図を図 21 に示す。 

 

図 21 マップの一部 

  このマップは、スプリングモデルによって描画されている。ノードには、キーワードノ

ードと論文ノードの 2 種類が存在する。キーワードノードは、システムに登録された論文

に関連付けられたキーワードであり、その論文ノードとエッジで繋がっている。 

それぞれの例としては、図  21 のⅰで示した虫眼鏡アイコンの「 information 

visualization」がキーワードノードである。また、図 21 のⅱで示した黄色の用紙アイコ

ンの「2009-10-30 NAIS」が論文ノードである。この論文ノードの意味は、2009 年 10 月

30 日に NAIS チームで登録された論文という意味である。 

各ノードはマウスによってドラッグすることで移動することができる。クリックで選択

することができ、選択された論文ノードはⅲのように赤の円が表示され、選択されたキー

ワードノードはⅳのように青い四角が表示される。 

  マップが描画された最初は、キーワードノードの斥力は計算されていない。そのキーワ

ードが関連付いている論文ノードが選択されたときに、斥力を計算するようなっている。

斥力を計算するようになると、図 22・図 23 に示すようにキーワードノードが展開される

ような動きを見せる。これはキーワードの登録数が予想以上に多かったために取った、処

理を軽くするための処置である。 

ⅰ 

ⅱ 

ⅲ 

ⅳ 
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図 22 キーワードノードの斥力計算(1) 

 

図 23 キーワードノードの斥力計算(2) 

また、ノード以外の部分をドラッグすることでマップ全体を移動させることができる。 

論文ノードをダブルクリックすることで、その論文の詳細情報画面を開くことができる。 
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② コントロールパネル 

コントロールパネルの拡大図を図 24 に示す。 

 

図 24 コントロールパネル 

ⅴ 

ⅵ 

ⅶ 

ⅷ 

ⅸ 

ⅹ 
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  ⅴの「Draw Network」ボタンを押すことによって、クライアントの Flash からサーバ

の URL にリクエストを送り、収集した情報が格納された XML 形式のファイルによって

情報を取得し、マップを描く。 

  ⅵのラジオボタンによって描画する情報を選択することができる。現在は、論文に関連

付いたキーワード、論文の著者、論文に関連付いたタグを選択することができる。 

  ⅶの「centering this word node」で上のドロップダウンリストで選択したノードをマッ

プの中心に移動することができる。 

  ⅷのスライダーでは、エッジのばねの力、ノード同士の斥力、マップの中心方向に向か

って各ノードにかかる重力の値を操作できる。 

 ⅸのスライダーでは、マップの表示の倍率を操作できる。 

  ⅹのアコーディオンを選択すると、選択された論文ノードの詳細情報が表示される。詳

細情報が表示されているコントロールパネルを図 25 に示す。 

 

図 25 論文ノードの詳細が表示されたコントロールパネル 
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利用シーン 

  マップが共有大画面などに表示されていることで、利用者はシステムに登録された論文

の関係を把握することができる。またマップに対して操作を行うことで、論文の関係を辿る

ことができ、どのグループでどのような論文が登録されているかなどの情報を得ることがで

きる。 

 

 実装コード 

  ActionScript で有効行 1296 行となった。 

 

評価 

 第 3 回アンケートで得られた評価を以下に示す。 

 

設問 4-②-A：論文マップを大画面に常に表示することによって、WeVey の利用が促進

されると思いますか？ 

 

  16名から得られた 5段階評価の結果を図 26に示す。平均値は、2.9 となった。 

 

図 26 利用促進の効果があるか 5 段階評価 

   得られた結果から本システムの利用を促進するためには、今回実装した論文マップで

は、ある程度の効果あるが、不十分だったと考察できる。データの再利用の手段は用意

できているので、今後の拡張・再開発を期待したい。以下に、利用促進のための他の手

段についてのアンケート結果を以下に示す。 

 

設問 4-②-B：WeVey への参加意欲の向上のために、論文マップ以外の案が御座いましたら

お書きください。 

 

得られた意見を以下に示す。 

 メールによるシステムの更新情報の通知 

 自分の興味あるキーワードに関する論文が登録されたらメールなどでお知らせ 

 論文の追加（PDF やかけているデータの補完なども含む）の容易性向上 

 入力に手間がかからないようにする 
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 WeVey を利用する利点がほしい。現状だと苦労して登録した割に得られるものが尐

ない気がする 

 マップよりグラフの方が良いかも 

 機能的には充実していると思う 

 

設問 4-②-C：論文マップは、研究を初めて行う人(新 B4 など)に役に立つと思いますか？ 

 

   16名から得られた 5段階評価の結果を図 27に示す。平均値は、3.3 となった。 

 

図 27 研究を始めて行う人に役に立つかどうか 5 段階評価 

   得られた結果から、論文マップは研究を始めて行う人に役に立つと考えられる。しか

し改善すべき点は多く、更なる実装充実が必要である。以下に、研究を初めて行う人に

論文マップがどのように使用されるかアンケート結果を示す。 

 

研究を初めて行う人(新 B4 など)にとって、どの様に使用されると思いますか？ 

 

得られた意見を以下に示す。 

 グループ内での興味などが分かる（グループ単位で見られれば良い）。そこに目

を通すことで、既に先輩等が知っている知識を共有できる 

 情報がやや抽象的なので、全体表示の画面のままもっと必要な情報を探しやす

くなったらより良いと思う（スクロールやプレビュー表示など） 

 どうやってサーベイをおこなっていいかわからなくても、興味のあるキーワー

ドさえ有ればそこから次々と論文をたどりやすい 

 どんなキーワードや分野で先輩が研究しているのか知ることができると思う 

 論文やキーワードを探す 

 概観を把握するのに使われる 

 いろんな分野を知るきっかけになると思う 

 興味のキーワードからチーム内で読まれている論文を把握することによって読

むべき論文を探すヒントとなる 
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設問 4-②-D：論文マップは、研究を経験してきた人(B4,M,D)に役に立つと思いますか？ 

 

16名から得られた 5段階評価の結果を図 28に示す。平均値は、3.1 となった。 

 

図 28 研究を経験してきた人に役に立つかどうか 5 段階評価 

   得られた結果から、論文マップは、研究を経験してきた人に役に立つと考えられる。

しかし、研究の経験のある人にとっては、論文マップから情報を探すインタフェースの

提供について多くの要求がなされていることから、更なる改善が必要と考えられる。以

下に、研究を経験してきた人に論文マップがどの様に使用されるかアンケート結果を示

す。 

 

   研究を経験してきた人(B4,M,D)にとって、どの様に使用されると思いますか？ 

   

  得られた意見を以下に示す。 

 経験が豊富な人は単語からイメージできる情報が多いのでより向いていると思

う。やはりサクサク探せるようになるともっと利用されると思う。 

 どんなキーワードや分野で先輩が研究しているのか知ることができるのでは？ 

 知らなかったキーワードの発見に役立つ 

 これまでの足跡を振り返るのに使える 

 今まで知らなかった分野に手を出すときに読むべき論文がわかりやすい 

 自分で気付かなかった論文を発見する 

 尐なくとも今の実装では意味がないと思います 

 整理が簡単になる 

 他の人が読んでいる論文を見る。→作業の確認、新しい発見 

 なんとなく自分の頭の中と照らし合わせる 
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  設問 4-②-E：論文マップに使用しているデータ(論文に紐付いたキーワード、著者、タ

グ、登録日、登録者など)を、今後、別のシステムで再利用したいと思い

ますか？ 

 

図 29 データの再利用について 

   得られた結果から、80%以上の人からデータの再利用の希望があることが分かった。

データの再利用については、XML 形式ファイルでの出力に対忚している。 

 

設問 4-②-F：論文マップの更なる改善すべき点をお書きください 

 

得られた意見を以下に示す。 

 マップ上には登録された日付よりも、論文が書かれた日付を表示して欲しい 

 論文タイトルか論文でやっていることを表示して欲しい。キーワードだけだと

何をしているのか分かりづらい 

 グラフ表現を Flash ではなく、単なる HTML で表現する 

 レイアウトアルゴリズムの改善 

 ぱっと見で情報を把握するのが難しいと感じているので、変化があったことを

わかりやすくすると良い 

 ラベル表示、引用関係の表示、クラスタリング、スプリングモデルの改良（端

に行かないように） 

 もうちょっとわかりやすくレイアウトしてほしい 

 マウスホイールでスケール変更 

 アンカーマップ 
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5.3.2 システム内検索・一覧機能 

 設計を行うにあたり、CakePHP の学習を行った。 

 

 機能の目的 

  システムに登録された情報を対象に文字列検索を行えるようにする。また、一覧機能は、

登録された論文・アドバイス・議事録の情報をそれぞれ一覧表示できるようにする。 

 

満たすべき要件 

 論文収集支援 

 論文・議事録・アドバイスの管理 

 

 機能の説明 

  図 30 にシステム内検索画面を示す。この画面から一覧表示画面に遷移することも可能

である。 

 

図 30 システム内検索画面 

ここで、図 31 のように文字列を入力し、検索ボタンを押す。スペースで区切られた文

字列は AND 検索が行われる。 

 

図 31 システム内検索の文字列入力例 
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  システム内に登録された論文・アドバイス・議事録の情報を対象に検索を行い、結果が

表示される。検索結果を図 32 に示す。 

 

 

～中略～ 

 

図 32 システム内検索の結果例 
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  図 33 にメニューバーに表示される論文の一覧画面へのリンクを示す。 

 

図 33 論文の一覧(メニューバー) 

  論文の一覧を選択すると、図 32 と同様に、システムに登録された論文の一覧が表示さ

れる。 

 

利用シーン 

 利用者が興味のある単語の含まれた情報を検索する場合や、過去に登録した情報を検索

する場合に使用する。 

 

 実装コード 

  PHP で有効行 377 行となった。 

 

評価 

 

設問 4-②-A：表示すべき項目はすべて網羅されていますか？ 

 

図 34 表示項目の網羅性について 

   得られた結果から、80%以上の人から表示する項目について、網羅されているという

結果が得られた。以下に網羅されていないと答えた人から得られたアンケート結果を示

す。 
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 網羅されていない項目をお書きください 

 議事録の作成者、論文の登録者 

 論文発表された年情報、論文に関する写真 

 

設問 4-②-B：検索機能について更なる改善点をお書きください 

 

得られた結果を以下に示す。 

 全文検索とキーワード検索は別にあると良い 

 論文が読まれた数が多いほど上位に表示されるとよい 

 メニュー名を「検索・一覧」にしてほしい 

 インクリメンタルサーチできると良い 

 登録した人、読んだ人でそれぞれ検索したい場面があると思った 

 論文一覧表示の並び順を変更できるようにしてほしい。発表年、著者による並び順

を変えられるなど 
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第6章 プロジェクト内での創意工夫 
 著者の視点から捉えたプロジェクト内で行った創意工夫を述べる。 

 

6.1 課題・要求抽出のための創意工夫 

本プロジェクトの研究活動支援グループウェアの開発における一番の難しさは、いかに「研

究活動」に対する課題・要求を抽出するか、そしてそれに対して支援を行うかという点であ

ると著者は捉えた。その上でステークホルダの課題・要求を抽出する方法にはより一層の創

意工夫を行ったと考えている。 

 

6.1.1 システムとしての成功を目指した要求満足 

 本プロジェクトでは、委託元教員の要求を満足することが目的である。しかし、委託元教

員のみの要求を満足させるだけでは、本プロジェクト終了後に継続的な利用がなされるのは

難しいと考えた。また、システムとしての成功はステークホルダ全員の要求を満足させるこ

とで実現できると捉えていた。 

そこで、システムの開発において全てのステークホルダの要求を満たすのは難しいので、

委託元教員及びその他の教員の指導する学生に対しても課題抽出のためのアンケートを行い、

優先度を決定し、システムとしての成功を目指した。 

 

6.1.2 2 回のイテレーションによる開発 

本プロジェクトでは、開発プロセスとしてウォーターフォールモデルを2度繰り返す方式を採用した。

これは、利用者による試用・評価を挟みフィードバックを頂くことによって、より正確な多くのシステム

への課題・要求を引き出すためである。 

 得られた知見や成果から考え、結果としてこの 2 回のイテレーションは成功であったと言

える。プロジェクトを振り返るに当たり、この 2 回のイテレーションを実施していなければ、

本システムは信頼性・操作性・保守性に欠け、要求の満足は難しかったと思われる。 

 

6.1.3 「研究活動」に初めて取り組む学生と経験がある学生の大別 

 学生の課題を抽出するアンケートの結果は、「研究活動」に初めて取り組む学生と「研究活

動」の経験がある学生の大別し、考察を行った。 

アンケート結果から、「研究活動」に初めて取り組む学生と「研究活動」の経験がある学生

が抱える「研究活動」に対する課題は、明確に違っていることが分かった。 

この大別を行うことによって、「研究活動」に初めて取り組む学生への支援の方法が明確に

なり、プロジェクトの方針が固まったと言える。 

 

6.2 要件定義のための創意工夫 

 教員の抱える課題と学生の抱える課題のすり合わせを行い、要件定義を行った。 

 

6.2.1 要件定義のためのアンケート 

 教員の抱える課題を抽出したのち、iCafe は研究活動支援グループウェアの機能の提案を

行った。ここで、研究室の学生に対し機能を 7 つの機能群に分け、その優先度をアンケート
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によって抽出した。また、このアンケートでは「研究活動」に対する課題を抽出する項目も

含まれていた。ここで機能群として提示することによって、より具体的なシステムのイメー

ジを持ってもらった上での課題の抽出が出来たと考える。 

 

またアンケート結果からは、抱えている課題もグループごとに多種多様であることが分か

った。この結果もまた、本プロジェクトの貢献の一つであると言える。 

 

6.2.2 モックアップを用いた画面遷移図の掲示 

iCafe が日頃作業をしている居室に、要件定義フェーズで作成したモックアップを用いた

画面遷移図の掲示を行った。全景図を図 35 に、一部を拡大したものを図 36 に示す。 

 

図 35 モックアップを用いた画面遷移図の掲示(全景) 
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図 36 モックアップを用いた画面遷移図の掲示(一部拡大) 

 この画面遷移図は、委託元教員とのヒアリングに大きな効果を発揮した。この掲示によっ

て、多くの機能を持つ本システムがひと目で全体像を捉えられるようになり、委託元教員の

理解を深めることができた。さらにモックアップを用いることで、その画面でのイメージや

提供される機能、表示される項目が分かるのでより詳しい議論がなされた。 

 このモックアップは印刷した紙媒体を用いており、直接書き込みを行うことができた。実

際の書き込みを図 37 に示す。ヒアリングで得られた知見を、その場で書き込むことによっ

て委託元教員との意識の統一を図ることができた。 
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図 37 モックアップを用いた画面遷移図の掲示(書き込み) 

また、この画面遷移図は iCafe 内でのミーティングに多用された。この画面遷移図によっ

て、システムの提供する機能やシステム化範囲などが理解でき、iCafe のメンバーの本シス

テムに対する意識の統一を助けた。 

 

6.2.3 試用して頂く学生に対するヒアリングの体制 

 納入先の学生に本システムを試用して頂くにあたり、要求の汲み上げ及び不具合の報告の

ために納入先に窓口として、自主的にではあるが派遣されていた。これによってより正確か

つ多くの要求を得ることができた。 

顧客や納入先との窓口としての役割を置くことは、プロジェクトの質の向上や期間短縮を

実現することができる。本プロジェクトでは明確に決められた役割ではなかったが、こうい

った役割もプロジェクトを進める上では必要だったと思われる。 

 

6.3 システムの評価のための創意工夫 

 本システムは、「研究活動」の支援がどの程度効果を発揮したか、また支援する教員や学生

の要求をどの程度満足させられたかを評価する必要がある。しかし、何をもって「研究活動」

を支援したかを測るのは困難であった。そこで、iCafe は研究活動の基本を身につける支援

及び論文調査の支援を行うことで「研究活動」の支援を行えると考えた。ここで「研究活動」

の支援の方針を決定するために講じた創意工夫を以下に述べる。 
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6.3.1 評価のためのアンケート 

第 1 回アンケートから第 3 回アンケートにかけて、論文調査にかける時間と週に何本の論

文を調査するかを調査した。これを用い、本システム導入後の変化を取ることによって本シ

ステムの効果を測ることを考えた。しかし、情報を蓄積することが本システムの前提となっ

ているので、長期間の試用を行わなければ評価は難しいと考えた。よって、本プロジェクト

では、定性的なアンケートの項目を用意し、評価を行った。 

 

6.3.2 試用・評価の期間 

 6.3.1 項に示したように、本システムの評価は長期間の試用が必要である。よって当初の予

定を変更し、第 1 イテレーションの試用・評価フェーズを継続し、第 2 イテレーションの試

用・評価フェーズを行った。これによって、より正確なより多くの要求を吸い上げることが

可能となった。 

 

6.4 拡張性について 

 本プロジェクト終了後、本シスレムは納入先で保守・管理される。ここで本システムの拡

張性を考慮した設計を行った。また実装したコードには、理解を助けるためにコメントを十

分に書いている。CakePHP の学習を行えば、拡張することが可能だと考えられる。  

 

6.5 データの再利用性について 

 本プロジェクト終了後、本システムで収集されたデータは再利用が可能なように設計する

ことを委託元教員から要求を受けている。本システムは、収集したデータはログインの認証

と各アカウントに割り当てられたキーを使用することで、XML 形式のファイルを取得でき

るように設計されている。また、他に必要な情報を取り出すには、PHP ファイルを作成・編

集することで、取得できるようになる。 
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第7章 プロジェクト内での反省点及び対策 
 プロジェクト内での反省点と、それに対する対策を述べる。 

 

7.1 要求定義に関する反省点 

7.1.1 納入先の学生に対して窓口 

本プロジェクトのように試用・評価を通し、要求の汲み上げ及び要件定義を行わなければ

ならない場合、試用の被験者となる利用者達との窓口を明確に設定するべきであった。窓口

の役割としては、利用者へのシステムの説明や利用者へのアンケート実施の説明、要求の吸

い上げと詳細の確認を行うことである。 

 

7.1.2 委託元教員へのヒアリングの回数 

定期的なヒアリングがなされておらず、回数が尐ないのではないかと中間報告にて指摘さ

れた。そこで、ヒアリングの回数を増やすなどを検討するとした。しかし、委託元教員の要

求は十分に引き出されていると教員とのヒアリングを通して判断した。中間報告の時点で、

ヒアリングの回数に関しては、プロジェクトや委託元によって判断すべきだったと感じた。 

 

7.1.3 内部設計フェーズ以降での試用で得られる要求の予測 

 試用によって得られる要求は、より正確かつ多くの要求が汲み上げられる。システムの仕

様が固まる内部設計フェーズから、ある程度得られる要求の予測を行っておくことで、プロ

ジェクトへの影響度を予測しておくことがプロジェクトの進捗を安定させたと考えられる。 

 

7.2 プロジェクトマネジメントに関する反省点 

7.2.1 要求による修正範囲と修正コストの把握 

 本プロジェクトでは、第 1 イテレーションの試用・評価において抽出した要求を順番付け

し、採用するものと採用しないものを決定した。しかし、採用したものについて修正範囲と

修正コストについて正確な把握ができていなかった。第 1 イテレーションにおける実装から

修正範囲と修正コストをまず見積もり、スケジュールと照らし合わせる必要がある。 

 

7.2.2 内部設計以降のプロジェクト進行について 

 内部設計以降は担当範囲を分け、作業を行った。作業の進捗としては問題ないが、チーム

としての連携は取りづらくなる。データベースや連携部分での仕様の変更が入った場合にど

の様な対忚を取るかなどを事前に決めておく必要がある。また、定期ミーティング及びコア

タイムを設定しておくことも必要である。 

 

7.2.3 納入先の多忙な時期でのシステム導入について 

 納入先である研究室においては、学生が会議や論文提出などのイベントで多忙になる時期

がある。プロジェクトを進めるにあたり、こういった時期にはシステムの納入は避け、試用

期間もできるだけ避けるべきである。アンケート回答などの質や納入先への印象などを考慮

し、要件定義の段階でスケジュールを立てる材料として挙げるべきである。 
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7.3 個人の役割及び担当範囲に関する反省点 

 

7.3.1 収集される情報についての予測不足 

 本システムへ論文登録を行う場合、利用者は URL を入力することで学会の提供する Web

サイトから論文情報を取得し登録を行うか、直接論文情報の入力を行う。ここで、論文に関連付いた

キーワードが登録されるが、それらの統一が取れていないことが問題となった。例えば、論

文によっては、「Human Interface」や「human-interface」とキーワードが登録されていた。

これによって、論文マップを作成する場合に違うキーワードとして認識されてしまい、論文

マップの目標とする論文の関係を可視化することが困難になってしまった。この問題点への

対策として、直接入力する場合には、今までに登録されたキーワードを提示し、それらから

キーワードを選択することで、キーワードの統一を行うインタフェースを提供するなどの対

策を行った。しかし、この問題点を解決するためには自然言語処理やオントロジの利用が必

要となり、開発規模や要件から判断し本プロジェクトの範囲外とした。要件定義の段階で、

収集される情報について予測ができていれば、対策を取ることができた可能性がある。 

 

7.3.2 論文マップにおける利用者に必要な情報のみを抽出するインタフェース 

 本システムで収集した情報は論文マップにおいて可視化される。しかし、そこから利用者

に必要な情報を抽出するインタフェースは、本プロジェクトでは充実させることができなか

った。本プロジェクトでは、本システムで収集した情報を利用する一例を示すことは出来た

が、更なるインタフェースの改良が必要だと考えられる。プロジェクト終了後の保守におい

て、拡張やデータの再利用に期待したい。 

 

7.3.3 論文マップに表示するデータの多さ 

 論文マップのリファクタリングを行うに当たり、表示するデータの範囲が変更された。こ

れによって論文マップをレイアウトの計算が大変時間がかかるようになってしまった。ここ

で対策として、各ノード同士の反発計算を減らすなどの対策をとった。これは、表示するデ

ータの多さを尐なく想定していたためである。 

 

7.3.4 検索対象としているデータの不充足 

 システム内検索において、現在の実装では検索対象となっている情報は、論文のタイトル・

概要・著者、議事録の内容、アドバイスの内容となっている。論文のキーワードや議事録の

日付は検索の対象となっておらず、プロジェクト終了後の保守において改良を期待する。 

 

7.4 プロジェクト終了後の保守についての反省点 

 本プロジェクト終了後の保守管理については、委託元教員とヒアリングを行い、サーバの

設置場所や保守資料などは決定済みである。しかしどの様に運営されるか、システムの拡張

等は誰が行うのかはまだ決定していない。これらの事項については、今後のヒアリングを通

して決定する。
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第8章 今後の展望 
今後、本プロジェクトでは保守・管理の資料を作成するとともに、本システムの今後の導

入・運用について決定する。導入については、納入先の研究室に本システムの最終リリース

版の説明を行う必要がある。また、納入先の運用の方法について、本システムの利用をスム

ーズに行うために、検討する必要がある。 

 また、今回の開発では実装されなかった多数の要望をまとめ、資料を作成する必要がある。

実装されなかった要望としては、システムの更新状況の定期的なメール送信、スケジュール

管理機能、論文に関連付けられたキーワードに対する自然言語処理などが挙げられる。 

 



 

57 

 

第9章 結言 
本プロジェクトは、委託元教員の要求を受け、研究活動支援グループウェア「WeVey」の

提案、開発、導入、評価を行った。 

本システムの要件を決定するに当たり、研究室の学生へのアンケートやヒアリングを行う

などの創意工夫を行った。また本プロジェクトでは、ウォーターフォールモデルのイテレー

ションを 2 度繰り返す開発プロセスを行った。これにより、利用者からのフィードバックを

得て、本システムへの要求・課題を効果的に抽出するとともに、利用者への導入負荷の低減

を図ることに成功した。 

また担当範囲の論文マップ機能に関しては、可視化に関する知識を得るために論文を読み、

可視化について知識のある人に指示を仰ぎ、設計・実装を行った。また、システム内検索・

一覧機能については、CakePHP について学習し、設計・実装を行った。 

本システムの評価については、システムの継続的な運用を行い、定量的な評価基準を定め

ることが必要だが、本プロジェクトの期間では実現できなかった。よって、本プロジェクト

では、定性的な評価を中心に行った。 

著者は、システム開発を経験したのは本プロジェクトで 2 度目である。今回のプロジェ

クトでも学ぶ事は多かったが、特に上流工程での要求との吸い上げや要件定義の精密さがプ

ロジェクトの成功を大きく左右することが強く感じられた。また、プロジェクトの進行には、

期間、人員、開発規模、顧客など様々な要素が絡んでくることを肌で体感した。プロジェク

トの進行を円滑に進めるためには、それら多くの要素を秤にかけ、多くの選択肢から最も適

切なものを選択しなければならない。そういった選択肢の中から、適切な選択を行う方法を

学べたことも大きな成果であった。 
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付録 A-1 第 1 回アンケート内容 
平成 21年 6月 15日 

「研究活動支援システム」に関するアンケート 

M2 川井、淵、内藤正 

 

 私たちのグループでは三末先生の委託を受け、学生の研究活動を支援する（含：教員による

学生への研究指導）というコンセプトのもとシステムの開発を行うことになっております。このシ

ステムについて学生の立場としてのご意見をいただきたくご協力をお願いしております。 

 お忙しいところ恐縮ですが下記のアンケートにご回答をいただけると幸いです。 

 

※アンケート結果は統計的に処理し、個人名が特定される形で利用することはありません。 

 

【システムのコンセプト】 

継続的に利用して頂けるシステムを通じて、学生の皆様の研究活動を支援すること（含：教員

による学生への研究指導）。 

 

設問は大きく三つに分かれています。 

 
1. 裏面に検討している機能群を挙げました。このうち優先的に欲しい機能群を四つお選

びいただき、機能群名の左横に設けた空欄に○をつけてください。 

 

2. 「このシステムに関してどう思いますか？」自由に記述してください。 

例） システムに関する印象、この点が魅力的、この点は望ましくない、こんな機能が欲しい、等 

 

 

3. 論文サーベイに関するアンケート 

(ア) サーベイのときにどのような手段を利用していますか？ 

例）図書館、Webサイト（URL もしくはサービス名も） 

 

(イ) サーベイした論文はどのように管理していますか？ 

例）自分の PCに読んだ物だけ保存しておく、Wikiに書誌情報を登録しておく、など 

 

(ウ) 過去の論文サーベイ実績を平均すると、月に論文何本、週に何時間程度ですか？ 

月間：    本   （一か月あたりサーベイした論文の本数） 

週間：    時間 （一週間当たり論文サーベイを行った時間） 
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【設問 1】検討している機能群を挙げました。このうち優先的に欲しい機能群を四つお選びい

ただき、機能群名の左横に設けた空欄に○をつけてください。 

 第 1機能群：ユーザ管理機能 

機能例 

サブグループの構築（例：NAIS チームの中

をさらにサブグループに分ける。サブグルー

プのメンバーは重複してもよい） 

ユーザは「学生」を基本とし、特殊ユーザ（「教員」）を設

ける。特殊ユーザはグループ管理者とは独立とする 

グループ管理者によるユーザ登録、解除  

 第 2機能群：論文のリスト管理機能（ユーザ別） 

機能例 

論文のリストを管理できる 各論文の書誌情報、PDF、URLを管理可能 

読みたい、読むべき、収集済み、読んだ、な

どのフェーズを付与可能 

ユーザによって自由なタグを付与可能 

印象（おもしろい、おもしろくない、など）を付

与可能 

新規性、有効性、技術的な質、貢献などの評価を付与

可能 

論文に対して、自由にコメントを付与可能 関連ファイル（PPT, 動画, デモソフトなど）を付与可能 

 第 3機能群：グループ（あるいはサブグループ）の状況表示機能 

機能例 

メンバーが論文を読んでいるか（たとえば週

毎の数を棒グラフで）表示 

論文をキーにして、誰がどんな状況かを辿れる 

メンバーがどのようなトピックに興味を持っているか表示 

第 2 機能群で入力した情報をグループで共

有する機能。（サブ）グループメンバーの付

与情報を一覧できる。 

第 2 機能群で入力した情報でフィルタリングする機能。

（全員が「おもしろい」と評した論文を見せる。だれかが

「おもしろい」と評した論文を見せる。等） 

論文に付与されたタグをタグクラウドで見せ

る 

メンバーが最近読んだ論文を知らせる 

メンバーが最近登録した論文を知らせる 今週（今日、今月）の変化（進捗など）を見せる 

 第 4機能群：ユーザ個人へのアドバイス機能 

機能例 

お勧め論文登録機能（論文リストに登録さ

れ、「読むべき」「読んでみては」などのタグ

が付く） 

既存のメールあるいはメーリングリストと連携した、お知

らせ（一覧）表示 

 第 5機能群：多言語対応 

機能例 メニューの切り替え（日本語、英語）  

 第 6機能群：（外部の）研究グループを登録できる機能 

機能例 

サービスとして公開して SaaS 的に利用でき

るようにする 

研究グループは互いに独立を基本とするが、情報共有

も可能とする 

システム管理者は情報を俯瞰できる  

 第 7機能群：論文収集支援機能 

機能例 

今日のお勧め論文を提示する パケットやWebのアクセス履歴から論文情報を収集 

あらかじめ登録したキーワードに関して、新

しく論文が出るとその論文を通知してくれる 

検索すると、関連したキーワードを表示してくれる 

Google Scholar との連携  

 第 8機能群：学生同士の状況把握（コミュニケーション支援） 

機能例 

思いついたことを書いておくと他の誰かがコ

メントをつけられる 

研究室での作業時間・指導教員との面談回数等々の

情報を登録できる機能 

進捗等の可視化 進捗報告の内容の共有 

既存Wiki とのデータ連携 打ち合わせメモ、書類等を一元管理 

 第 9機能群：SNS的機能 

機能例 メンバーごとのマイページ RSSで他の学生の情報を配信 

 第 10機能群：情報提供機能 

機能例 
研究室関連のイベント通知 Google カレンダーとの連携 

各メンバーのスケジュールを閲覧できる  
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付録 A-2 第 1 回アンケート結果 
平成 21年 6月 18日 

学生へのアンケート実施結果概要 

 

1. アンケート実施概要 

 付録 Bの質問項目に基づき、表 9に示した条件でアンケートを実施しました。 

 

表 9：アンケート実施条件 

実施期間 平成 21年 6月 15日～平成 21年 6月 17日 

対象者  コンピュータサイエンスを専攻する学生 

 内訳 α群1 9名 

β群2 19名 

計 28名 

 

2. アンケート集計結果（設問 1） 

10 個の機能群から優先して欲しい機能群を 4 つ選択してもらいました。その結果を表 10

に示します。各機能群の具体的な内容については付録 Bに記載しました。 

 

表 10：優先して欲しい機能群の集計 

機能群 

群ごとののべ人数 

（単位：人） 
合計 

（単位：人） 
α群 β群 

第 1機能群 3 3 6 

第 2機能群 9 15 24 

第 3機能群 2 10 12 

第 4機能群 4 7 11 

第 5機能群 1 1 2 

第 6機能群 1 3 4 

第 7機能群 6 17 23 

第 8機能群 5 10 15 

第 9機能群 3 1 4 

第 10機能群 2 8 10 

 

アンケートの結果、第 2機能群、第 7機能群、第 8機能群、第 3機能群の順に利用で

きることを求めている学生が多いことが判明しました。 

                                                

1 α群：「研究活動」が初めての学生（B4） 

2 β群：「研究活動」の経験がある学生（M1 以上） 
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3. アンケート集計結果（設問 2） 

 自由記述で得られた意見を 3つの視点でまとめました。 

 

＜システム全体に関する内容＞ 

・ 「研究活動」に特化したツール群かインフラとして機能するならば意義がある 

・ 各々のニーズに合わせた任意の使い方ができないと苦痛だ 

・ 使いたい機能が多く、実現したら便利なシステムだ 

・ ターゲットユーザの範囲を明確にしてその要求を汲んだシステムにすればよい 

・ システム側から情報が届く点は、システムを使おうという気にさせてくれそうだ 

・ システムによってメンバーの「研究活動」も把握できる 

・ メンバーの交流もできる点が良い 

・ 長く使えるようにしてほしい 

・ 利用に手間が多くかかるものは有用でも使う気がなくなってしまう 

・ 学生同士のアドバイスが活発になるようなシステムになるとうれしい 

 

＜論文に関する内容＞ 

・ キーワードによる論文の自動収集があるとうれしい 

・ 論文の書誌情報を入力する作業が自動化されるとうれしい 

・ 他の人が読んだ論文で自分に関連が有りそうなもののコメントや評価等をもう少し見やす

く提示してほしい 

・ 「今日のお勧め論文」について詳細がわからないが、ちょっと期待する 

・ 関連研究に論文を推薦する機能が欲しい 

・ サーベイ論文のアップロードをしやすいインターフェースを作成してほしい 

・ 著者、タイトルなどの属性をうまく管理できる 

・ グループ内でのサーベイ情報の共有ができるとよい 

・ 研究室内で読んだ論文を共有できるのは魅力的 

・ サーベイが楽になる仕組みがあるなら使ってみたい 

・ 他の人がどのくらいのペースでサーベイしているか気になる 

・ サーバ上に論文を保存し、クライアントとサーバで同期させオフライン利用できるようにし

てほしい 

・ 関連する論文も検索出来たら良い 

・ 関連がある著者、会議なども提示できたら良い 

・ サーベイしていて気に入ったファイルを自動的に Bib ファイルに登録してくれると論文を

書くときに楽だ 

 

＜その他意見要望等＞ 

・ SNSやブログのようにサーベイ日記のようなものを残せればサーベイ方法の参考になる 

・ よりよい論文を見つけるためのコミュニケーション、サーベイを介したコミュニケーションが

できると良い 

・ 簡単なチャット機能が欲しい 

・ 先生に進捗が分かってもらえるとうれしい 

・ 投げられた質問に関して次のゼミまでに対応すべきことに一覧があればその人の進捗や

何に困っているかみんなわかる 

・ 同じような研究分野の外部の研究室がどんな活動をしているかが知りたい 

・ コーディング系の Tipsなども書きたくなるようにしてほしい 

・ 進捗を明らかにできるのは良いが、強制しすぎると使ってもらえなくなりそう 

・ 入力するのが面倒だ 
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・ 「研究活動」における「がんばり」が見えると自分のモチベーションにつながる 

4. アンケート集計結果（設問 3） 

 サーベイ手段関する質問に対して得られた結果を表 11 に示します。また、サーベイした論

文の管理方法に関する質問について得られた結果を表 12 に示します。なお、この 2 つの質

問に関しては自由記述形式で回答を求めました。 

 

表 11：サーベイ手段の集計 

手段 

群ごとののべ人数 

（単位：人） 合計（単位：人） 

α群 β群 

ACM 6 19 25 

Google Scholar 6 14 20 

IEEE 0 6 6 

雑誌・論文誌 1 5 6 

CiNii 1 2 3 

Google 1 3 4 

文献のリファレンス 0 2 2 

個人サイト 1 2 3 

 

表 12：論文の管理手段の集計 

手段 

群ごとののべ人数 

（単位：人） 人数（単位：人） 

α群 β群 

自分の PCに保存 8 13 21 

印刷して保存 2 8 10 

Wikiにて管理 0 6 6 

Webサービスを利用 0 1 1 

 

過去の論文サーベイの実績として、ひと月当たりのサーベイ論文の本数と一週間あたりの

論文サーベイ時間に関する質問に対して得られた結果を表 13に示します。 

 

表 13：過去の論文サーベイ実績 

 月（単位：本） 週（単位：時間） 

群 
α群（ 9人） 3.9(2.7) 5.7(3.0) 

β群（19人） 5.9(4.2) 5.8(4.9) 

全体 5.3(3.9) 5.8(4.3) 

※括弧内の数値は標準偏差 
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付録 B-1 第 2 回アンケート内容 
平成 21 年 11 月 10 日 

「研究活動支援システム」に関するアンケート 

M2 川井、淵、内藤正 

 

 私たちのグループでは三末先生の委託を受け、教員による学生の研究指導および学生の研

究活動を支援するというコンセプトのもとシステムの開発をしています。開発したシステムをより

良いものとするべく、皆様にご試用いただいておりました。 

 今後も継続してご利用をいただければ幸いですが、今後の開発に生かすための一つの区切

りとして下記のアンケートにご協力をお願いいたします。お忙しいところ恐縮ですがよろしくお

願いいたします。 

 

※アンケート結果は統計的に処理し、個人名が特定される形で利用することはありません。 

 

【システムのコンセプト】 

教員による学生の研究指導および学生の研究活動を支援する。 

 

【本アンケートの目的】 

ご試用いただいているシステムについて以下の点を目指すためご意見をいただきたく思いま

す。 

1．より使いやすいシステムにする 

2．皆様に継続的に使っていただけるシステムにする 

3．教員と学生の双方にとってメリットがあるシステムにする 

 

【アンケート】 

設問は大きく 7つあります。 

 

4. 本システムをご試用していただけましたか？ 

はい  → 2以降のアンケートにご協力ください。 

いいえ → 下欄にご試用いただけなかった理由を記入して、アンケートは終わりです。 

（ご試用いただけなかった理由） 

1．忙しかった 

2．興味がなかった 

3．その他 

 

[具体的な理由] 



 

67 

 
5. ご試用いただいたシステムで実装してあった機能の一覧を記載しました。 

(エ) あなたが「実際に利用した」機能をすべて選択し、列①に○を記入してください。 

(オ) あなたが「この機能がなければこのシステムは使わない」と思う機能をすべて選択し、列

②に○を記入してください。一覧にない機能は改善要望として 4に記入してください。 

(カ) あなたが「この機能がなくてもこのシステムを使う」と思う機能をすべて選択し、列③に○を

記入してください。 

 

ユーザ管理 ① ② ③ 

利用者情報の閲覧 

http://f835.cs.tsukuba.ac.jp/wevey/users/view 

   

利用者情報の編集 

http://f835.cs.tsukuba.ac.jp/wevey/users/edit 

   

研究グループへのメンバーの招待 

http://f835.cs.tsukuba.ac.jp/wevey/users/inviteStudyGroupMember 

   

新しい研究グループ(notサブ研究グループ）作成者の招待 

http://f835.cs.tsukuba.ac.jp/wevey/users/inviteMainStudyGroupCreator 

   

新しいサブ研究グループ作成者の作成 

http://f835.cs.tsukuba.ac.jp/wevey/users/inviteSubStudyGroupCreator 

   

研究グループ管理 ① ② ③ 

新しい研究グループの作成    

新しいサブ研究グループの作成    

研究グループ基本情報の閲覧 

http://f835.cs.tsukuba.ac.jp/wevey/study_groups/view 

   

研究グループ基本情報の編集 

http://f835.cs.tsukuba.ac.jp/wevey/study_groups/edit 

   

状況の閲覧 ① ② ③ 

個人状況の閲覧 

http://f835.cs.tsukuba.ac.jp/wevey/users/info 

   

研究グループ状況の閲覧 

http://f835.cs.tsukuba.ac.jp/wevey/study_groups/info 

   

論文管理 ① ② ③ 

論文のアップロード（ACMの URLを入力）    

論文のアップロード（手入力）    

論文情報の閲覧 

http://f835.cs.tsukuba.ac.jp/wevey/papers/view 

   

論文情報の編集 

http://f835.cs.tsukuba.ac.jp/wevey/papers/editBasicInfo 

   

未既読状態（読んだ、読みたい、など）の変更    

他者への論文の推薦    

タグの編集    

付加情報（新規性、有効性、など）の編集    

可視化 ① ② ③ 

論文情報の可視化 

http://f835.cs.tsukuba.ac.jp/wevey/visualizations/view 

   

マイ論文リスト ① ② ③ 

マイ論文リストの閲覧 

http://f835.cs.tsukuba.ac.jp/wevey/my_paper_lists/index 

   

新しいリストの作成    
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リストへの論文の追加    

リストからの論文の削除    

議事録 ① ② ③ 

議事録の閲覧 

http://f835.cs.tsukuba.ac.jp/wevey/minutes/view 

   

議事録の作成 

http://f835.cs.tsukuba.ac.jp/wevey/minutes/add 

   

議事録の編集 

http://f835.cs.tsukuba.ac.jp/wevey/minutes/edit 

   

アドバイス ① ② ③ 

アドバイスの閲覧 

http://f835.cs.tsukuba.ac.jp/wevey/advices/view 

   

個人へのアドバイスの作成 

http://f835.cs.tsukuba.ac.jp/wevey/advices/add 

   

研究グループへのアドバイスの作成 

http://f835.cs.tsukuba.ac.jp/wevey/advices/add 

   

検索・一覧 ① ② ③ 

システム内の検索 

http://f835.cs.tsukuba.ac.jp/wevey/search_and_lists/searchAndList 

   

論文の一覧    

議事録の一覧    

アドバイスの一覧    

 

6. 本システムについて便利だと思う点（残してほしいと思う点）を記入してください 

 

 

7. 本システムについて不便だと思う点（改善してほしいと思う点）を記入してください。本システム

に足りないと思う機能（機能追加の要望）についてもこちらに記入してください。 
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8. 本システムは、研究活動が初めての学生に対して「研究活動の基本を身につける支援」をす

ることも目指しています。本システムによってこの点は満たされるでしょうか。システムをご試用

になってのご意見をお聞かせください。 

 

 
9. 論文サーベイに関するアンケート 

※前回のアンケートにご回答をいただいた方については、その時からの差分をお答えください。

変化がない場合は「変化なし」と記入してください。 

(キ) サーベイのときにどのような手段を利用していますか？ 

例）図書館、Webサイト（URL もしくはサービス名も） 

 

(ク) サーベイした論文はどのように管理していますか？ 

例）自分の PCに読んだ物だけ保存しておく、Wikiに書誌情報を登録しておく、など 

 

(ケ) 過去の論文サーベイ実績を平均すると、月に論文何本、週に何時間程度ですか？ 

月間：    本   （一か月あたりサーベイした論文の本数） 

週間：    時間 （一週間当たり論文サーベイを行った時間） 

 
10. その他ご意見等がございましたら記入してください 
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付録 B-2 第 2 回アンケート結果 
 

 
学年 M2 M1 M1 M2 M1 B4 M2 M1 M1 D2 D1 M2 B4 M1 B4 M1 

合

計 

 
チーム 

NAI

S 

NAI

S 

NAI

S 

NAI

S 

NAI

S 

NAI

S 

NAI

S 

NAI

S 

NAI

S 

NAI

S 

WAV

E 

WA

WE 

WAV

E 

WAV

E 

WAV

E 

WAV

E  

 
1 はい はい はい はい はい はい はい はい はい はい はい はい はい はい はい はい 

 
ユーザ管

理 
2-①-1 

 
1 1 1 1 1 1 1 1 

 
1 1 1 1 1 1 14 

 
2-①-2 

  
1 1 1 1 1 1 1 

 
1 

 
1 1 

 
1 11 

 
2-①-3 

 
1 

        
1 

     
2 

 
2-①-4 

                
0 

  2-①-5                                 0 

研究グルー

プ管理 
2-①-6 

 
1 

              
1 

 
2-①-7 

                
0 

 
2-①-8 

  
1 1 1 1 

    
1 

 
1 

   
6 

  2-①-9     1   1           1           3 

状況の閲

覧 
2-①-10 

 
1 1 1 1 1 

 
1 1 

 
1 1 1 

 
1 1 12 

  2-①-11   1     1 1   1 1   1 1 1   1   9 

論文管理 2-①-12 
 

1 1 1 1 1 
 

1 1 
 

1 1 
  

1 
 

10 

 
2-①-13 1 

     
1 1 

  
1 

    
1 5 

 
2-①-14 1 1 1 1 1 1 1 1 1 

 
1 1 1 

 
1 

 
13 

 
2-①-15 1 

  
1 1 

 
1 

 
1 

 
1 1 

    
7 

 
2-①-16 1 

     
1 

 
1 

 
1 1 

  
1 

 
6 

 
2-①-17 

      
1 

 
1 

 
1 

     
3 

 
2-①-18 

          
1 1 

    
2 

  2-①-19 1             1     1 1         4 

可視化 2-①-20       1   1 1   1   1 1 1   1   8 

マイ論文リ

スト 
2-①-21 1 1 

 
1 1 

 
1 

 
1 

 
1 1 

  
1 

 
9 
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2-①-22 

        
1 

 
1 

   
1 

 
3 

 
2-①-23 

        
1 

 
1 

   
1 

 
3 

  2-①-24                 1   1           2 

議事録 2-①-25 1 
   

1 1 1 
 

1 
 

1 1 1 1 1 
 

10 

 
2-①-26 1 

   
1 1 1 

 
1 

 
1 

  
1 

  
7 

  2-①-27 1         1     1         1     4 

アドバイス 2-①-28 
 

1 
        

1 1 1 
 

1 
 

5 

 
2-①-29 

          
1 

     
1 

  2-①-30                     1           1 

検索・一覧 2-①-31 
   

1 
 

1 
 

1 1 
 

1 1 1 
   

7 

 
2-①-32 1 1 

   
1 

 
1 1 

   
1 

   
6 

 
2-①-33 

     
1 

  
1 

  
1 

 
1 

  
4 

  2-①-34                 1               1 

ユーザ管

理 
2-②-1 

   
1 

 
1 1 

 
1 

 
1 

 
1 1 

  
7 

 
2-②-2 

   
1 

 
1 1 

 
1 

 
1 

 
1 1 

  
7 

 
2-②-3 

    
1 

 
1 

   
1 

     
3 

 
2-②-4 

    
1 

 
1 

   
1 

     
3 

  2-②-5         1   1       1           3 

研究グルー

プ管理 
2-②-6 

    
1 

     
1 

  
1 

  
3 

 
2-②-7 

    
1 

     
1 

  
1 

  
3 

 
2-②-8 

   
1 

 
1 

    
1 

  
1 

  
4 

  2-②-9       1             1     1     3 

状況の閲

覧 
2-②-10 

 
1 

 
1 

      
1 1 1 

   
5 

  2-②-11   1 1 1             1 1         5 

論文管理 2-②-12 1 1 
   

1 1 
 

1 1 1 1 1 1 1 
 

11 

 
2-②-13 1 

 
1 1 

  
1 

  
1 1 1 1 1 

  
9 

 
2-②-14 1 1 

 
1 

 
1 1 

 
1 1 1 1 1 1 

  
11 

 
2-②-15 1 

 
1 1 

  
1 

 
1 1 1 1 1 1 

  
10 

 
2-②-16 1 

 
1 1 

  
1 

 
1 1 1 1 

    
8 
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2-②-17 1 

 
1 1 

  
1 

 
1 

 
1 1 

 
1 

  
8 

 
2-②-18 

  
1 1 

     
1 1 1 

 
1 

  
6 

  2-②-19 1   1 1           1   1         5 

可視化 2-②-20             1                   1 

マイ論文リ

スト 
2-②-21 

 
1 1 1 

    
1 1 1 

 
1 1 

  
8 

 
2-②-22 

  
1 

     
1 1 1 

 
1 1 

  
6 

 
2-②-23 

  
1 1 

    
1 1 1 

 
1 1 

  
7 

  2-②-24     1 1         1 1 1   1 1     7 

議事録 2-②-25 1 
          

1 
 

1 
  

3 

 
2-②-26 1 

          
1 

 
1 

  
3 

  2-②-27 1                     1   1     3 

アドバイス 2-②-28 1 1 1 1 
  

1 
         

5 

 
2-②-29 1 

 
1 1 

  
1 

         
4 

  2-②-30 1   1       1                   3 

検索・一覧 2-②-31 1 
 

1 1 
 

1 1 
 

1 
 

1 
  

1 
  

8 

 
2-②-32 1 1 1 1 

 
1 1 

   
1 

  
1 

  
8 

 
2-②-33 1 

     
1 

   
1 

     
3 

  2-②-34     1 1     1                   3 

ユーザ管

理 
2-③-1 1 

   
1 

    
1 

      
3 

 
2-③-2 1 

   
1 

    
1 

      
3 

 
2-③-3 1 

 
1 1 

   
1 

 
1 

      
5 

 
2-③-4 1 

 
1 1 

   
1 

 
1 

      
5 

  2-③-5 1   1 1       1   1         1   6 

研究グルー

プ管理 
2-③-6 1 

 
1 1 

  
1 1 

 
1 

    
1 

 
7 

 
2-③-7 1 

 
1 1 

  
1 1 

 
1 

    
1 

 
7 

 
2-③-8 1 

   
1 

 
1 1 

 
1 

    
1 

 
6 

  2-③-9 1       1   1 1   1         1   6 

状況の閲

覧 
2-③-10 1 

   
1 

 
1 

 
1 1 

   
1 1 

 
7 
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  2-③-11         1   1   1 1       1 1   6 

論文管理 2-③-12 
   

1 1 
           

2 

 
2-③-13 

                
0 

 
2-③-14 

    
1 

           
1 

 
2-③-15 

    
1 

  
1 

        
2 

 
2-③-16 

    
1 

  
1 

    
1 1 

  
4 

 
2-③-17 

       
1 

 
1 

  
1 

   
3 

 
2-③-18 

      
1 1 

    
1 

 
1 

 
4 

  2-③-19         1   1       1   1 1     5 

可視化 2-③-20     1 1 1 1 1 1 1 1 1   1 1 1   12 

マイ論文リ

スト 
2-③-21 

    
1 

 
1 1 

   
1 

  
1 

 
5 

 
2-③-22 

   
1 

  
1 1 

        
3 

 
2-③-23 

      
1 1 

        
2 

  2-③-24             1 1                 2 

議事録 2-③-25 
  

1 1 1 1 1 1 1 1 1 
     

9 

 
2-③-26 

  
1 1 1 1 1 1 1 1 1 

     
9 

  2-③-27     1 1 1 1 1 1 1 1 1           9 

アドバイス 2-③-28 
       

1 
 

1 1 
  

1 
  

4 

 
2-③-29 

       
1 

 
1 1 

  
1 

  
4 

  2-③-30       1       1   1 1     1     5 

検索・一覧 2-③-31 
         

1 
      

1 

 
2-③-32 

        
1 1 

      
2 

 
2-③-33 

  
1 1 

 
1 

 
1 1 1 

   
1 

  
7 

  2-③-34               1 1 1 1     1     5 
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チーム 学年 設問 3 設問 4 設問 5 設問 7 

NAIS B4 

興味のあるキーワードが登録された

論文がトップページに表示されるの

がよかった 

可視化を見やすくしてほしい。現状

だとよくわからない 

自ら積極的に使いたくなるような何

かが欲しい。視覚的におしゃれにす

るとかでも、もう少し使おうという気

が高まると思う。 

  

NAIS M1   

基本的にどこに何があるか分かりづ

らい 

リンクがリンクだと分かりづらい 

デザイン 

もう少し少ない手順で登録作業がで

きれば、後はデザインが見づらいの

で、その点の改善があればつかい

やすいものになるのでは 

  

NAIS M1 

･チーム、研究室としてこのシステムを何に

使うかが明確にならないと何を残して欲しい

か判断しにくい。今のWikiページのサーベ

イ部分がこのシステムであると考えるなら、

以下は残して欲しい。 Webページからの

自動抽出 

･自分の論文リストの自動カテゴリ化。 → 

もしくはリストと論文を編集しやすく。 

･絵など自分なりの論文の説明を載せたい 

･Flash部分でページ遷移してしまうのがよく

ない ex)GroupInfo→UserInfo 

･ローカルフォルダからアップロードして自動

で情報を抽出うしてくれると嬉しい。 

何を持って支援が満たされるかがわかりま

せん。学校に来ること？サーベイの仕方？

プログラミング？ゼミに出ること？おそらくサ

ーベイの仕方だと思うのですが、このシステ

ムでは、みんながどれくらいどんな論文を読

んでいるのか＋アドバイス程度しか分から

ないと思います。もっと使いこなせればこの

日とてゃこんな研究をやっているんだという

こともわかるかもしれません。 

今後システムがサーベイに特化していくの

か研究活動全域に広がっていくのか分かり

ませんが、個人的にはWiki とWeVeyを 2

つ使うことをしたくないので、現在のWikiの

業務はすべてWeVeyで行えるようにして欲

しいです。またアドバイスなどの伝達手段と

して、メールなどが最も分かりやすいと思う

ので検討して下さい。カレンダーなどのスケ

ジュール機能も欲しい。 

NAIS M1 アドバイス機能 
研究室の研究内容について論文 keyword

を highlight機能 
    

NAIS M1 
ACM URLで論文情報を登録することがで

きて便利でした。 
  みんなちゃんと使えば満たすと思います。   

NAIS M2 論文管理関連の機能 

ボタンが左右に配置されているため、

1900×1200のディスプレイだと押しづらい。 

論文のメインになるような画像をコピペで張

れて、サムネイルを出してほしい。 

IEEEと LNCSの論文登録に対応して欲し

い。できれば Firefoxのアドオンなどでペー

ジを見ているときにワンクリックでできると便

利。 

論文を読んで登録する慣習がつけば、その

支援につながるのでは？ 

マウスや視線をもう少し考慮して、画面デザ

インをしてほしい。また最初の段階では画面

に説明を出してほしい。 
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NAIS M1 
研究グループの更新情報が見れること。グ

ループ状況の可視化 

1. ユーザへの確認情報がない。例えば

passwordを間違ったら「password間違い

です。もう一度…」というメッセージがあれ

ば、わかりやすい。また、情報を update と

か uploadする時にも「××情報追加しまし

た」というメッセージがあれば安心です。 

2. 表示された情報は時々違う。論文を登録

したのに新しく追加された論文のところは表

示されていない。「××追加しました。」の返事

もないので、本当に登録したかどうかわから

ない。でも、後ほかの機能を使ったとき、先

ほど追加した論文がいつの間にか表示され

た。ちょっと違和感がある。前回登録した「興

味のあるキーワード」も同じ問題もある。 

3. ミス入力の規制があれば、名前を何も入

力しなくて、新しいリスト追加されてしまった

ことがあった 

4. 論文の手入力を ACMのURLからと区

別して、もう一つのボタンか何かにしたほう

が使いやすい。 

5. グループ内のほかの人の情報どこから

見れる。 

WeVeyは論文サーベイを支援するシステ

ムですが、「議事録の作成」の機能はいつ使

うのがわかりません。 

時間があれば見た眼をもっときれいにしてい

ただければもっと使いやすいかもしれませ

ん。 

NAIS M2 

チーム内のほかのメンバーのサーベイ進捗

や興味を持っている分野を共有できるとこ

ろ。同じ分野の研究をしている他のメンバー

と、サーベイを通してコミュニケーションと始

まりとなる可能性がある。 

他のメンバーがどのような活動(サーベイ)を

しているのかが、本システムを通してはいま

いち分からなかった。本システムはサーベイ

を通してのコミュニケーション支援がひとつ

の目的だと思うんですが、他のメンバーとの

かかわりを持つ部分のインタフェースがあま

り充実していなかったように思えます。今回

試用した限りでは、自分一人で利用するシ

ステムになっていたように感じました。 

「基本を身につける」というより、ある程度研

究をしている日と向けのような気がします。 
  

NAIS M2 

1.  論文の評価について自分で追加できる

点 

2. 他人へ論文を推薦できる点 

3. 他人へ、あるいは他人からアドバイスを

もらえる点 

4. 自己の論文を管理できる（よんだ、よみ

たいなど）点 

1.可視化に関する点は何の目的がわからな

い 

2. ACMのURLを入力するで論文をアップ

ロードするという機能が不便だと思う 

「研究活動の基本を身に着ける支援」をする

ことに目指しするなら、もっと簡単な使い方

が欲しいです。たとえば、ACMのURLを入

力しても、論文の title,authorなどの内容

は自己でも一回入力しなければならない。 

たくさんの機能があるから、具体的な要求が

あるとき、なにを使うのかよくわからないで

す。たとえば、議事録、可視化などの機能は

誰にめざし、何の目的を満たしたいのかが

ちょっとわからないから、よく活用できていな

いと思う。 
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NAIS D2 

･ACMから自動入力する機能 

・トップページにもっと必要な情報(個人のリ

ストなど)をのせてほしい 

  
論文の入力や管理がおっくうにならないUI

にしてもらえれば役立ちそう 
  

WAVE  M2 論文管理、議事録の管理が便利 

可視化の恩恵は得られなかった 

登録論文数が少ないので、実際に便利なの

か判断できなかった 

新規性、有効性などの入力フォームにより、

論文の見るべきポイントは支援できると思う 

これらに加えて、なぜその論文を読んだの

かという項目があると良いのかもしれない 

自分が登録した論文のリストが自動で作ら

れるとありがたいです 

WAVE B4 URLからの論文情報登録 

自分が登録した興味のあるキーワードを参

照して、システム側で「このような論文があり

ますよ」といった感じで論文を紹介してくれる

機能があるとうれしいかもしれない 

他のメンバーの活動具合が分かるので、自

分の活動状態を比較できる。 

それによって、”もっと活動しなければ”、”こ

のぐらいやればいいのかな”という判断をす

る参考になると思うので、研究支援になると

思う。 

  

WAVE D1 論文リスト、グループ状況 
可視化の拡縮。移動 

WEBサービス化 

サーベイの支援になると感じます。 

もっと使い込めば、「グループの大半が読ん

でいる論文」等がわかり、新人の支援になる

と思います。 

ユーザが色々と、機能追加できるようにして

ほしい。 

WAVE M1 自分の論文リスト管理ができる点 

「議事録の作成」で参加者、発表者をグルー

プ内のメンバーからしか選べない点。 

違うグループから例外的に参加する場合も

あるかもしれない。 

研究活動の基本は、実際にやってみて、そ

の結果に対して自分で考察、反省したり、他

の人からアドバイスをもらったりして身につ

けていくものだと思う。こでは論文サーベイ

以外でも言えることである。サーベイに関し

ては自身にとってどう役に立ったか、どう関

連することを記入したり、それに対するフィ

ードバックを与えることが必要で、その点に

関しては少し弱いように思う。それ以外で

は、議事録を取る機能だけでは足りないと

思う。 

  

WAVE B4 

論文情報を他者と共有できる点 

他の人の興味が分かる点 

興味のあるキーワードが登録されている論

文がリストに入る機能 

未既読状態を簡単に変更できる 

他の人の論文調査状況が分かる点 

論文リストの閲覧ページで、アブストがちょこ

っと出てくるのは意味がない 

いちいち論文名をクリックしなくてもキーワー

ドが見れるようにしてほしい 

アドバイス機能をうまく使えばかなり助けに

なると思うが、今回の試用ではアドバイスが

ほとんど使われていなかったので、その目

標は満たせない j気がした。 

  

WAVE M1 
他の人のサーベイ結果を再利用する 

他の人と共有することができる点 
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付録 C-1 第 3 回アンケート内容 
平成 21 年 12 月 22 日 

「研究活動支援システム」に関するアンケート 

M2 川井、淵、内藤正 

 

私たちのグループでは三末先生の委託を受け、教員による学生の研究指導および学生の

研究活動を支援するというコンセプトのもとシステムの開発をしています。開発したシステムに

ついて評価をするために皆さんにご試用をいただいております。 

12 月の中旬にリリースしたシステムは前回のアンケートで頂いたご意見を基にシステムの改

善や新機能の追加を行っています。改善後のシステムについて皆様のご意見・ご感想をいた

だきたくアンケートを実施いたします。 

卒業論文や修士論文の執筆時期と重なりお忙しいところ恐縮ですが、以下のアンケートに

ご回答をよろしくお願いいたします。 

 

※アンケート結果は統計的に処理し、個人名が特定される形で利用することはありません。 

 

【システムのコンセプト】 

論文情報の管理機能、アドバイスの授受、議事録の保存、論文マップ等の機能を提供するこ

とで、教員による学生の研究指導および学生の研究活動を支援する。 

 

【本アンケートの目的】 

ご試用いただいているシステムについて以下の点に関してご意見をいただきたく思います。 

1．システムは使いやすいか 

2．皆様に継続的に使っていただけるシステムになっているか 

3．教員と学生の双方にとってメリットがあるシステムになっているか 

 

 

【回答者の情報】 

以下にご記入ください。 
 

所属グループ NAIS     WAVE    Ubiq 

学年 B4      M1      M2      D 

氏名 
 

 

【アンケート実施期間】 
 

平成 21年 12月 22日(火)～平成 21年 12月 24日（木）
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【アンケート】 

設問は大きく 7つあります。 

 
11. 本システムをご試用していただけましたか？ 

はい  → 2以降のアンケートにご協力ください。 

いいえ → 下欄にご試用いただけなかった理由を記入して、アンケートは終わりです。 

（ご試用いただけなかった理由） 

1．忙しかった 

2．興味がなかった 

3．その他 

 

[具体的な理由] 

 
12. 本システムについて便利だと思う点を記入してください 

 

 

13. 本システムについて不便だと思う点（改善してほしいと思う点）を記入してください。本システム

に足りないと思う機能（機能追加の要望）についてもこちらに記入してください。 
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14. 機能に関するアンケート 

(コ) 論文マップ機能について 

論文マップは、以下の事を目的に実装されています 

1. 大画面に常に表示し、利用者の WeVey への参加意欲を高め、継続的なシ

ステム利用を目指す 

2. WeVey に登録された論文やそのキーワードなどを俯瞰でき、偏りなどを

可視化する 

この目的を踏まえて以下の設問にお答えください。 

 
A. 論文マップを大画面に常に表示するによって、WeVey の利用が促進されると

思いますか？ 

  思う    …   思わない 

5   4   3   2   1 

 

B. WeVey への参加意欲の向上のために、論文マップ以外の案が御座いましたら

お書きください。 

 

 

C. 論文マップは、研究を初めて行う人(新 B4 など)に役に立つと思いますか？ 

  思う    …   思わない 

5   4   3   2   1 

（上記で 5、4、3を選択された方のみ） 

研究を初めて行う人(新 B4 など)にとって、どの様に使用されると思います

か？ 
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D. 論文マップは、研究を経験してきた人(B4,M,D)に役に立つと思いますか？ 

  思う    …   思わない 

5   4   3   2   1 

（上記で 5、4、3を選択された方のみ） 

研究を経験してきた人(B4,M,D)にとって、どの様に使用されると思います

か？ 

 

E. 論文マップに使用しているデータ(論文に紐付いたキーワード、著者、タグ、登録日、

登録者など)を、今後、別のシステムで再利用したいと思いますか？ 

はい          いいえ 

 

F. 論文マップの更なる改善すべき点をお書きください 
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(サ) 検索・一覧機能について 

検索・一覧機能は、WeVey システム内の情報(論文、議事録、アドバイス)を対

象に検索・一覧を行うことができます。 

以上を踏まえて以下の設問にお答えください。 

 

A. 表示すべき項目はすべて網羅されていますか？ 

はい          いいえ 

（上記で「いいえ」と答えた方のみ） 

網羅されていない項目をお書きください 

 

B. 検索機能について更なる改善点をお書きください 
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(シ) 状況表示機能について 

状況表示機能は、研究グループごとや利用者ごとに論文の調査状況やアドバイ

スの件数、議事録の件数等をグラフでわかりやすく表示することができます。 

この点を踏まえて以下の設問にお答えください。 

 

A. 研究室のメンバーの論文の調査状況は気になりますか？ 

 気になる   …  気にならない 

5   4   3   2   1 

 

B. 研究室のメンバーの論文の調査状況が、システムの導入前より把握しやすくな

りましたか？ 

把握しやすくなったと思う   …   思わない 

5   4   3   2   1 

その理由をお答えください。 

 

 

C. 本システム利用することで、論文の調査に対する意欲はあがりましたか？ 

あがったと思う    …   思わない 

5   4   3   2   1 

その理由をお答えください。 

 

D. 「論文の調査状況」「アドバイス」「議事録」等以外に、研究室の他のメンバー

について知りたい情報があればお書きください。 

例）他のメンバーの作業時間等 

 

E. その他、改善点があればお書きください。 
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(ス) アドバイス機能について 

アドバイス機能は、研究グループ全体に対してや利用者個人に対して自由記述でア

ドバイスを送ることができます。アドバイスは共有もでき、永続的に保存されます。 

この点を踏まえて以下の設問にお答えください。 

 
A. アドバイス機能を使って他のメンバーに将来アドバイスをすると思います

か？ 

はい          いいえ 

その理由をお答えください。 

 

 

B. アドバイス機能を使って他のメンバーからアドバイスをもらいたいですか？ 

はい          いいえ 

その理由をお答えください。 

 

 

C. アドバイス機能は十分でしょうか？ 

はい          いいえ 

（上記でいいえを選択された方のみ） 

他にどのような機能が必要でしょうか。 
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(セ) 議事録機能について 

議事録機能は、研究グループゼミや個人面談の記録を残すことができます。議事

録は共有もでき、永続的に保存されます。 

この点を踏まえて以下の設問にお答えください。 

 

A. この機能を使って議事録を取りたいですか？ 

はい          いいえ 

その理由をお答えください。 

 

 

B. 議事録機能は十分でしょうか？ 

はい          いいえ 

（上記でいいえを選択された方のみ） 

他にどのような機能が必要でしょうか。 
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(ソ) マイ論文リスト機能について 

マイ論文リスト機能は、システムに登録された文献を利用者ごとに自由なリストで

管理することができます。リストごとに BibTeXを出力することも可能です。 

この点を念頭に以下の設問にお答えください。 

 

A. この機能は文献の管理に役立ちそうですか？ 

はい          いいえ 

その理由をお答えください。 

 

 

B. 本機能による BibTeX の出力を利用しますか？ 

はい          いいえ 

 

 

C. マイ論文リスト機能は十分でしょうか？ 

はい          いいえ 

（上記でいいえを選択された方のみ） 

他にどのような機能が必要でしょうか。 

 

 

(タ) システムの使いやすさ・デザイン等について 

本システムは利用者に継続的に利用して頂くために、使いやすさやデザインも考

えています。今後の発展のために使いやすさやデザインの面でご意見をください。 

 

A. システムの機能で使いにくいと感じた部分はどのような点でしょうか？ 
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15. 本システムは、研究室メンバーの論文の調査状況やアドバイス、ミーティングの議事録等を継

続的に集積・共有することができます。これによって研究活動が初めての学生に対して「研究

活動の基本を身につける支援」をすることも目指しています。本システムによってこの点は満

たされるでしょうか。システムをご試用になってのご意見をお聞かせください。 

満たされると思う    …   思わない 

5   4   3   2   1 

上記のように考えた理由をお答えください。 

 
16. 論文サーベイに関するアンケート 

※前回のアンケートにご回答をいただいた方については、その時からの差分をお答えください。

変化がない場合は「変化なし」と記入してください。 

(チ) サーベイのときにどのような手段を利用していますか？ 

例）図書館、Webサイト（URL もしくはサービス名も） 

 

(ツ) サーベイした論文はどのように管理していますか？ 

例）自分の PCに読んだ物だけ保存しておく、Wikiに書誌情報を登録しておく、など 

 

(テ) 過去の論文サーベイ実績を平均すると、月に論文何本、週に何時間程度ですか？ 

月間：    本   （一か月あたりサーベイした論文の本数） 

週間：    時間 （一週間当たり論文サーベイを行った時間） 

 
17. その他ご意見等がございましたら記入してください 
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付録 C-2 第 3 回アンケート結果 
  設問 1 設問 2 設問 3 

チーム 学年 YN 理由 具体的な理由 記述 記述 

W 1 N 1 しばらくサーベイを行え

る時間がなかった 

議事録機能 論文の可視化機能の使い方が分かりづらかっ

た。全体的にシステムが複雑な印象を受けた。 

W 2        論文基本情報の Titleは必須にしてみては 

U 2 Y    周囲の人の未既読情報が把握できる 

論文の推薦が行われる 

自分が読んだ論文が管理できる 

論文の概要の一覧性 

アーカイブの検索しやすさ 

W 4 Y    他の人のサーベイ状況が分かるのでモチベーショ

ンが上がる 

興味のあるキーワードが含まれる論文を表示してく

れたり、論文の関連をマップ表示してくれることによ

って、関連論文がより探しやすくなる 

  

U 2 Y    他の人がどのような分野の研究に興味がるのか知

ることができる。自分の研究トピックに似通った人が

いる場合参考文献の共有ができる。 

一度ログインしないと登録できないので常駐ソフト

みたいなのがあると便利かもしれない。 

W 4 N 1 うぃべぃの試用説明を直

接受けていなかったため 

    

N 4 Y    論文について情報を集約できる点 ACMからの PDFの download機能 

W D Y    メンバーのサーベイ状況が見える点 

メンバーのサーベイを横取りできる点 

メーリングリスト等、今使っているシステムと連携

できれば便利です 

W 1 Y    他の人が何をサーベイしているのかわかる点 サーベイにおいて個人的な情報（何のためにその

論文を読んだのか、自分の感想、どこが良くて、

どこが悪いのか）が重要だと思っています。その

部分のサポートが欲しいと思いました。 

W 1 Y    読んだ論文を共有できる点。共有することによって

モチベーションを高められる気がする。 

  

W 2 Y    論文の未既読管理と推薦ができる点。積極的な利

用者が増えればかなり有効だと思う。 

マイページに自分が登録した論文の一覧が欲し

い。「新しいアドバイスが届いています」は、どれく

らい新しいのかわからない未既読管理するか日

時の表示） 
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W 1 Y        

N D Y    論文情報の自動入力 

BibTeX書き出し 

少し画面が見づらい（論文一覧ページとか） 

N 1      ACM URLで論文の登録ができること   

N 1 Y    キーワードに論文を分類すること   

N 1 Y    ACM、BibTeXからおろした論文はURLだけで登

録できるのは便利です。 

他のユーザが登録した論文の情報はログインする

たびに常に見えるのは便利です。 

論文一覧に論文に関する写真一枚も表示できた

ら 

N 1 Y    登録した論文をリストとして見られる 

URL、BibTeXで論文情報をストレージできる 

論文リストの整理 

グループ（継承などがあると使いやすいのかも） 

N 2 Y     論文を登録していけば管理がやりやすくなるところ 作業中の研究グループを保存しておいて欲しい。

同じ論文を 2度登録してしまう。 
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続き 

設問 4－① 設問 4－② 

設 問

4-A 

B C C（記述） D D（記述） E（YN） F（記述） A

（YN) 

A（記述） B（記述） 

             

3  3 グループ内での

興味などが分か

る（グループ単

位で見れたらい

い）そこに目を

通すことですで

に先輩等が知っ

ている知識を共

有できる 

  Y       

4  4 情報がやや抽象

的なので、全体

表示の画面のま

まもっと探しや

すくなったらよ

りよいと思う。

（スクロールや

プレビュー表示

など） 

4 経験が豊富な人

は単語からイメ

ージできる情報

が多いのでより

向いていると思

う。やはりサク

サク探せるよう

になるともっと

利用されると思

う。 

Y   N 全文検索とキーワ

ード検索は別にあ

ったら良いと思う 

全文検索とキーワー

ド検索は別にあった

ら良いと思う 
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3 参加意欲向上と

いう点なら、各

個人のサーベイ

状況を見せた方

が良い 

5 どうやってサー

ベイをおこなっ

ていいかわから

なくても、興味

のあるキーワー

ドさえ有ればそ

こから次々と論

文をたどりやす

い 

2  Y マップ上には登録

された日付よりも

論文が書かれた日

付を表示して欲し

い 

Y  論文が読まれた数が

多いほど上位に表示

されるとよい 

3 メールで論文が

追加された事を

通知するとか？ 

5 どんなキーワー

ドや分野で先輩

が研究している

のか知ることが

できるのでは？ 

5 どんなキーワー

ドや分野で先輩

が研究している

のか知ることが

できるのでは？ 

Y 論文タイトルか論

文でやっているこ

とを表示して欲し

いかもしれない。

キーワードだけだ

と何をしているの

か分かりづらいか

も。 

Y    

             

1 論 文 の 追 加

（PDF やかけて

いるデータの補

完なども含む）

に時間がかから

なくする 

1  1  N グ ラ フ 表 現 を

Flush ではなく、

単なる Html で表

現する 

    

4  4 論文やキーワー

ドを探す 

3 知らなかったキ

ーワードの発見

に役立つ 

Y レイアウトアルゴ

リズム 

N 議事録の作成者、論

文の登録者 

メニュー名を「検索・

一覧」にしてほしい 
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2 WeVey を利用す

る 利 点 が ほ し

い。現状だと苦

労して登録した

割に得られるも

のが尐ない気が

する。 

3  3  N       

3  4 概観を把握する

のにつかわれる 

4 これまでの足跡

を振り返るのに

使える 

Y   Y  インクリメンタルサ

ーチできると良いか

もしれないと思いま

した 

3 マップよりグラ

フの方が刺激的

かも 

3 いろんな分野を

知るきっかけに

なると思う 

3 今まで知らなか

った分野に手を

出すときに読む

べき論文がわか

りやすい 

Y ぱっと見で情報を

把握するのが難し

いと感じているの

で、変化があった

ことをわかりやす

くすると良いのか

も 

Y  登録した人、読んだ人

で検索したい場面が

あると思った 

5  5 興味のキーワー

ドからチーム内

で読まれている

論文を把握する

ことによって読

むべき論文を探

すヒントとなる 

5 自分で気付かな

かった論文を発

見する 

Y   Y    

1 入力に手間がか

からないように

もっと工夫する 

2  2 尐なくとも今の

実装では意味が

ないと思います 

Y ラベル表示、引用

関係の表示、クラ

スタリング、スプ

リングモデルの改

良（端に行かない

ように） 

Y    
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4  2  4 整理が簡単にな

る 

Y   Y    

4  5 読むべき論文を

探す 

先輩や先生が推

薦された論文を

読む 

3  Y   Y    

3 自分の興味ある

キーワードに関

する論文が登録

されたらメール

とかでお知らせ 

2  2   もうちょっとわか

りやすく Layout

してほしい 

 論文発表された年

情報、論文に関する

写真 

論文一覧表示の並び

順を帰られる機能。発

表年、著者による並び

順を変えるとか 

1 IPLAB で は

WeVey を使うと

いう風に決まれ

ば 皆 使 う の で

は？目指すとこ

ろが良くわかり

ません。 

3 論文マップが何

を表しているの

かわかりませ

ん。虫めがねが

キーワード、フ

ォルダが論文？

どうレイアウト

しているのか？

力は何に働いて

いるのか？わか

らないので判断

できません。 

3 他の人が読んで

いる論文を見

る。→作業の確

認、新しい発見 

Y マウスホイールで

スケール変更 

アンカーマップ 

Y    

2 機能的には充実

していると思う 

2   3 なんとなく自分

の頭の中と照ら

し合わせる 

Y   Y     
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続き 

設問

4 －

③ 

       設問

4 －

④ 

      

A B B（記述） C C（記述） D（記述） E（記述） A

（ Y

N） 

A（記述） B

（ Y

N） 

B（記述） C

（ Y

N） 

C（記述） 

               

3 3  3         Y   

3 4 テキストやグ

ラフィックで

わかりやすい 

4 自分自身の

読んだ論文

の蓄積とし

て 

 論文ベースじ

ゃなくても、キ

ーワード、トピ

ックごとに集

まれるスペー

スがあっても

よいかも 

Y 下のメンバーの

研究の興味が把

握 し や す い た

め、アドバイス

すべき内容が見

つけやすい 

Y 客観的な視点

での池がもら

いたい 

N 他の人のマイ

ページにいな

がらメッセー

ジを遅れたら

いいかな 

5 5 今まで誰がど

の程度サーベ

イしているか

を表すデータ

がなかったか

ら 

4 自分が 0 のと

き他の人が 7

とかになっ

ていると自

分もやらな

ければと思

う 

   N メールとの差分

がわからない 

N メールで十分

だと思う 

N   

5 3 登録していな

い人もいるた

め 

3 学年の最初

から使うの

だったら意

欲は上がっ

たと思いま

す。（有る程

度論文の調

査がおわっ

てしまって

たので） 

読んでいる論

文の質が一目

でわかるとう

れしいかも。 

  N 直接言うと思い

ます。チームが

違う人とかだっ

たら使うかも。 

Y もらえるなら

嬉しい。 

Y   
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1 1 あまり使われ

ていないので 

1 使うために

（システム

に）50 分 /4

論文もの時

間を食われ

るため 

メンバーがい

まどこにいる

のか 

実際のユース

ケースに沿っ

た画面の造り、

遷移になると

うれしいです 

N 口頭の方がしや

すいため 

N 口頭の方がし

やすいため 

N   

4 1 みんなあまり

つかっていな

い 

4     N 他のコミュニケ

ーションツール

をつかってしま

う 

N 気付かない可

能性がある 

N メールと連携 

1 2 サーベイした

≠WeVeyに登録

したではない

気がした 

3 他のメンバ

ーしだい。み

んなで協力

してサーベ

イする雰囲

気があれば

上がるかも 

   N どちらかという

と口頭で話した

い 

N どちらかとい

うと口頭で話

したい。この部

分は重要なコ

ミュニケーシ

ョンなので口

頭で欲しい。論

文を推薦して

おいて、アドバ

イスは口頭、く

らいが良い 

Y   

4 3  3  ToDo の履行

具合 

  Y 便利そうだから Y メールと違い

共有等もでき

るのがよい 

Y   



 

95 

5 2 利用者数の問

題だと思う 

4 サーベイし

た論文の管

理に困って

いたので 

他のメンバ

とサーベイ

内容を共有

したいと思

っていたた

め 

論文や資料作

成の進捗状況 

  Y 分野が近いメン

バがいるので情

報共有をするべ

きベンは有ると

思う 

Y 分野が近いメ

ンバがいるの

で情報共有を

するべきベン

は有ると思う 

有益な情報が

あれば教えて

もらいたい 

Y   

5 5 一目で読んで

いる論文数が

わかるので 

5 メンバーの

状況を見て

自分もより

論部を読ま

なければと

かんじた 

   N 直接いってしま

うとおもうから 

Y もらったアド

バイスは残し

ておきたいか

ら 

Y   

4 3 これは使って

ないのでわか

らないです 

2 システムが

論文を読む

というモチ

ベーション

に寄与しな

い（私の場

合） 

   Y 論文等を教えや

すい 

Y 知らない論文

を教えてもら

いたい 

Y   

4 4 見えるからで

す 

3     Y アドバイスの内

容を定期的に見

えるからです 

Y 自分の研究の

発展をみるこ

とができる 

   

3 3  4     N  Y 先生からの指

摘をもらいた

い 

Y   
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3 5 システム導入

前はこの情報

が見えないの

で 

3 論文の調査

に対する意

欲が上がっ

ていないけ

ど、確かに論

文の調査が

効率的に行

われると思

う 

   Y  Y  N WeVey を使わ

ないとアドバ

イスが見えな

いのでメール

とか別の手段

でお知らせし

てもらえば 

3 3 論文の収集、読

み終えるとい

うプロセスに

日付がつく 

1 自分の情報

が見られる

ことで危機

感は感じる

が意欲は上

がらない 

今どこで何を

しているか 

  N 直接言います N 直接もらいた

いです 

Y   

4 3 システムを利

用していない

のか進んでい

ないのかがわ

からないため 

4 登録論文が

増えていく

と達成感が

ある 

    Y アドバイス自体

は普段からよく

行っていること

であり機能的に

は便利だと思う 

Y アドバイス自

体は普段から

よく行ってい

ることであり

機能的には便

利だと思う 

N アドバイスす

るとメールが

届くと言った

機能はついて

いましたでし

ょうか？（すみ

ません、確認し

ていないもの

で） 
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続き 

設問

4 －

⑤ 

    設問

4 －

⑥ 

     設問 4－⑦ 

A

（ Y

N） 

A（記述） B

（ Y

N） 

B（記述） A

（ Y

N) 

A（記述） B

（ Y

N） 

C

（ Y

N） 

C（記述） A（記述） 

             

Y 現在メールを検索し

ている。発見しやすく

なる 

   Y  N    IE7 でのメニューポップ

アップが変 

Y 記録を採ると同時に

保存・アーカイブして

くれるのは便利 

Y ただ、サーベイ支援

の他機能との連携が

あってもよいかも 

Y 一覧しやすく管理

しやすい。便利 

Y N 一覧モードで Abstract

がほとんど機能してい

ない気がする。キーワー

ドなどで絞り込みがで

きるとなおよし 

Flash とそうでない部分

で試用間に尐し差があっ

た 

Y 毎回必要な情報が用

意されており、書き忘

れがなくなるし書く

のが楽になる 

 これを使って議事録

をとったことがない

のでわからない 

Y 自由なタグづけが

できるから 

N Y   マイ論文リストでアブス

トラクトが尐し表示され

ても意味があまりない気

がする 

マイページ以外でアクテ

ィブな研究グループを変

更したい 

N 他のグループの人が

編集できてしまうの

は良くないような 

N 他のグループの人が

編集できてしまうの

は良くないような 

参加者リストがちょ

っと見づらいような 

Y BiｂTeX 出力は便

利。 

フォルダとかにま

とめる必要がない

ので。 

Y Y   昔調べた論文の登録 

             

N メールと Wiki で共有

しないとならないた

め（チームのルール） 

 メールか Wiki との

連携 

N むしろBibTeXをマ

スターにしたいの

で 

N N 論文をリストに加える

作業が面倒なので 
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Y Web 上で一覧できる

のが良い 

N コミュニティの文化

によってフォーマッ

トが違うし、ときと

共に変化してしま

う。のでカスタマイ

ズ機能 

Y リスト別に管理で

きるのが良い 

Y N レイアウトをそろえて

ほしい 

戻れない場面が多い。ユー

ザ名が任意（英語、日本語）

なのが困る 

     Y  Y      

Y  Y   Y  Y Y     

Y 検索に強いのが良い Y   Y リスト化が有用な

場面は良くあると

思う 

Y N 使い方がわからなかっ

た 

リストの使い方がわから

なかった 

自分が登録した論文の一

覧に辿りつくまでに手間

がかかった 

N メモ帳のようにロー

カルで使えるものの

方が素早く準備でき

るため。またそのメモ

はサーバ等にアップ

ロードすることで共

有できるため。 

Y   Y 人から推薦された

論文をそのまま管

理できるのが良い 

Y Y     

Y Wiki よりは良い N GUI に工夫が足りな

い 

カレンダー表示とか

欲しい 

Y BiｂTeX に出力で

きる点 

Y Y   UI デザインがよくないと

こがある 

論文一覧ページは特に見

づらい 

Y 発表の内容と議論を

見ることができる 

Y   Y 整理が簡単になり

ました 

N Y   パスワードが間違ったと

き、メールで新しいパスワ

ードを送るサービスも欲

しいです 

N 自分の PC でも保存で

きると思う 

Y   Y  N Y     
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N  N この機能は良くわか

りません 

論文の調査サーベイ

を支援するのにこの

機能必要ですか？ 

Y 一 覧 も ち ろ ん 必

要！ 

N N リストごとに違う色を

使って区別しやすくし

た方が 

もし自分が登録した論

文がいっぱいになると

検索機能が必要かな 

  

N これまではメールで

良かったものが人を

選択したり、WeVey に

ログインしたり使い

方を覚えたりと面倒。

それなりのメリット

があるなら… 

Y   Y 情報を忘れずにの

こせる 

Y N PC のフォルダのように

管理したい 

登録した論文の時刻を

知りたい 

PDF を UPLOAD する

と情報が抽出される 

ローカルフォルダを

UPLOADすると差分だ

け UPLOAD 

マップのパラメータの意

味がわからない 

Chrome だとマウス位置

がずれる（Flash の部分） 

            Y N 会議や年などで分類で

きるともう尐し便利に

なりそう 

尐し学習コストが高いよ

うに感じます 
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続き 

設問 5   設問 6     設問 7 

5 段階 記述 ①（記述） ②（記述） ③（月） ③（週） 記述 

          

3   ACMDL Bibtex に追加、PDF の保存、

メモに追記 

     

4 便利だとは思う。サーベイ支

援に限定しないのであれば

どこまでを対象としたシス

テムにするかの線引きがや

や難しいのではないかと思

う。 

ACM 、 Google Scholar 、

Google 

自分の PC に保存、印刷 15 5   

4 研究活動に必要な部分をこ

のシステム 1 つでだいたい

できるので 

ACM Digital Library 自分の PC にフォルダ分け

している 

3 2   

4 論文の調査状況などは支援

されていると思います。 

議事録は研究活動の基本を

身につける支援ではないと

思います。 

     来年からはみんなで使えると面白

そうな気がします。他の研究室の

人も運用してもらうと良い？ 

          

1 基本を身につけていて初め

て活用できる性質のシステ

ムだと思うので。 

       

3 サーベイ以外の機能も必要 変化なし 変化なし 4   確実に使い続けないと効果が出に

くいのではないでしょうか 

4 論文の付加情報の見出しが

あることは、「どのように論

文を読むべきか」をしるいい

きっかけになると思った 

 印刷してファイリング  or 

Evernote にアップロード 

3 1   
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4   変化なし 変化なし 5 3 MyPage から出てくるメニューが

「Your Info」「Your Profile」と

My、Your が違うのは違和感があ

りました。英語が若干怪しいとこ

ろがあるのでネイティブの人に見

てもらってチェックするのはどう

でしょう？ 

日常のワークフローに組み込まれ

ていないので試用すること自体が

追加の負荷となっていのが原因だ

と思うのですが、あまり仕様はで

きませんでした。すみませんでし

た。 

3 個人的には「なぜその論文を

読んだのか」があるとよいと

思います 

変化なし 印刷物＋WeVey＋Evernote 5 3 利用者が増えてほしいと思います 

5 データがすべて残せるので

昔のデータを見ることで学

ぶことができると感じた 

ACM 自分の PC に読んだものを

保存しておく 

2 4   

3 そこまで多く使っていない

ので判断できない 

変化なし 変化なし    修論がんばれ 

4 交流がもっと便利になりま

した 

変化なし 変化なし 4     

4   Web サイト（IEEE digital 

library) 

自分の PC 5 10   

4 メンバーの論文情報が共有

できること 

Web サイト（ACM、IEEE、

Google Scholar) 

PC に保存しておく、整理し

て Wiki に登録しておく 

4 4 インタフェースは良くなりました 

5 先輩たちの活動状況を知り、

自分もこうすればよいとい

うことが分かりそう 

変化なし 前回のモノ+WeVey(三末先

生と情報を共有するため) 

   Wikiのように自分のホームページ

のような感じのものが作れると良

いのかも 

3 一つの道具としては良いと

思うが運用の仕方次第だと

思う 

変化なし WeVey に入力することもあ

る 

4 2～3 時

間 

機能的には充実していると思う

が、どう運用していくかが課題だ

と思う 
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1 本提案の背景 
私たちチーム iCafe は、委託元である三末和男准教授の要求を受け、「研究活動支援グル

ープウェア」の提案を行います。 

委託元の要求は、提案システムの利用者である教員及び教員が指導する研究室の学生に

研究活動を支援するサービスを提供し、研究室の研究活動を活発化させることです。このサー

ビスは、研究室の学生の状況を表示し、それに対するアドバイスやフィードバックを得られ、研

究室の学生が研究活動の進め方を学ぶことができるサービスです。 

また提案システムは、研究開発プロジェクトとして開発を行い、委託元に納入する予定で

す。 

 

提案システムの利用者は以下のように想定しています。 

 複数の教員(委託元を含む) 

 教員が指導する研究室の学生 
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2 課題 
課題を述べる上で使用する単語が指す内容を以下に示します。 

 

 「研究活動」 

 論文調査 

教員と学生が自分の興味に関連する文献や、ある分野で重要とされる

文献を探し、読み、管理すること 

 情報共有 

研究室で様々な情報を共有し、役立てること 

 進捗報告 

研究室において、定期的に学生が研究の成果報告を行うこと 

 研究発表 

学生が自分の研究の発表を行うこと 

 研究指導 

教員が研究室の学生に対して、研究の進め方などの助言をすること 

 

 「学生の状況」 

 論文調査状況 

論文の収集や未読・既読、学生の興味のある分野の情報 

 ゼミ内容 

時間、参加者、場所、議事録の情報 

 個人面談内容 

教員と研究室の学生の個人面談の情報 

 研究室滞在時間 

学生の研究室での滞在時間 

 

提案システムの利用者が持つ課題を以下に示します。 
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2.1教員が持つ課題 

 教員が研究室の「学生の状況」を把握しきれていない点 

 「研究活動」について学ばせる場が不十分である点 

 Wiki などで「研究活動」を支援しようと試みているが、研究室の学生による継

続的な利用がなされていない点 

 

ここで、上記の「研究室の学生による継続的な利用がなされていない点」について、iCafe は、

以下に示す学生の課題を解決することで継続的な利用を促進できると考えました。研究室の

学生の課題はアンケートとヒアリングによって収集しました。実施したアンケートの内容とアンケ

ートの結果は、付録 Aおよび付録 Bに記載します。 

 

2.2「研究活動」に初めて取り組む学生が持つ課題 

 きっかけが掴めず「研究活動」が進めづらい点 

 

2.3「研究活動」の経験がある学生が持つ課題 

 情報共有の仕組みがうまく機能しておらず、自分の研究を進めていく上で必要な論

文情報や自分の研究の位置づけが把握できていない点 

 他の学生からのフィードバックが得られていない点 
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3 課題の解決策と効果 
2 章で示した課題の解決方法を以下に示します。 

 

3.1 2.1 教員が持つ課題の解決策と効果 

 研究室の「学生の状況」をシステムで管理できるようにします 

[効果] 

 教員が「学生の状況」を知りたい時に知ることができるようになります 

 学生の「研究活動」に対するアドバイスのために必要な情報が得られるようにな

ります 

 学生の課題を解決することで、学生がメリットを感じられ、継続的な利用を促進

することができるようになります 

 「研究活動」に関する情報を共有する場をシステムで提供します 

[効果] 

 「研究活動」を学ばせるために、教員や他の学生が持っている研究に関する知

識・ノウハウを伝えることができるようになります 

 学生の課題に応えることで提案システムの継続的な利用を考慮します 

[効果] 

 アンケートを実施し、学生の課題を抽出して機能を決定します 

 

3.2 2.2「研究活動」に初めて取り組む学生が持つ課題の

解決策と効果 

 「研究活動」の最初のステップに必要な情報を得られるようにします 

[効果] 

 「研究活動」の取り組み方について他の人から意見を貰いやすくなります 

 

3.3 2.3「研究活動」の経験がある学生が持つ課題の解決

策と効果 

 研究室の「学生の状況」をお互いに把握できるようにします 

[効果] 
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 自分の研究の位置づけと他の学生からのフィードバックが得られ、研究に役立

てることができるようになります 
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4 システム化の範囲 
付録 Bに示すアンケートを実施した結果、付録 A 表 10に示すように、利用者から必要とさ

れている機能が浮かび上がりました。この結果に基づき、提案システムでは「研究活動」を進め

る上で必要となる業務のうち、図 38 に示す範囲についてシステム化を行います。 

 

 

図 38：システム化範囲 
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5 提案システムの機能概要 
 ここでは提案システムの機能概要、前提条件、制約事項について述べます。 

 

5.1 機能一覧 

提案システムが提供する機能は大きく 7 つに分かれます。ここではそれぞれの機能

について述べます。 

 

① 「利用者情報」の管理機能 

提案システムは、利用者を管理するための機能を提供します。 

 

 利用者の権限 

提案システムは、利用者の権限を学生・教員のどちらか、及びグループ

管理者として管理します。そして、それぞれの権限によって利用できる機

能を制限します。どの権限で何が行えるかについては要件定義工程で決

定します。 

 

 利用者情報 

利用者情報とは次の情報です。 

 ・利用者の名前 

・利用者が提案システムにログインするためのユーザ名、パスワー

ド 

・利用者の学生・教員分類 

・利用者がグループ管理者か 

・利用者が属する「グループ」 

 

  「利用者情報」の登録・変更・削除 

「利用者情報」を登録・変更・削除することができます。 
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② 「グループ情報」の管理機能 

提案システムは「グループ」・「サブグループ」を管理するための機能を提供し

ます。利用者は「グループ」に参加することで、「グループ情報」を利用した各機

能を利用できます。 

 

 グループ 

利用者の集まりを指し、任意の利用者で構成することができます。 

 

 サブグループ 

サブグループとは、一つのグループに所属する利用者のみで構成さ

れる集まりです。 

 

 グループ管理者による管理 

「グループ」、「サブグループ」ごとにグループ管理者を登録することができま

す。グループ管理者は利用者を「グループ」に登録させることや、登録を解除

することができます。 

 

 （サブ）グループ情報 

（サブ）グループ情報とは、次の情報です。 

 ・（サブ）グループの名前 

 ・（サブ）グループに所属する利用者 

 ・（サブ）グループの親子関係 

 

 「グループ情報」の登録・変更・削除 

「グループ情報」を登録・変更・削除することができます。 

 「サブグループ情報」の登録・変更・削除 

「サブグループ情報」を登録・変更・削除することができます。 

 「グループ」、「サブグループ」による情報共有 

利用者は同じ「グループ」の利用者の「論文情報」、「論文の調査状況」を

閲覧することができます。「サブグループ」で共有される情報は、「サブグ

ループ」を構成する利用者と「サブグループ」の親「グループ」に所属する

利用者から閲覧することができます。  
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③ 「グループ」に所属する利用者の状況把握機能 

提案システムは「グループ」に所属する利用者の「論文の調査状況」・「ゼミ情

報」・「個人面談情報」を把握する機能を提供します。 

 

 「論文の調査状況」の閲覧 

「グループ」に所属している利用者の「論文の調査状況」が閲覧できます。 

 「ゼミ情報」の管理 

次回ゼミの予定、話し合った内容などを議事録として登録することで、ゼミの

情報を管理できます。 

 「個人面談情報」の管理 

次回面談の予定、話し合った内容などを議事録として登録することで、個人

面談の情報を管理できます。 

 

 論文の調査状況 

論文の調査状況とは、次の情報です。 

 ・登録している論文 

 ・論文を登録した日時 

 ・論文に付与した情報 

 

 ゼミ情報 

ゼミ情報とは、次の情報です。 

 ・次回のゼミの日程 

 ・過去のゼミの日程 

 ・ゼミの議事録 

 

 個人面談情報 

個人面談情報とは、次の情報です。 

 ・次回の個人面談の日程 

 ・過去の個人面談の日程 

 ・個人面談の議事録 
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④ アドバイス機能 

提案システムは、利用者が他の利用者の研究活動を支援するためのアドバ

イスをできる機能を提供します。 

 

 アドバイス送信・受信 

利用者は、所属しているグループ内の利用者にアドバイスを送信したり、受

信したりできます。 

 お勧め論文の提示 

自分以外の利用者に論文を利用者に勧めることができます。 

また、論文を勧める側の利用者は、論文を勧められる側の利用者がすでにそ

の論文を読んでいるか確認することができます。 
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⑤ 論文情報の管理機能 

提案システムは、論文の管理をするための機能を提供します。 

 

 「論文情報」の管理 

利用者は「論文情報」を登録・変更・削除することができます。 

 「基本情報」の管理 

利用者は論文の著者、学会などの情報を、「基本情報」として登録・変更・削

除することができます。 

 「タグ情報」の管理 

利用者は論文に任意の情報を「タグ情報」として登録・変更・削除することが

できます。 

 

 論文情報 

論文情報は「基本情報」「タグ情報」の二つから構成されます。 

 基本情報 

基本情報はグループごとに調整・共有することができます。基本情報

を次に示します。 

 ・登録キーワード 

  ・書誌情報、URL、PDF 

  ・「読みたい」「読むべき」「収集済み」「読んだ」 

  ・「新規性」「有用性」等の視点での任意のコメント 

  ・パワーポイント、動画などの論文に関連するファイル 

 タグ情報 

任意のキーワードをタグ情報に利用することができます。タグ情報の

例を次に示します。 

  ・「○○教授系」 

  ・「遠距離恋愛もの」 
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⑥ 論文収集支援機能 

提案システムは、論文の収集を支援するための機能を提供します。 

 

 登録キーワードによる自動検索 

利用者は提案システムにキーワードを登録できます。提案システムは自動的

にその登録されたキーワードで検索を行い、システムに新しい論文が登録さ

れた際に利用者に通知します。 

 検索キーワードに関連する単語の提示 

利用者が論文の検索を行った際、提案システムは利用者が検索を行ったキ

ーワードと関連のある単語を提示します。 

 他サイトとの連携 

学会の提供する Web サイトなどと連携し、「論文情報」を自動的に取得するこ

とができます。 

 

⑦ 多言語表示切り替え機能 

利用者は提案システムで扱う言語として日本語、または英語のどちらかを利

用することができます。 

 

5.2 前提条件 

提案システムを利用するためにはインターネットに接続できるコンピュータを持っ

ている必要があります。また、コンピュータにはWebページを見るためのブラウザが

インストールされている必要があります。提案システムが動作するためには、７章に

記載する提案システムの構成が必要となります。 

 

5.3 制約事項 

提案システムはどのようなブラウザで閲覧するか制限されます。今後、閲覧する

ために利用するブラウザは利用者と検討し決定します。 
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6 システムの利用シーン 
提案システムの利用シーンについて述べます。 

 

6.1 学生状況の把握･アドバイス 

教員は、所属するグループの学生にアドバイスを行うことができます。 

 

 委託元の現状 

教員は学生の論文調査の状況をゼミでの進捗報告などでしか把握できず、報

告の間に時間が空いてしまう問題があります。また、学生に対して随時アドバイス

を行うことができないという問題があります（図 39）。 

 

図 39：教員の持つ思い 
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 システム導入後 

提案システムを導入することで、教員は次の流れで学生の「論文調査状況」の

把握・アドバイスを行うことができます(図 40)。 

① 教員は、所属するグループの複数の学生の「論文調査状況」を閲覧しま

す。教員は、グループ全体で学生が「どのような論文を調査したか」「週に

何本の論文を調査したか」「いつ論文の収集を行ったか」などの状況を複

数の学生にわたって閲覧します。 

② 教員は、グループ全体の中から「論文調査状況」が気になる学生を決定し、

その学生について、さらに詳細な情報を閲覧します。 

③ 教員は閲覧した内容をもとにメッセージを作成し、アドバイスを行いたい学

生に送ります。 

④ 学生は教員のアドバイスを受け取ります。 

 

 

図 40：学生状況の把握･アドバイスの流れ 

 

提案システムを利用することにより、複数の学生の「論文調査状況」をゼミ以

外の時間でも随時確認できるようになります。また、気になる学生に対してのア

ドバイスが容易になります。 
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6.2 論文登録･収集 

提案システムの利用者は、論文の登録･収集を支援する提案システムの機能を利用

することができます。 

 

 委託元の現状 

委託元の研究室の学生は調査した論文をWikiに登録し、Wikiを利用した論文

の管理･共有を行おうとしていました。しかし現状において、研究室の学生は調査

した論文を Wiki に登録せず自分のコンピュータで管理しているケースが多く、

Wiki を用いた論文の管理･共有は上手くいっていません(図 41)。 

 

 

図 41：研究室の学生が持つ思い 
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 システム導入後 

提案システムを導入することで、研究室の学生は次の流れで論文の登録・収集

を行うことができます(図 42)。 

① ある学生が自分の研究分野と関連する論文を発見し、提案システムに登

録します。 

② その学生が、登録した論文に任意のキーワード（タグ）を設定します。 

③ 同じグループ内の他の学生が、グループ内でどのような論文が読まれて

いるか調べるため、キーワードを用いて検索を行います。 

④ 論文を探している学生が①で登録された論文を発見します。 

 

 

図 42：論文登録･収集の流れ 

 

提案システムを利用することにより、学生の論文の登録･収集が支援されます。

また、同じグループに所属している他の学生がどのような論文を読んでいるか把

握できることにより、論文の収集方法を模索することができます。 
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7 システムの構成 
提案システムのハードウェアとソフトウェアの構成は表 14 に示す内容を提案します。ハード

ウェアは広く普及している規格であり保守のための部品の入手が容易である点を考慮しまし

た。ソフトウェアは利用のための初期費用が必要なく、ソースコードの入手が可能で必要に応

じて変更を行うことができる点を考慮しました。 

 

表 14：ハードウェアとソフトウェアの構成 

対象 構成 

ハードウェア IBM PC/AT互換機（IBM PC Compatibles） 

ソフトウェア オープンソースソフトウェア（OSS） 

 

提案システムのネットワーク構成を図 43に示します。提案システムは学内ネットワーク

に設置し、学内からの利用およびインターネットを経由しての利用が可能です。 

 

 

図 43：システムのネットワーク構成 
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8 システム開発計画 
 提案システムを開発するにあたっての作業体制および作業スケジュール、必要な

費用について述べます。 

 

8.1 作業体制 

iCafe を構成する人員で開発を行います。この人員は筑波大学大学院提案シス

テム情報工学科コンピュータサイエンス専攻博士前期課程 2 年に所属していま

す。 

 

8.2 作業スケジュール 

開発スケジュールを図 44 に示します。開発プロセスとしては、ウォーターフォー

ルモデルを 2 度繰り返す方式を提案します。これは、利用者の導入負荷の低減を

図るとともに、利用者による評価を挟むことによって提案システムへの要求を効果

的に実現することを目指すためです。 

 

 

図 44：開発スケジュール 

 

8.3 提案システムに必要な費用 

研究開発プロジェクトの性質上、人件費および保守費用については考慮しませ

ん。ハードウェアおよびソフトウェアに関する費用は表 15 の通りです。 
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表 15：提案システムの費用 

対象 費用（単位：円） 

ハードウェア 39,900 

ソフトウェア （OSS を利用するため）0 
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9 既存サービスとの比較 
論文の情報を管理・共有するためのサービスが既にいくつか提供されています。これら

について調査した結果を表 16 に示します。 

これらの既存システムと比較して、提案システムで特徴的なことは、論文管理だけでは

なく、教員による研究室の学生に対する研究指導も支援しようとしている点です。 

 

表 16：既存サービス 

比較対象 比較対象の特徴 比較対象に共通する特徴 

CiteULike 

(http://www.citeulike.org/) 

 同じ論文をだれが読んで

いるか検索可能 

 多数の論文掲載元に対応 

 無料サービス 

 論文の保存や管理を

支援 

 インターネット経由でど

こからでも利用可能 

 タグをベースに管理可

能 

 引用情報を自動的に

認識 

 情報のインポート・エク

スポートができる 

 論文情報を他人と共有

できる（Zotero を除く） 

 様々な形式のファイル

が管理できる 

（CiteULike を除く） 

Sesami! 

(http://sesame.selfip.net/se

same/top_page.aspx) 

 UI の日本語対応 

 PubMed（医学関係文献デ

ータベース）に対応 

 登録キーワードの最新情

報を取得できる 

Zotero 

(http://www.zotero.org/) 

 Word や OpenOffice に引

用情報を挿入可能 

 オープンソースソフトウェア 

 PDF のメタデータを取得で

きる 

 多数の書誌情報形式に対

応 

 PDF の検索が可能 

 30 の言語に対応 

http://www.citeulike.org/
http://sesame.selfip.net/sesame/top_page.aspx
http://sesame.selfip.net/sesame/top_page.aspx
http://www.zotero.org/
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10 アピールポイント 
初めて研究室に配属された学生にしてみれば、「研究活動」に関しては何も分からない

ことが多いと考えられます。そこで、そのような学生が研究方法や研究スタイルの基本を

身につけることができるきっかけになるシステムを提案します。 

さらに、提案するシステムは、論文の管理だけでなく教員による研究室の学生に対する

研究指導も支援するものです。これは既存のサービスにはなく、今までにないメリットを生

む可能性があります。 

また、本提案に当たって、研究室の学生に対してアンケートを実施し、委託元の意識と

研究室の学生の意識の調整を行いました。iCafe はこのアンケート結果を踏まえ、双方に

永く利用していただける提案システムを目指しています。 
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第10章 付録 A 
平成 21年 6月 18 日 

学生へのアンケート実施結果概要 
 

5. アンケート実施概要 

 付録 Bの質問項目に基づき、表 9に示した条件でアンケートを実施しました。 

 

表 17：アンケート実施条件 

実施期間 平成 21 年 6月 15 日～平成 21年 6 月 17 日 

対象者  コンピュータサイエンスを専攻する学生 

 内訳 α群3 9 名 

β群4 19 名 

計 28 名 

 

6. アンケート集計結果（設問 1） 

10 個の機能群から優先して欲しい機能群を 4 つ選択してもらいました。その結果を表 10

に示します。各機能群の具体的な内容については付録Bに記載しました。 

 

表 18：優先して欲しい機能群の集計 

機能群 

群ごとののべ人数 

（単位：人） 
合計 

（単位：人） 
α群 β群 

第 1 機能群 3 3 6 

第 2機能群 9 15 24 

第 3機能群 2 10 12 

第 4機能群 4 7 11 

第 5機能群 1 1 2 

第 6機能群 1 3 4 

第 7機能群 6 17 23 

第 8機能群 5 10 15 

第 9機能群 3 1 4 

第 10 機能群 2 8 10 

 

アンケートの結果、第 2機能群、第 7機能群、第 8機能群、第 3機能群の順に利用で

きることを求めている学生が多いことが判明しました。 

                                                

3 α群：「研究活動」が初めての学生（B4） 

4 β群：「研究活動」の経験がある学生（M1 以上） 
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7. アンケート集計結果（設問 2） 

 自由記述で得られた意見を 3つの視点でまとめました。 

 

＜システム全体に関する内容＞ 

・ 「研究活動」に特化したツール群かインフラとして機能するならば意義がある 

・ 各々のニーズに合わせた任意の使い方ができないと苦痛だ 

・ 使いたい機能が多く、実現したら便利なシステムだ 

・ ターゲットユーザの範囲を明確にしてその要求を汲んだシステムにすればよい 

・ システム側から情報が届く点は、システムを使おうという気にさせてくれそうだ 

・ システムによってメンバーの「研究活動」も把握できる 

・ メンバーの交流もできる点が良い 

・ 長く使えるようにしてほしい 

・ 利用に手間が多くかかるものは有用でも使う気がなくなってしまう 

・ 学生同士のアドバイスが活発になるようなシステムになるとうれしい 

 

＜論文に関する内容＞ 

・ キーワードによる論文の自動収集があるとうれしい 

・ 論文の書誌情報を入力する作業が自動化されるとうれしい 

・ 他の人が読んだ論文で自分に関連が有りそうなもののコメントや評価等をもう少し見やす

く提示してほしい 

・ 「今日のお勧め論文」について詳細がわからないが、ちょっと期待する 

・ 関連研究に論文を推薦する機能が欲しい 

・ サーベイ論文のアップロードをしやすいインターフェースを作成してほしい 

・ 著者、タイトルなどの属性をうまく管理できる 

・ グループ内でのサーベイ情報の共有ができるとよい 

・ 研究室内で読んだ論文を共有できるのは魅力的 

・ サーベイが楽になる仕組みがあるなら使ってみたい 

・ 他の人がどのくらいのペースでサーベイしているか気になる 

・ サーバ上に論文を保存し、クライアントとサーバで同期させオフライン利用できるようにし

てほしい 

・ 関連する論文も検索出来たら良い 

・ 関連がある著者、会議なども提示できたら良い 

・ サーベイしていて気に入ったファイルを自動的にBibファイルに登録してくれると論文を書

くときに楽だ 

 
＜その他意見要望等＞ 

・ SNS やブログのようにサーベイ日記のようなものを残せればサーベイ方法の参考になる 

・ よりよい論文を見つけるためのコミュニケーション、サーベイを介したコミュニケーションが

できると良い 

・ 簡単なチャット機能が欲しい 

・ 先生に進捗が分かってもらえるとうれしい 

・ 投げられた質問に関して次のゼミまでに対応すべきことに一覧があればその人の進捗や

何に困っているかみんなわかる 

・ 同じような研究分野の外部の研究室がどんな活動をしているかが知りたい 

・ コーディング系の Tips なども書きたくなるようにしてほしい 

・ 進捗を明らかにできるのは良いが、強制しすぎると使ってもらえなくなりそう 

・ 入力するのが面倒だ 
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・ 「研究活動」における「がんばり」が見えると自分のモチベーションにつながる 

8. アンケート集計結果（設問 3） 

 サーベイ手段関する質問に対して得られた結果を表 11 に示します。また、サーベイした論

文の管理方法に関する質問について得られた結果を表 12 に示します。なお、この 2 つの質

問に関しては自由記述形式で回答を求めました。 

 

表 19：サーベイ手段の集計 

手段 

群ごとののべ人数 

（単位：人） 合計（単位：人） 

α群 β群 

ACM 6 19 25 

Google Scholar 6 14 20 

IEEE 0 6 6 

雑誌・論文誌 1 5 6 

CiNii 1 2 3 

Google 1 3 4 

文献のリファレンス 0 2 2 

個人サイト 1 2 3 

 

表 20：論文の管理手段の集計 

手段 

群ごとののべ人数 

（単位：人） 人数（単位：人） 

α群 β群 

自分の PC に保存 8 13 21 

印刷して保存 2 8 10 

Wiki にて管理 0 6 6 

Web サービスを利用 0 1 1 

 

過去の論文サーベイの実績として、ひと月当たりのサーベイ論文の本数と一週間あたりの

論文サーベイ時間に関する質問に対して得られた結果を表 13に示します。 

 

表 21：過去の論文サーベイ実績 

 月（単位：本） 週（単位：時間） 

群 
α群（ 9 人） 3.9(2.7) 5.7(3.0) 

β群（19 人） 5.9(4.2) 5.8(4.9) 

全体 5.3(3.9) 5.8(4.3) 

※括弧内の数値は標準偏差 
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第11章 付録 B 
平成 21年 6月 15 日 

「研究活動支援システム」に関するアンケート 

M2 川井、淵、内藤正 

 

 私たちのグループでは三末先生の委託を受け、学生の研究活動を支援する（含：教員による

学生への研究指導）というコンセプトのもとシステムの開発を行うことになっております。このシ

ステムについて学生の立場としてのご意見をいただきたくご協力をお願いしております。 

 お忙しいところ恐縮ですが下記のアンケートにご回答をいただけると幸いです。 

 

※アンケート結果は統計的に処理し、個人名が特定される形で利用することはありません。 

 

【システムのコンセプト】 

継続的に利用して頂けるシステムを通じて、学生の皆様の研究活動を支援すること（含：教員

による学生への研究指導）。 

 

設問は大きく三つに分かれています。 

 
2． 裏面に検討している機能群を挙げました。このうち優先的に欲しい機能群を四つお選びいた

だき、機能群名の左横に設けた空欄に○をつけてください。 

 

3． 「このシステムに関してどう思いますか？」自由に記述してください。 

例） システムに関する印象、この点が魅力的、この点は望ましくない、こんな機能が欲しい、等 

 

 

4． 論文サーベイに関するアンケート 

(ア) サーベイのときにどのような手段を利用していますか？ 

例）図書館、Web サイト（URL もしくはサービス名も） 

 

(イ) サーベイした論文はどのように管理していますか？ 

例）自分の PCに読んだ物だけ保存しておく、Wiki に書誌情報を登録しておく、など 

 

(ウ) 過去の論文サーベイ実績を平均すると、月に論文何本、週に何時間程度ですか？ 

月間：    本   （一か月あたりサーベイした論文の本数） 

週間：    時間 （一週間当たり論文サーベイを行った時間） 
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【設問 1】検討している機能群を挙げました。このうち優先的に欲しい機能群を四つお選びい

ただき、機能群名の左横に設けた空欄に○をつけてください。 

 第 1機能群：ユーザ管理機能 

機能例 

サブグループの構築（例：NAIS チームの中

をさらにサブグループに分ける。サブグルー

プのメンバーは重複してもよい） 

ユーザは「学生」を基本とし、特殊ユーザ（「教員」）を設

ける。特殊ユーザはグループ管理者とは独立とする 

グループ管理者によるユーザ登録、解除  

 第 2 機能群：論文のリスト管理機能（ユーザ別） 

機能例 

論文のリストを管理できる 各論文の書誌情報、PDF、URLを管理可能 

読みたい、読むべき、収集済み、読んだ、な

どのフェーズを付与可能 

ユーザによって自由なタグを付与可能 

印象（おもしろい、おもしろくない、など）を付

与可能 

新規性、有効性、技術的な質、貢献などの評価を付与

可能 

論文に対して、自由にコメントを付与可能 関連ファイル（PPT, 動画, デモソフトなど）を付与可能 

 第 3 機能群：グループ（あるいはサブグループ）の状況表示機能 

機能例 

メンバーが論文を読んでいるか（たとえば週

毎の数を棒グラフで）表示 

論文をキーにして、誰がどんな状況かを辿れる 

メンバーがどのようなトピックに興味を持っているか表示 

第 2 機能群で入力した情報をグループで共

有する機能。（サブ）グループメンバーの付

与情報を一覧できる。 

第 2 機能群で入力した情報でフィルタリングする機能。

（全員が「おもしろい」と評した論文を見せる。だれかが

「おもしろい」と評した論文を見せる。等） 

論文に付与されたタグをタグクラウドで見せ

る 

メンバーが最近読んだ論文を知らせる 

メンバーが最近登録した論文を知らせる 今週（今日、今月）の変化（進捗など）を見せる 

 第 4 機能群：ユーザ個人へのアドバイス機能 

機能例 

お勧め論文登録機能（論文リストに登録さ

れ、「読むべき」「読んでみては」などのタグ

が付く） 

既存のメールあるいはメーリングリストと連携した、お知

らせ（一覧）表示 

 第 5 機能群：多言語対応 
機能例 メニューの切り替え（日本語、英語）  

 第 6 機能群：（外部の）研究グループを登録できる機能 

機能例 

サービスとして公開してSaaS的に利用できる

ようにする 

研究グループは互いに独立を基本とするが、情報共有

も可能とする 

システム管理者は情報を俯瞰できる  

 第 7 機能群：論文収集支援機能 

機能例 

今日のお勧め論文を提示する パケットやWebのアクセス履歴から論文情報を収集 

あらかじめ登録したキーワードに関して、新

しく論文が出るとその論文を通知してくれる 

検索すると、関連したキーワードを表示してくれる 

Google Scholar との連携  

 第 8 機能群：学生同士の状況把握（コミュニケーション支援） 

機能例 

思いついたことを書いておくと他の誰かがコ

メントをつけられる 

研究室での作業時間・指導教員との面談回数等々の

情報を登録できる機能 

進捗等の可視化 進捗報告の内容の共有 

既存Wiki とのデータ連携 打ち合わせメモ、書類等を一元管理 

 第 9 機能群：SNS 的機能 
機能例 メンバーごとのマイページ RSS で他の学生の情報を配信 

 第 10 機能群：情報提供機能 

機能例 
研究室関連のイベント通知 Google カレンダーとの連携 

各メンバーのスケジュールを閲覧できる  
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1 要件定義書の目的 
本書は、私たちチーム iCafe が研究開発プロジェクトとして開発するシステムにお

ける、要件定義工程の成果物として作成されるものです。システムの機能や性能、シ

ステムの制約など、システムに要求された事項をシステムの要件として定義し、文書

化することを目的とします。 

1.1 では本書で要件を定義するシステムの名称を示し、1.2 ではシステムの開発を要

求した委託元を示します。1.3 ではシステム化の目的を示し、1.4 ではシステムを利用

する利用者を示します。1.5 では本要件定義書の構成を示します。 

 

1.1 システムの名称  
システムの名称は「WeVey」とします。この名称の由来は「私たち(We)＋サ

ーベイ(Survey)」からなる造語です。 

 

1.2 システム開発の委託元 
システムの開発を委託するのは、筑波大学大学院 システム情報工学研究科 コン

ピュータサイエンス専攻に所属する三末和男准教授です。 

 

1.3 システム化の目的 
委託元の要求は、システムの利用者である教員及び教員が指導する研究室の学生

に研究活動を支援するサービスを提供することです。システムは、研究室の学生の状

況を教員に示し、教員が学生に対してアドバイスやフィードバックをできるようにするこ

とで、研究室における研究活動を支援します。 

  

1.4 想定するシステムの利用者 
システムの利用者として、以下を想定しています。 

 複数の教員 

 教員が指導する研究室の学生 

 

1.5 本書の構成 
 次章以降の構成は次のようになっています。まず、第 2 章で委託元の要求とそ

れに対する解決策を述べます。第 3 章では第 2 章で述べた解決策を実現するため

に必要となる機能の要件を定めます。第 4 章では第 3 章で触れなかった機能以外

の要件（非機能要件）を定めます。第 5 章ではシステムの構成を説明します。最

後の第 6 章でシステムの開発計画を示します。 
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2 委託元の要求とシステムによる解決策 
 本章では、委託元が要求する事項と、その要求に対するシステムによる解決策を

示します。 

 2.1 では委託元の要求を示し、2.2 では 2.1 の要求に対するシステムによる解決策

と効果を示します。2.3 ではシステム化の範囲を示します。 

 

2.1 委託元の要求 
 委託元の教員は現在、以下に示すことを要求しています。 

 研究室の「学生の状況」を把握しきれていないため、把握できるように

したい 

 「研究活動」について学ばせる場が不十分であるため、「研究活動」を学

ばせる場を設けたい 

 Wiki などで「研究活動」を支援しようと試みているが、研究室の学生に

よる継続的な利用がなされていないため、Wiki で管理している情報を

継続的に利用できるようにしたい 

 

「研究活動」に初めて取り組む委託元の学生は以下に示すことを要求していま

す。 
 研究を始めて自分の「研究活動」のやり方が確立されていない間は、き

っかけが掴めず「研究活動」が進めづらいため、「研究活動」を進める

きっかけが欲しい 

 

「研究活動」の経験がある委託元の学生は以下に示すことを要求しています。 
 情報共有の仕組みがうまく機能しておらず、自分の研究を進めていく上で必要

な論文情報や自分の研究の位置づけが把握できていないため、把握しやす

くなるような仕組みが欲しい 

 他の学生からのフィードバックをもっと得たい 
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2.2 システムによる解決策 
2.1 で示した要求のシステムによる解決策を以下に示します。 

 

2.2.1 教員が持つ要求の解決策 

 研究室の「学生の状況」をシステムで管理できるようにします 

[効果] 

 教員が「学生の状況」を知りたい時に知ることができるようになります 

 学生の「研究活動」に対するアドバイスのために必要な情報が得られ

るようになります 

 学生の課題を解決することで、学生がメリットを感じられ、継続的な利

用を促進することができるようになります 

 「研究活動」に関する情報を共有する場をシステムで提供します 

[効果] 

 「研究活動」を学ばせるために、教員や他の学生が持っている研究に

関する知識・ノウハウを伝えることができるようになります 

 学生の課題に応えることでシステムの継続的な利用を考慮します 

[効果] 

 アンケートを実施し、学生の課題を抽出して機能を決定します 

 
2.2.2 「研究活動」に初めて取り組む学生が持つ要求の解決策 

 「研究活動」の最初のステップに必要な情報を得られるようにします 

[効果] 

 「研究活動」の取り組み方について教員や学生から意見を貰いやす

くなります 

 
2.2.3 「研究活動」の経験がある学生が持つ課題の解決策と効果 

 研究室の「学生の状況」をお互いに把握できるようにします 

[効果] 

 教員や学生からのフィードバックが得られ、自分の研究の位置づけが

つかめるなど、研究に役立てることができるようになります 
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2.3 システム化の範囲 
付録 B に示すアンケートを実施した結果、付録 A 表 10 に示すように、利

用者から必要とされている機能が浮かび上がりました。この結果に基づき、

システムでは「研究活動」を進める上で必要となる業務のうち、図 45 に示

す範囲についてシステム化を行います。 

図中のそれぞれの項目の定義は次の通りです。 

 研究指導 

 教員が学生に対してアドバイスを行うことを想定しています。シ

ステムは教員が学生にアドバイスを行える機能を提供するとともに、

アドバイスに必要な情報を教員に提供することが求められます。 

 論文調査 

 興味関心のある論文を探したり、他の利用者にある論文を勧めた

りすることを指します。 

 情報共有 

 論文調査の状況やゼミの記録等を利用者の間で共有することを指

します。 

 進捗報告 

 おもに論文調査の状況について学生が教員に報告をすること

を指します。 

 研究報告 

 取り組んでいる研究の状況について学生が教員に報告するこ

とを指します。 

 スケジュール管理 

 研究室および個人のスケジュールを管理することを指します。ゼ

ミや面談のスケジュールもこれに含まれますが、これらの情報に関

しては前述の情報共有でも管理されます。したがってスケジュール

管理はシステム化範囲外ですが、たとえば次回のゼミの予定などの

情報は情報共有の一環として管理されます。 

 

 

図 45：システム化範囲 
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3 研究活動支援グループウェアの機能要件 
 第 2 章で述べた内容を実現するために、システムの機能要件やシステムの前提条

件、制約条件を定めます。 

 

3.1 機能要件 
システムが提供する機能は大きく7つに分かれます。ここではそれぞれの機能に

ついて述べます。主要な機能に関しては画面モックアップを作成しましたので、併

せて示します。 

 
⑧ 「利用者情報」の管理機能 

システムは、利用者を管理するための機能を提供します。システムでは利

用者ごとの情報（後述の「論文の調査状況」など）を管理する必要があります。

そのため、利用者を個別に識別する機能が必要になります。 

 
 利用者の権限 

システムは、利用者の権限を学生・教員のどちらか、及びグループ管

理者として管理します。そして、それぞれの権限によって利用できる機能

を制限します。どの権限で何が行えるかについては外部設計工程で定

義します。 

 
 利用者情報 

利用者情報は次の情報から構成されます。 

・ 利用者の名前 

・ 利用者がシステムにログインするためのユーザ名、パスワード 

・ 利用者の学生・教員分類 

・ 利用者がグループ管理者か 

・ 利用者が属する「グループ」 

 

 「利用者情報」の登録・変更・削除 

「利用者情報」を登録・変更・削除することができます。 
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図 46：利用者情報の登録画面モックアップ 

 

図 47：利用者情報の変更・削除画面モックアップ 

 

図 46 と図 47 は利用者情報の登録・変更・削除に関する画面モックアッ

プです。画面の登録キーワードは、後述する論文収集支援機能で使用するた

めの検索キーワードになります。利用者情報はユーザ名やメールアドレスに
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とどめ、生年月日や住所等の重要な個人情報は管理しません。 
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⑨ 「グループ情報」の管理機能 

システムは「グループ」・「サブグループ」を管理するための機能を提供しま

す。利用者は「グループ」に参加することで、「グループ情報」を利用した各機

能を利用できます。 

 
 グループ 

利用者の集まりを指し、任意の利用者で構成することができま

す。 

 
 サブグループ 

サブグループとは、ある一つのグループに所属する利用者のみ

で構成される集まりです。 

 
 グループ管理者による管理 

「グループ」、「サブグループ」ごとにグループ管理者を登録することが

できます。グループ管理者は利用者を「グループ」に登録させることや、登

録を解除することができます。 
 

 （サブ）グループ情報 

（サブ）グループ情報は次の情報から構成されます。 

・ （サブ）グループの名前 

・ （サブ）グループに所属する利用者 

・ （サブ）グループの親子関係 

・ （サブ）グループの趣旨 

 

 「グループ情報」の登録・変更・削除 

「グループ情報」を登録・変更・削除することができます。 
 「サブグループ情報」の登録・変更・削除 

「サブグループ情報」を登録・変更・削除することができます。 
 「グループ」、「サブグループ」による情報共有 

利用者は同じ「グループ」の利用者の「論文情報」、「論文の調査状況」

を閲覧することができます。「サブグループ」で共有される情報は、「サブグ

ループ」を構成する利用者と「サブグループ」の親「グループ」に所属する

利用者から閲覧することができます。 
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図 48：グループ情報の登録画面モックアップ 

 

図 49：グループ情報の変更画面モックアップ 

 

図 48 と図 49 はグループ情報の登録・変更画面のモックアップです。グ

ループのメンバーは招待制としています。つまりグループの管理者がグルー

プのメンバーを招待することでグループのメンバーはシステムを利用でき
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ます。これにより（システム上での）グループに不正な利用者が参加するこ

とを防ぎます。 

 

図 50：メンバーの招待画面モックアップ 

 

図 50 はグループに新しいメンバーを招待する際の画面モックアップです。

権限など必要な情報をあらかじめ設定したうえで招待する形になります。 
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図 51：グループへの参加画面モックアップ 

 

 図 51 は招待された利用者がグループに参加する際の画面モックアップで

す。 
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⑩ 「グループ」に所属する利用者の状況把握機能 

システムは「グループ」に所属する利用者の「論文の調査状況」・「ゼミ情

報」・「個人面談情報」・「進捗状況」を把握する機能を提供します。 
 

 「論文の調査状況」の閲覧 

「グループ」に所属している利用者の「論文の調査状況」が閲覧できま

す。 
 「ゼミ情報」の管理 

次回ゼミの予定、話し合った内容などを議事録として登録することで、

ゼミの情報を管理できます。 
 「個人面談情報」の管理 

次回面談の予定、話し合った内容などを議事録として登録することで、

個人面談の情報を管理できます。 
 「進捗状況情報」の管理 

研究の進捗を登録することで、自身の研究の足跡を記録し管理できま

す。 
 

 論文の調査状況 

論文の調査状況は次の情報から構成されます。 

・ 登録している論文 

・ 論文を登録した日時 

・ 論文に付与した情報 

 

 ゼミ情報 

ゼミ情報は次の情報から構成されます。 
・ 次回のゼミの日程 

・ 過去のゼミの日程 

・ ゼミの議事録 

 
 個人面談情報 

個人面談情報は次の情報から構成されます。 

・ 次回の個人面談の日程 

・ 過去の個人面談の日程 

・ 個人面談の議事録 

 

 進捗状況情報 

進捗状況情報は次の情報から構成されます。 

・ 進捗状況 

・ 進捗状況を登録した日時 
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図 52：グループにおける論文調査状況画面モックアップ 

 

 

図 53：個人の論文調査状況画面モックアップ 

 

図 52 はグループの論文調査状況を閲覧する際の画面モックアップ、図 53

は個人の論文調査状況を閲覧する際の画面モックアップです。論文調査状況
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はグラフ等により状況を見やすく表示します。 

 

図 54：ゼミ情報・個人面談情報状況画面モックアップ 

 

図 54 はゼミや個人面談といったミーティングの状況を閲覧する際の画面

モックアップです。ミーティングの回数はグラフ等により状況を見やすく表

示します。 
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図 55：議事録編集画面モックアップ 

 

図 55 はミーティングの議事録を編集する際の画面モックアップです。 

 

図 56：進捗状況登録画面モックアップ 

 

図 56 は進捗状況を登録する際の画面モックアップです。進捗状況の内容
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は原則としてグループで共有されますが、利用者が共有を望まない場合にも

対忚できるようにします。 
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⑪ アドバイス機能 

システムは、利用者が他の利用者の研究活動を支援するためのアドバイス

をできる機能を提供します。 

 
 アドバイス送信・受信 

利用者は、所属しているグループ内の利用者にアドバイスを送信したり、

他の利用者からのアドバイスを受信したりできます。 
 お勧め論文の提示 

自分以外の利用者に論文を勧めることができます。また、論文を勧める

側の利用者は、論文を勧められる側の利用者がすでにその論文を読んで

いるか確認することができます。 

 

 

図 57：アドバイス送信画面モックアップ 

 

図 57 はアドバイスの送信をする際の画面モックアップです。アドバイス

の内容は原則としてグループで共有されますが、利用者が共有を望まない場

合にも対忚できるようにします。 
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⑫ 論文情報の管理機能 

システムは、論文の管理をするための機能を提供します。 

 
 「論文情報」の管理 

利用者は「論文情報」を登録・変更・削除することができます。「論文情

報の管理」は「基本情報」の管理と「タグ情報」の管理から構成されます。 

 
 「基本情報」の管理 

利用者は論文の著者、学会などの情報を、「基本情報」として登

録・変更・削除することができます。 
 「タグ情報」の管理 

利用者は論文に任意の情報を「タグ情報」として登録・変更・削除

することができます。 
 

 論文情報 

論文情報は「基本情報」「タグ情報」の二つから構成されます。 

 基本情報 

基本情報はグループ内で共有することができます。基本情報を

次に示します。このうちステータスやコメントの項目は任意に追加

や削除ができることとします。 

・ 登録キーワード 

・ 書誌情報、URL、PDF 

・ 「読みたい」「読むべき」「収集済み」「読んだ」等のステータス 

・ 「新規性」「有用性」等のあらかじめ決められた視点での任意

のコメント 

・ パワーポイント、動画などの論文に関連するファイル 

 タグ情報 

任意のキーワードをタグ情報に利用することができます。タグ情

報の例を次に示します。 

・ 「○○教授系」 

・ 「遠距離恋愛もの」 
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図 58：論文情報の管理画面モックアップ 

 

図 58 は論文情報を管理する際の画面モックアップです。論文に結び付く

情報は一元的に管理することができます。 

 

 

図 59：論文関係の表示画面モックアップ 
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図 59 は論文同士の参照関係を図示する際の画面モックアップです。 
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⑬ 論文収集支援機能 

システムは、論文の収集を支援するための機能を提供します。 
 

 登録キーワードによる自動検索 

利用者はシステムにキーワードを登録できます。システムは自動的にそ

の登録されたキーワードで検索を行い、システムに新しい論文が登録され

た際に利用者に通知します。 
 検索キーワードに関連する単語の提示 

利用者が論文の検索を行った際、システムは利用者が検索を行ったキ

ーワードと関連のある単語を提示します。 
 他サイトとの連携 

学会の提供する Web サイトなどと連携し、「論文情報」を自動的に取得

することができます。 

 

 

図 60：個人向け画面モックアップ 

 

図 60 は利用者個人向けの情報を閲覧する際の画面モックアップです。利

用者に関係する更新情報等を表示する画面です。登録したキーワードに関係

する論文が登録された際の提示も図のように行われます。 

 



 

22 

© 2009 iCafe, University of Tsukuba. 

 

図 61：検索画面モックアップ 

 

図 62：検索結果画面モックアップ 

 

図 61 はシステムに登録された情報を検索する際の画面モックアップです。

図 62 は例として議事録を検索した際の画面モックアップです。 
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⑭ 多言語表示切り替え機能 

利用者はシステムで扱う言語として日本語か英語のどちらかを利用すること

ができます。これは多様な利用者に対応するためです。 
 

 

3.2 前提条件 
システムは Web ベースで動作する構成とします。これは Web ページを閲覧する

ためのブラウザが導入されているコンピュータであればシステムを利用することが

できるためです。システムをコンピュータに導入する必要がなくなると共に、委託元

の要求でもあるインターネットを通じてシステムを公開し利用してもらうことが容易に

なります。そのため、システムを利用するためにはインターネットに接続できるコン

ピュータを利用できる必要があります。また、コンピュータにはWeb ページを見るた

めのブラウザがインストールされている必要があります。 

 

3.3 制約条件 
ブラウザにはいくつもの種類およびバージョンがあり、それぞれに差異が存在し

ます。すべてのブラウザに対応するシステムは開発が困難なため、システムはどの

ようなブラウザで利用できるか制限されます。利用できるブラウザは利用者数の点

から、Internet Explorer 7 と Firefox 3 とします。 
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4 非機能要件 
 機能要件で触れなかったサービスレベルや保守に関する要件について述べます。 

 

4.1 サービスレベル 
4.1.1  サービス時間 

 システムをサービスする時間は基本的に 24 時間 365 日とします。

ただし、メンテナンスやその他の理由で必要に忚じてサービスを停止

することを許容します。 

4.1.2  パフォーマンス 

 利用者によるシステムの操作に対する忚答には利用者が不満に感じな

い程度の忚答速度（目安として 10 秒未満）を目指します。ただし、この

たび採用する Web ベースのシステムのパフォーマンスは利用者のネット

ワーク環境にも依存します。そのため、前述のパフォーマンスはベスト

エフォート（最善の努力をする）とします。 

4.1.3  データの保存期間 

 システムの目的の一つとして、データを蓄積していくというものがあ

ります。そのため、利用者によってシステムに格納されたデータは利用

者が意図して削除するまでは保存されます。ただし、システムによって

作成されたログやそれに類するデータに関してはシステムで適宜削除を

行うものとします。 

  

4.2 保守面 
 システムの運用開始とともに、システムの保守・管理は委託元に引き継ぎ

ます。システムの改変も含めたメンテナンスが継続的に実施できるように、

理解の容易なソースコードを作成するものとします。 

 

4.3 運用時の備考 
 システムを外部公開する際には必要に忚じてグローバル IP アドレスの割

り当てを受ける必要があります。IP アドレスの割り当てが必要になった場合

には、別途委託元と検討します。 
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5 システム構成 
 ここでは、ソフトウェアとハードウェアの両面についてシステムの構成を述べま

す。 

 

5.1 ソフトウェア 
 システムを構成するソフトウェアは、オープンソースソフトウェア（OSS）

の利用を基本とします。これは、利用のための初期費用が不要であり、ソー

スコードの入手が可能で必要に忚じて変更を行うことができる点を考慮しま

した。具体的には、表 3 の構成とします。Web システムの構成として一般的

な LAMP（Linux+Apache+MySQL+PHP）構成です。ソフトウェアのバー

ジョンに関する要件はありませんが、セキュリティ等を考慮しなるべく新し

いバージョンを用います。 

 

表 22：ソフトウェア構成 

ソフトウェア 名称 

オペレーティングシステム CentOS 

Web サーバ Apache 

データベース管理システム MySQL 

開発言語 PHP 

 

5.2 ハードウェア 
 システムを構成するハードウェアは、広く普及した規格であり保守が容易

であるである IBM PC/AT 互換機を採用します。具体的なハードウェア構成

については、表 23 の構成とします。なお、この構成のハードウェアは委託

元よりすでに提供を受けています。 

 

表 23：ハードウェア構成 

品名 仕様 

ベースシステム DELL PowerEdge T105 

プロセッサ デュアルコア AMD Opteron プロセッサ 1212 

(2.0GHz/2MB L2 キャッシュ) 

チップセット NVIDIA CK804Pro 

I/O スロット PCI Express x8(2)、PCI Express x1(1)、PCI 32 ビッ

ト/33MHz(1) 

メモリ 2GB(1GB×2/1R/800MHz/バッファ無し SDRAM 

DIMM/ECC) 

RAID 構成 なし 

ハードディスク 500GB 7,200RPM(SATA HDD/3.5 インチ)×1 

光学ドライブ 16 倍速 SATA DVD Drive 

Floppy ドライブ なし 
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6 システム開発計画 
 システムを開発するにあたっての作業体制および作業スケジュール、必要な費用

について述べます。 

 

6.1 作業体制 
iCafe を構成する人員で開発を行います。この人員は筑波大学大学院システム

情報工学研究科コンピュータサイエンス専攻博士前期課程 2 年に所属していま

す。 

 

6.2 開発機材 
 開発機材は第 5 章で述べたハードウェアを使用します。システムを開発す

るハードウェア環境とシステムを運用するハードウェア環境は同一となりま

す。 

 

6.3 開発費用 
研究開発プロジェクトの性質上、人件費および保守費用については考慮しませ

ん。ハードウェアおよびソフトウェアに関する費用は表 15 の通りです。なお、ハー

ドウェアについてはすでに購入済みとなっています。 

 

表 24：システムの費用 

対象 費用（単位：円） 

ハードウェア 39,900 

ソフトウェア （OSS を利用するため）0 

 

6.4 作業スケジュール 
開発スケジュールを図 44に示します。開発プロセスとしては、ウォーターフォールモ

デルを 2 度繰り返す方式を採用します。これは、利用者による評価を挟むことによって

システムへの要求を効果的に実現することを目指すためです。1 度目の評価までに本

書で定義した要件を実装します。1 度目の評価を受けて機能をブラッシュアップし、2

度目の評価を目指します。 
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図 63：開発スケジュール
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第12章 付録 A 
平成 21年 6月 18 日 

学生へのアンケート実施結果概要 
 

9. アンケート実施概要 

 付録 Bの質問項目に基づき、表 9に示した条件でアンケートを実施しました。 

 

表 25：アンケート実施条件 

実施期間 平成 21 年 6月 15 日～平成 21年 6 月 17 日 

対象者  コンピュータサイエンスを専攻する学生 

 内訳 α群5 9 名 

β群6 19 名 

計 28 名 

 

10. アンケート集計結果（設問 1） 

10 個の機能群から優先して欲しい機能群を 4 つ選択してもらいました。その結果を表 10

に示します。各機能群の具体的な内容については付録Bに記載しました。 

 

表 26：優先して欲しい機能群の集計 

機能群 

群ごとののべ人数 

（単位：人） 
合計 

（単位：人） 
α群 β群 

第 1 機能群 3 3 6 

第 2機能群 9 15 24 

第 3機能群 2 10 12 

第 4機能群 4 7 11 

第 5機能群 1 1 2 

第 6機能群 1 3 4 

第 7機能群 6 17 23 

第 8機能群 5 10 15 

第 9機能群 3 1 4 

第 10 機能群 2 8 10 

 

アンケートの結果、第 2機能群、第 7機能群、第 8機能群、第 3機能群の順に利用で

きることを求めている学生が多いことが判明しました。 

                                                

5 α群：「研究活動」が初めての学生（B4） 

6 β群：「研究活動」の経験がある学生（M1 以上） 
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11. アンケート集計結果（設問 2） 

 自由記述で得られた意見を 3つの視点でまとめました。 

 

＜システム全体に関する内容＞ 

・ 「研究活動」に特化したツール群かインフラとして機能するならば意義がある 

・ 各々のニーズに合わせた任意の使い方ができないと苦痛だ 

・ 使いたい機能が多く、実現したら便利なシステムだ 

・ ターゲットユーザの範囲を明確にしてその要求を汲んだシステムにすればよい 

・ システム側から情報が届く点は、システムを使おうという気にさせてくれそうだ 

・ システムによってメンバーの「研究活動」も把握できる 

・ メンバーの交流もできる点が良い 

・ 長く使えるようにしてほしい 

・ 利用に手間が多くかかるものは有用でも使う気がなくなってしまう 

・ 学生同士のアドバイスが活発になるようなシステムになるとうれしい 

 

＜論文に関する内容＞ 

・ キーワードによる論文の自動収集があるとうれしい 

・ 論文の書誌情報を入力する作業が自動化されるとうれしい 

・ 他の人が読んだ論文で自分に関連が有りそうなもののコメントや評価等をもう少し見やす

く提示してほしい 

・ 「今日のお勧め論文」について詳細がわからないが、ちょっと期待する 

・ 関連研究に論文を推薦する機能が欲しい 

・ サーベイ論文のアップロードをしやすいインターフェースを作成してほしい 

・ 著者、タイトルなどの属性をうまく管理できる 

・ グループ内でのサーベイ情報の共有ができるとよい 

・ 研究室内で読んだ論文を共有できるのは魅力的 

・ サーベイが楽になる仕組みがあるなら使ってみたい 

・ 他の人がどのくらいのペースでサーベイしているか気になる 

・ サーバ上に論文を保存し、クライアントとサーバで同期させオフライン利用できるようにし

てほしい 

・ 関連する論文も検索出来たら良い 

・ 関連がある著者、会議なども提示できたら良い 

・ サーベイしていて気に入ったファイルを自動的にBibファイルに登録してくれると論文を書

くときに楽だ 

 
＜その他意見要望等＞ 

・ SNS やブログのようにサーベイ日記のようなものを残せればサーベイ方法の参考になる 

・ よりよい論文を見つけるためのコミュニケーション、サーベイを介したコミュニケーションが

できると良い 

・ 簡単なチャット機能が欲しい 

・ 先生に進捗が分かってもらえるとうれしい 

・ 投げられた質問に関して次のゼミまでに対応すべきことに一覧があればその人の進捗や

何に困っているかみんなわかる 

・ 同じような研究分野の外部の研究室がどんな活動をしているかが知りたい 

・ コーディング系の Tips なども書きたくなるようにしてほしい 

・ 進捗を明らかにできるのは良いが、強制しすぎると使ってもらえなくなりそう 

・ 入力するのが面倒だ 
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・ 「研究活動」における「がんばり」が見えると自分のモチベーションにつながる 

12. アンケート集計結果（設問 3） 

 サーベイ手段関する質問に対して得られた結果を表 11 に示します。また、サーベイした論

文の管理方法に関する質問について得られた結果を表 12 に示します。なお、この 2 つの質

問に関しては自由記述形式で回答を求めました。 

 

表 27：サーベイ手段の集計 

手段 

群ごとののべ人数 

（単位：人） 合計（単位：人） 

α群 β群 

ACM 6 19 25 

Google Scholar 6 14 20 

IEEE 0 6 6 

雑誌・論文誌 1 5 6 

CiNii 1 2 3 

Google 1 3 4 

文献のリファレンス 0 2 2 

個人サイト 1 2 3 

 

表 28：論文の管理手段の集計 

手段 

群ごとののべ人数 

（単位：人） 人数（単位：人） 

α群 β群 

自分の PC に保存 8 13 21 

印刷して保存 2 8 10 

Wiki にて管理 0 6 6 

Web サービスを利用 0 1 1 

 

過去の論文サーベイの実績として、ひと月当たりのサーベイ論文の本数と一週間あたりの

論文サーベイ時間に関する質問に対して得られた結果を表 13に示します。 

 

表 29：過去の論文サーベイ実績 

 月（単位：本） 週（単位：時間） 

群 
α群（ 9 人） 3.9(2.7) 5.7(3.0) 

β群（19 人） 5.9(4.2) 5.8(4.9) 

全体 5.3(3.9) 5.8(4.3) 

※括弧内の数値は標準偏差 
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第13章 付録 B 
平成 21年 6月 15 日 

「研究活動支援システム」に関するアンケート 

M2 川井、淵、内藤正 

 

 私たちのグループでは三末先生の委託を受け、学生の研究活動を支援する（含：教員による

学生への研究指導）というコンセプトのもとシステムの開発を行うことになっております。このシ

ステムについて学生の立場としてのご意見をいただきたくご協力をお願いしております。 

 お忙しいところ恐縮ですが下記のアンケートにご回答をいただけると幸いです。 

 

※アンケート結果は統計的に処理し、個人名が特定される形で利用することはありません。 

 

【システムのコンセプト】 

継続的に利用して頂けるシステムを通じて、学生の皆様の研究活動を支援すること（含：教員

による学生への研究指導）。 

 

設問は大きく三つに分かれています。 

 

5． 裏面に検討している機能群を挙げました。このうち優先的に欲しい機能群を四つお選びいた

だき、機能群名の左横に設けた空欄に○をつけてください。 

 

6． 「このシステムに関してどう思いますか？」自由に記述してください。 

例） システムに関する印象、この点が魅力的、この点は望ましくない、こんな機能が欲しい、等 

 

 

7． 論文サーベイに関するアンケート 

(ア) サーベイのときにどのような手段を利用していますか？ 

例）図書館、Web サイト（URL もしくはサービス名も） 
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(イ) サーベイした論文はどのように管理していますか？ 

例）自分の PCに読んだ物だけ保存しておく、Wiki に書誌情報を登録しておく、など 

 

(ウ) 過去の論文サーベイ実績を平均すると、月に論文何本、週に何時間程度ですか？ 

月間：    本   （一か月あたりサーベイした論文の本数） 

週間：    時間 （一週間当たり論文サーベイを行った時間） 
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【設問 1】検討している機能群を挙げました。このうち優先的に欲しい機能群を四つお選びい

ただき、機能群名の左横に設けた空欄に○をつけてください。 

 第 1機能群：ユーザ管理機能 

機能例 

サブグループの構築（例：NAIS チームの中

をさらにサブグループに分ける。サブグルー

プのメンバーは重複してもよい） 

ユーザは「学生」を基本とし、特殊ユーザ（「教員」）を設

ける。特殊ユーザはグループ管理者とは独立とする 

グループ管理者によるユーザ登録、解除  

 第 2 機能群：論文のリスト管理機能（ユーザ別） 

機能例 

論文のリストを管理できる 各論文の書誌情報、PDF、URLを管理可能 

読みたい、読むべき、収集済み、読んだ、な

どのフェーズを付与可能 

ユーザによって自由なタグを付与可能 

印象（おもしろい、おもしろくない、など）を付

与可能 

新規性、有効性、技術的な質、貢献などの評価を付与

可能 

論文に対して、自由にコメントを付与可能 関連ファイル（PPT, 動画, デモソフトなど）を付与可能 

 第 3 機能群：グループ（あるいはサブグループ）の状況表示機能 

機能例 

メンバーが論文を読んでいるか（たとえば週

毎の数を棒グラフで）表示 

論文をキーにして、誰がどんな状況かを辿れる 

メンバーがどのようなトピックに興味を持っているか表示 

第 2 機能群で入力した情報をグループで共

有する機能。（サブ）グループメンバーの付

与情報を一覧できる。 

第 2 機能群で入力した情報でフィルタリングする機能。

（全員が「おもしろい」と評した論文を見せる。だれかが

「おもしろい」と評した論文を見せる。等） 

論文に付与されたタグをタグクラウドで見せ

る 

メンバーが最近読んだ論文を知らせる 

メンバーが最近登録した論文を知らせる 今週（今日、今月）の変化（進捗など）を見せる 

 第 4 機能群：ユーザ個人へのアドバイス機能 

機能例 

お勧め論文登録機能（論文リストに登録さ

れ、「読むべき」「読んでみては」などのタグ

が付く） 

既存のメールあるいはメーリングリストと連携した、お知

らせ（一覧）表示 

 第 5 機能群：多言語対応 

機能例 メニューの切り替え（日本語、英語）  

 第 6 機能群：（外部の）研究グループを登録できる機能 

機能例 

サービスとして公開してSaaS的に利用できる

ようにする 

研究グループは互いに独立を基本とするが、情報共有

も可能とする 

システム管理者は情報を俯瞰できる  

 第 7 機能群：論文収集支援機能 

機能例 今日のお勧め論文を提示する パケットやWebのアクセス履歴から論文情報を収集 
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あらかじめ登録したキーワードに関して、新

しく論文が出るとその論文を通知してくれる 

検索すると、関連したキーワードを表示してくれる 

Google Scholar との連携  

 第 8 機能群：学生同士の状況把握（コミュニケーション支援） 

機能例 

思いついたことを書いておくと他の誰かがコ

メントをつけられる 

研究室での作業時間・指導教員との面談回数等々の

情報を登録できる機能 

進捗等の可視化 進捗報告の内容の共有 

既存Wiki とのデータ連携 打ち合わせメモ、書類等を一元管理 

 第 9 機能群：SNS 的機能 

機能例 メンバーごとのマイページ RSS で他の学生の情報を配信 

 第 10 機能群：情報提供機能 

機能例 
研究室関連のイベント通知 Google カレンダーとの連携 

各メンバーのスケジュールを閲覧できる  
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研究活動支援グループウェア「WeVey」 

ユースケース図 
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項目 内容 

ユースケース ID （ユースケース ID と同じ） 
シナリオ種

類 
主シナリオ 

ユースケース名 個人へのアドバイスの送信 

概要 個人へのアドバイスを送信するシナリオ 

アクター 利用者 

事前条件  個人情報閲覧画面が表示されている 

事後条件 
 個人へのアドバイスが登録されている 

 個人情報閲覧画面が表示されている 

基本フロー 

1. アクターは、アドバイスの新規作成ボタンを押下する。 

2. システムは、アドバイス作成画面を表示する。 

3. アクターは、アドバイスを入力する。 

【入力情報】アドバイス情報 

4. アクターは、アドバイス送信ボタンを押下する。 

もし、入力情報が正しくない場合は、入力情報を保持したまま、2 へ戻る。 

5. システムは、個人情報閲覧画面を表示する。 

◆システムは、次の条件で「情報の登録」ユースケースを実行する。 

【条件】情報＝アドバイス情報 

【更新情報】アドバイス 

6. アクターは、アドバイスが送信されたことを確認する。 

代替フロー なし 

備考 
 アドバイス情報は画面で定義する 

タイトル、内容、関連ファイル 
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項目 内容 

ユースケース ID （ユースケース ID と同じ） 
シナリオ種

類 
主シナリオ 

ユースケース名 グループへのアドバイスの送信 

概要 グループへのアドバイスを送信するシナリオ 

アクター 利用者 

事前条件  グループ状況閲覧画面が表示されている 

事後条件 
 グループへのアドバイスが登録されている 

 グループ状況閲覧画面が表示されている 

基本フロー 

1. アクターは、アドバイスの新規作成ボタンを押下する。 

2. システムは、アドバイス作成画面を表示する。 

3. アクターは、アドバイスを入力する。 

【入力情報】アドバイス情報 

4. アクターは、アドバイス送信ボタンを押下する。 

もし、入力情報が正しくない場合は、入力情報を保持したまま、2 へ戻る。 

5. ◆システムは、次の条件で「情報の登録」ユースケースを実行する。 

【条件】情報＝アドバイス情報 

【更新情報】アドバイス 

6. システムは、グループ状況閲覧画面を表示する。 

7. アクターは、アドバイスが送信されたことを確認する。 

代替フロー なし 

備考 
 アドバイス情報は画面で定義する 

タイトル、内容、関連ファイル 
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項目 内容 

ユースケース ID （ユースケース ID と同じ） 
シナリオ種

類 
主シナリオ 

ユースケース名 アドバイスの閲覧 

概要 アドバイスの閲覧を行うシナリオ 

アクター 利用者 

事前条件 

 システム内検索結果画面が表示されている 

 グループ状況閲覧画面が表示されている 

 個人情報閲覧画面が表示されている 

事後条件  アドバイス閲覧画面が表示されている 

基本フロー 

1. アクターは、アドバイスのリンクを押下する。 

【入力情報】アドバイス ID 

2. システムは、アドバイス閲覧画面を表示する。 

◆システムは次の条件で「情報の照会」ユースケースを実行し、得られた

結果を表示する。 

【条件】検索条件＝アドバイス ID 

【出力情報】アドバイス情報 

3. アクターは、アドバイス情報を閲覧する 

代替フロー なし 

備考  アドバイス情報は画面で定義する 
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項目 内容 

ユースケース ID （ユースケース ID と同じ） 
シナリオ種

類 
主シナリオ 

ユースケース名 論文の推薦 

概要 論文の推薦を行うシナリオ 

アクター 利用者 

事前条件  論文詳細閲覧画面が表示されている 

事後条件 
 推薦された論文が推薦されている 

 論文詳細閲覧画面が表示されている 

基本フロー 

1. アクターは、推薦ボタンを押下する。 

2. システムは、論文詳細閲覧画面を表示する。 

◆システムは、次の条件で「情報の登録」ユースケースを実行する。 

【条件】情報＝論文 ID 

【更新情報】推薦論文 

3. アクターは、推薦論文が登録されたことを確認する。 

代替フロー なし 

備考 なし 
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項目 内容 

ユースケース ID （ユースケース ID と同じ） 
シナリオ種

類 
主シナリオ 

ユースケース名 推薦論文の閲覧 

概要 推薦論文の閲覧を行うシナリオ 

アクター 利用者 

事前条件 
 利用者マイページ画面が表示されている 

 マイ論文リスト画面が表示されている 

事後条件  論文詳細閲覧画面が表示されている 

基本フロー 

1. アクターは、推薦論文のリンクを押下する。 

【入力情報】論文 ID 

2. システムは、論文詳細閲覧画面を表示する。 

◆システムは次の条件で「情報の照会」ユースケースを実行し、得られた

結果を表示する。 

【条件】検索条件＝論文 ID、グループ ID、ユーザ ID 

【出力情報】論文基本情報、タグ、論文付加情報、未既読履歴、マイ論文

リスト名 

3. アクターは、論文情報を閲覧する。 

代替フロー なし 

備考  論文情報の具体的な内容は画面で定義される 
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項目 内容 

ユースケース ID （ユースケース ID と同じ） 
シナリオ種

類 
主シナリオ 

ユースケース名 グループの登録 

概要 グループを登録するシナリオ 

アクター グループ管理者 

事前条件  グループ管理者としての招待メールが届いている 

事後条件 
 グループが登録されている 

 利用者登録招待画面が表示されている 

基本フロー 

7. アクターは、メールに記載されたリンクを押下する。 

8. システムは、グループ基本情報編集画面を表示する。 

9. アクターは、グループ基本情報を入力する。 

【入力情報】グループ基本情報 

10. アクターは、登録ボタンを押下する。 

もし、入力情報が正しくない場合は、8 へ戻る。 

11. システムは、次の条件で「情報の登録」ユースケースを実行する。 

【条件】情報＝グループ基本情報 

【更新情報】グループ 

12. アクターは、グループが登録されたことを確認する。 

代替フロー  

備考 

 グループ基本情報は画面で定義する 

グループ趣旨、論文評価項目、未既読状態項目、出欠項目 

 グループの登録の後、さらに 1 人の利用者の登録招待が行われ、かつ招待

した利用者の登録が完了した状態をもって（グループ管理者および招待し

た利用者による）システムの利用が可能となる。 
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項目 内容 

ユースケース ID  
シナリオ種

類 
主シナリオ 

ユースケース名 グループの削除 

概要 グループを削除するシナリオ 

アクター グループ管理者 

事前条件  グループ基本情報編集画面が表示されている 

事後条件  グループが削除されている 

基本フロー 

1. アクターは、グループの削除ボタンを押下する。 

【入力情報】グループ ID 

2. システムは、確認画面を表示する。 

3. アクターは、はいボタンを押下する。 

もし、いいえボタンが押下された場合、事前条件に戻る。 

4. システムは、次の条件で「情報の削除」ユースケースを実行する。 

【条件】検索条件＝グループ ID、情報＝グループ 

【更新情報】グループ 

5. アクターは、グループが削除されていることを確認する。 

代替フロー  

備考  グループを削除すると関連する情報は削除される。 
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項目 内容 

ユースケース ID  
シナリオ種

類 
主シナリオ 

ユースケース名 グループ趣旨の変更 

概要 グループの趣旨を変更するシナリオ 

アクター グループ管理者 

事前条件  グループ基本情報画面が表示されている 

事後条件  グループ趣旨が変更されている 

基本フロー 

1. アクターは、編集ボタンを押下する。 

2. システムは、グループ基本情報編集画面を表示する。 

【出力情報】研究グループ趣旨 

3. アクターは、入力情報を変更する。 

【入力情報】研究グループ趣旨 

4. アクターは、更新ボタンを押下する。 

5. システムは、次の条件で「情報の更新」ユースケースを実行する。 

【条件】検索条件＝グループ ID、情報＝グループ.趣旨 

6. アクターは、変更を確認する。 

代替フロー  

備考  
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項目 内容 

ユースケース ID  
シナリオ種

類 
主シナリオ 

ユースケース名 グループ情報の閲覧 

概要 グループ情報を閲覧するシナリオ 

アクター グループ管理者 

事前条件  グループ状況閲覧画面が表示されている 

事後条件  グループ情報が表示されている 

基本フロー 

1. アクターは、グループ名リンクを押下する。 

【入力情報】グループ名 

2. システムは、グループ基本情報閲覧画面を表示する。 

◆システムは次の条件で「情報の照会」ユースケースを実行し、得られた

結果を表示する。 

【条件】検索条件＝グループ ID 

【出力情報】グループ情報 

◆システムは次の条件で「情報の照会」ユースケースを実行し、得られた

結果を表示する。 

【条件】検索条件＝グループ ID 

【出力情報】利用者の権限・区分 

3. アクターは、グループ状況を閲覧する。 

代替フロー  

備考  グループ情報の具体的な内容は画面で定義される 
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項目 内容 

ユースケース ID  
シナリオ種

類 
主シナリオ 

ユースケース名 メンバー情報の削除 

概要 メンバー情報を削除するシナリオ 

アクター グループ管理者 

事前条件  グループ基本情報編集画面が表示されている 

事後条件  メンバーが削除されている 

基本フロー 

1. アクターは、削除ボタンを押下する。 

2. システムは、確認画面を表示する。 

3. アクターは、はいボタンを押下する。 

もし、いいえボタンが押下された場合、事前条件に戻る。 

4. システムは、次の条件で「情報の削除」ユースケースを実行する。 

【条件】検索条件＝ユーザ ID 

5. アクターは、メンバーが削除されていることを確認する。 

代替フロー  

備考 
 メンバー＝グループに所属している利用者。 

 メンバーの削除はグループ管理者が 1 人ずつ行う。 
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項目 内容 

ユースケース ID  
シナリオ種

類 
主シナリオ 

ユースケース名 利用者の権限・区分の変更 

概要 利用者の権限および区分を変更するシナリオ 

アクター グループ管理者 

事前条件  グループ基本情報編集画面が表示されている 

事後条件  利用者の権限および区分が変更されている 

基本フロー 

1. アクターは、権限・区分の変更ボタンを押下する。 

【入力情報】グループ ID 

2. システムは、権限・区分の変更画面を表示する。 

◆システムは、以下の条件で「情報の閲覧」ユースケースを実行し、取得

した結果を表示する。 

【条件】検索条件＝グループ ID 

【出力情報】権限、区分 

3. アクターは、権限・区分を選択する。 

【入力情報】権限、区分 

4. アクターは、変更ボタンを押下する。 

5. システムは、次の条件で「情報の更新」ユースケースを呼び出す。 

【条件】検索条件＝ユーザ ID・グループ ID、情報＝権限、区分 

代替フロー  

備考  権限・区分の変更はグループに所属する利用者ごとに行う 
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項目 内容 

ユースケース ID (ユースケース ID と同じ) 
シナリオ種

類 
主シナリオ 

ユースケース名 議事録の登録 

概要 議事録の登録を行うシナリオ 

アクター 利用者 

事前条件 
 利用者マイページ画面が表示されている 

 個人情報閲覧画面が表示されている 

事後条件 
 議事録が登録されている 

 議事録登録情報が付加された利用者マイページ画面が表示されている 

基本フロー 

13. アクターは、議事録の新規作成ボタンを押下する。 

14. システムは、議事録作成画面を表示する。 

15. アクターは、入力情報を入力する。 

【入力情報】議事録情報 

16. アクターは、決定ボタンを押下する。 

17. システムは、利用者マイページ画面を表示する。 

◆システムは、次の条件で「情報の登録」ユースケースを実行する。 

【条件】情報＝議事録情報 

【更新情報】議事録 

18. アクターは、議事録が登録されたことを確認する。 

代替フロー なし 

備考  議事録情報の具体的な内容は画面で定義される 
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項目 内容 

ユースケース ID (ユースケース ID と同じ) 
シナリオ種

類 
主シナリオ 

ユースケース名 議事録の閲覧 

概要 議事録の閲覧を行うシナリオ 

アクター 利用者 

事前条件 

 システム内検索結果画面が表示されている 

 グループ状況閲覧画面が表示されている 

 個人情報閲覧画面が表示されている 

事後条件  議事録閲覧画面が表示されている 

基本フロー 

1. アクターは、議事録のリンクを押下する。 

【入力情報】議事録 ID 

2. システムは、議事録閲覧画面を表示する。 

◆システムは、次の条件で「情報の照会」ユースケースを実行する。 

【条件】検索条件＝議事録 ID 

【出力情報】情報＝議事録 

3. アクターは、議事録を閲覧する。 

代替フロー なし 

備考 なし 
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項目 内容 

ユースケース ID (ユースケース ID と同じ) 
シナリオ種

類 
主シナリオ 

ユースケース名 議事録の変更 

概要 議事録の変更を行うシナリオ 

アクター 利用者 

事前条件  議事録閲覧画面が表示されている 

事後条件  更新された議事録閲覧画面が表示されている 

基本フロー 

1. アクターは、編集ボタンを押下する。 

【入力情報】議事録 ID 

2. システムは、議事録編集画面を表示する。 

◆システムは、次の条件で「情報の照会」ユースケースを実行する。 

【条件】検索条件＝議事録 ID 

【出力情報】情報＝議事録 

3. アクターは、議事録の内容を編集し、更新ボタンを押下する。 

【入力情報】議事録情報 

4. ◆システムは、次の条件で「情報の更新」ユースケースを実行する。 

【条件】検索条件＝議事録 ID、情報=議事録 

【更新情報】情報＝議事録 

5. システムは、議事録閲覧画面を表示する。 

◆システムは次の条件で「情報の照会」ユースケースを実行する。 

【条件】検索条件＝議事録 ID 

【出力情報】情報＝議事録情報 

6. アクターは、更新された議事録を閲覧する。 

代替フロー なし 

備考  議事録情報は画面で定義する 

 



 

64 

© 2009 iCafe, University of Tsukuba. 

項目 内容 

ユースケース ID (ユースケース ID と同じ) 
シナリオ種

類 
主シナリオ 

ユースケース名 出欠状況項目の変更 

概要 出欠状況項目の変更を行うシナリオ 

アクター グループ管理者 

事前条件  グループ基本情報閲覧画面が表示されている 

事後条件  更新されたグループ基本情報編集画面が表示されている 

基本フロー 

1. アクターは、編集ボタンを押下する。 

【入力情報】研究グループ ID 

2. システムは、グループ基本情報編集画面を表示する。 

◆システムは次の条件で「情報の照会」ユースケースを実行する。 

【条件】検索条件＝研究グループ ID 

【出力情報】情報＝研究グループ 

3. アクターは、出欠状況の内容を編集する。 

【入力情報】出欠状況 

4. システムは次の条件で「出欠状況項目の変更」ユースケースを実行する。 

【条件】検索条件＝研究グループ ID、情報＝出欠項目、入力情報＝出欠状

況 

5. アクターは、更新されたグループ基本情報編集画面を閲覧する。 

代替フロー なし 

備考  出欠状況情報の具体的な内容は画面で定義される 
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項目 内容 

ユースケース ID (ユースケース ID と同じ) 
シナリオ種

類 
主シナリオ 

ユースケース名 議事録の登録 

概要 議事録の登録を行うシナリオ 

アクター 利用者 

事前条件 
 利用者マイページ画面が表示されている 

 個人情報閲覧画面が表示されている 

事後条件 
 議事録が登録されている 

 議事録登録情報が付加された利用者マイページ画面が表示されている 

基本フロー 

19. アクターは、議事録の新規作成ボタンを押下する。 

20. システムは、議事録作成画面を表示する。 

21. アクターは、入力情報を入力する。 

【入力情報】議事録情報 

22. アクターは、決定ボタンを押下する。 

23. システムは、利用者マイページ画面を表示する。 

◆システムは、次の条件で「情報の登録」ユースケースを実行する。 

【条件】情報＝議事録情報 

【更新情報】議事録 

24. アクターは、議事録が登録されたことを確認する。 

代替フロー なし 

備考  議事録情報の具体的な内容は画面で定義される 
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項目 内容 

ユースケース ID (ユースケース ID と同じ) 
シナリオ種

類 
主シナリオ 

ユースケース名 議事録の閲覧 

概要 議事録の閲覧を行うシナリオ 

アクター 利用者 

事前条件 

 システム内検索結果画面が表示されている 

 グループ状況閲覧画面が表示されている 

 個人情報閲覧画面が表示されている 

事後条件  議事録閲覧画面が表示されている 

基本フロー 

4. アクターは、議事録のリンクを押下する。 

【入力情報】議事録 ID 

5. システムは、議事録閲覧画面を表示する。 

◆システムは、次の条件で「情報の照会」ユースケースを実行する。 

【条件】検索条件＝議事録 ID 

【出力情報】情報＝議事録 

6. アクターは、議事録を閲覧する。 

代替フロー なし 

備考 なし 
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項目 内容 

ユースケース ID (ユースケース ID と同じ) 
シナリオ種

類 
主シナリオ 

ユースケース名 議事録の変更 

概要 議事録の変更を行うシナリオ 

アクター 利用者 

事前条件  議事録閲覧画面が表示されている 

事後条件  更新された議事録閲覧画面が表示されている 

基本フロー 

7. アクターは、編集ボタンを押下する。 

【入力情報】議事録 ID 

8. システムは、議事録編集画面を表示する。 

◆システムは、次の条件で「情報の照会」ユースケースを実行する。 

【条件】検索条件＝議事録 ID 

【出力情報】情報＝議事録 

9. アクターは、議事録の内容を編集し、更新ボタンを押下する。 

【入力情報】議事録情報 

10. ◆システムは、次の条件で「情報の更新」ユースケースを実行する。 

【条件】検索条件＝議事録 ID、情報=議事録 

【更新情報】情報＝議事録 

11. システムは、議事録閲覧画面を表示する。 

◆システムは次の条件で「情報の照会」ユースケースを実行する。 

【条件】検索条件＝議事録 ID 

【出力情報】情報＝議事録情報 

12. アクターは、更新された議事録を閲覧する。 

代替フロー なし 

備考  議事録情報は画面で定義する 
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項目 内容 

ユースケース ID (ユースケース ID と同じ) 
シナリオ種

類 
主シナリオ 

ユースケース名 出欠状況項目の変更 

概要 出欠状況項目の変更を行うシナリオ 

アクター グループ管理者 

事前条件  グループ基本情報閲覧画面が表示されている 

事後条件  更新されたグループ基本情報編集画面が表示されている 

基本フロー 

6. アクターは、編集ボタンを押下する。 

【入力情報】研究グループ ID 

7. システムは、グループ基本情報編集画面を表示する。 

◆システムは次の条件で「情報の照会」ユースケースを実行する。 

【条件】検索条件＝研究グループ ID 

【出力情報】情報＝研究グループ 

8. アクターは、出欠状況の内容を編集する。 

【入力情報】出欠状況 

9. システムは次の条件で「出欠状況項目の変更」ユースケースを実行する。 

【条件】検索条件＝研究グループ ID、情報＝出欠項目、入力情報＝出欠状

況 

10. アクターは、更新されたグループ基本情報編集画面を閲覧する。 

代替フロー なし 

備考  出欠状況情報の具体的な内容は画面で定義される 
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項目 内容 

ユースケース ID  
シナリオ種

類 
include シナリオ 

ユースケース名 情報の登録 

概要 情報を登録するシナリオ 

アクター システム 

事前条件 なし 

事後条件 なし 

基本フロー 

1. システムは、与えられた情報を登録する。 

【入力情報】情報 

2. システムは、1 で登録した結果を返す。 

【出力情報】登録結果 

代替フロー  

備考 
 情報は別途定義する 

 更新情報は主シナリオで定義する 
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項目 内容 

ユースケース ID  
シナリオ種

類 
include シナリオ 

ユースケース名 情報の更新 

概要 情報を更新するシナリオ 

アクター システム 

事前条件 なし 

事後条件 なし 

基本フロー 

1. システムは、与えられた検索条件および情報で更新する。 

【入力情報】検索条件、情報 

2. システムは、1 で更新した結果を返す。 

【出力情報】更新結果 

代替フロー  

備考 

 検索条件は別途定義する 

 情報は別途定義する 

 更新情報は主シナリオで定義する 
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項目 内容 

ユースケース ID  
シナリオ種

類 
include シナリオ 

ユースケース名 情報の削除 

概要 情報を削除するシナリオ 

アクター システム 

事前条件 なし 

事後条件 なし 

基本フロー 

1. システムは、与えられた検索条件を元に、情報を削除する。 

【入力情報】検索条件 

2. システムは、1 で削除した結果を返す。 

【出力情報】削除結果 

代替フロー  

備考  検索条件は別途定義する 
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項目 内容 

ユースケース ID  
シナリオ種

類 
include シナリオ 

ユースケース名 情報の照会 

概要 情報を照会するシナリオ 

アクター システム 

事前条件 なし 

事後条件 なし 

基本フロー 

1. システムは、与えられた検索条件を元に、情報を検索する。 

【入力情報】検索条件 

2. システムは、1 で取得した情報を返す。 

【出力情報】情報 

代替フロー  

備考 
 検索条件は別途定義する 

 情報は別途定義する 
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項目 内容 

ユースケース ID  
シナリオ種

類 
主シナリオ 

ユースケース名 利用者のログイン 

概要 利用者がログインするシナリオ 

アクター 利用者 

事前条件 
 利用者がログアウトしている 

 ログイン画面が表示されている 

事後条件  利用者がログインしている 

基本フロー 

25. アクターは、入力情報を入力しログインボタンを押下する。 

【入力情報】メールアドレス、パスワード 

26. ◆システムは、次の条件で「ログイン」ユースケースを実行する。 

【条件】ユーザ名＝入力情報（メールアドレス）、パスワード＝入力情報

（入力情報） 

もし、ログインに失敗した場合は、事前条件に戻る 

27. システムは、利用者マイページ画面を表示する。 

代替フロー  

備考  
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項目 内容 

ユースケース ID （ユースケース ID と同じ） 
シナリオ種

類 
主シナリオ 

ユースケース名 外部グループ管理者の招待 

概要 外部グループ管理者を招待するシナリオ 

アクター グループ管理者 

事前条件  外部グループ作成招待画面が表示されている 

事後条件  外部グループの管理者が招待されている 

基本フロー 

1. アクターは、入力情報を入力し、招待するボタンを押下する。 

【入力情報】メールアドレス 

2. システムは、招待者にメールを送信する。 

◆システムは、次の条件で「情報の登録」ユースケースを実行する。 

【更新情報】ユーザ 

◆システムは、次の条件で「メールの送信」ユースケースを実行する 

【条件】件名＝別途定義、送信先＝入力情報、内容＝別途定義 

3. システムは、利用者マイページ画面を表示する。 

4. アクターは、外部グループの管理者が招待されたことを確認する。 

代替フロー  

備考  
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項目 内容 

ユースケース ID （ユースケース ID と同じ） 
シナリオ種

類 
主シナリオ 

ユースケース名 子グループ管理者の招待 

概要 子グループ管理者を招待するシナリオ 

アクター グループ管理者 

事前条件  子グループ作成招待画面が表示されている 

事後条件  子グループの管理者が招待されている 

基本フロー 

1. アクターは、入力情報を入力し、招待するボタンを押下する。 

【入力情報】メールアドレス 

2. システムは、招待者にメールを送信する。 

◆システムは、次の条件で「情報の登録」ユースケースを実行する。 

【更新情報】ユーザ 

◆システムは、次の条件で「メールの送信」ユースケースを実行する 

【条件】件名＝別途定義、送信先＝入力情報、内容＝別途定義 

3. システムは、利用者マイページ画面を表示する。 

4. アクターは、子グループの管理者が招待されたことを確認する。 

代替フロー  

備考  
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項目 内容 

ユースケース ID （ユースケース ID と同じ） 
シナリオ種

類 
主シナリオ 

ユースケース名 利用者の登録 

概要 利用者を登録するシナリオ 

アクター 利用者 

事前条件  システムの利用者に招待するメールが届いている 

事後条件 
 利用者が登録されている 

 利用者マイページ画面が表示されている 

基本フロー 

1. アクターは、メールに記載されているリンクを押下する。 

2. システムは、利用者情報編集画面を表示する。 

3. アクターは、利用者情報を入力する。 

【入力情報】利用者情報 

4. アクターは、登録ボタンを押下する。 

もし、入力情報が正しくない場合は、8 へ戻る。 

5. ◆システムは、次の条件で「情報の登録」ユースケースを実行する。 

【条件】情報＝利用者情報 

【更新情報】ユーザ 

6. アクターは、利用者情報が登録されたことを確認する。 

代替フロー  

備考  利用者情報は画面で定義する 
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項目 内容 

ユースケース ID  
シナリオ種

類 
主シナリオ 

ユースケース名 利用者の削除 

概要 利用者を削除するシナリオ 

アクター 利用者 

事前条件  利用者情報管理画面が表示されている 

事後条件  利用者が削除されている 

基本フロー 

1. アクターは、削除ボタンを押下する。 

2. システムは、確認画面を表示する。 

3. アクターは、はいボタンを押下する。 

【入力情報】ユーザ ID 

もし、いいえボタンが押下された場合、事前条件に戻る。 

4. ◆システムは、次の条件で「情報の削除」ユースケースを実行する。 

【条件】検索条件＝ユーザ ID、情報＝ユーザ 

【更新情報】ユーザ 

5. システムは、利用者が削除されたことを表示する。 

代替フロー  

備考 

 利用者を削除するとユーザ情報のみ削除される 

 削除対象がグループ管理者の場合、所属するグループに他にグループ管理

者がいない場合は、削除できない 
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項目 内容 

ユースケース ID （ユースケース ID と同じ） 
シナリオ種

類 
主シナリオ 

ユースケース名 利用者の招待 

概要 利用者を招待するシナリオ 

アクター グループ管理者 

事前条件  利用者招待画面が表示されている 

事後条件  利用者が招待されている 

基本フロー 

1. アクターは、入力情報を入力し、利用者の招待ボタンを押下する。 

【入力情報】メールアドレス、権限、区分 

2. システムは、招待者にメールを送信する。 

◆システムは、次の条件で「情報の登録」ユースケースを実行する。 

【更新情報】ユーザ 

3. アクターは、利用者が招待されたことを確認する。 

代替フロー  

備考  
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項目 内容 

ユースケース ID  
シナリオ種

類 
主シナリオ 

ユースケース名 利用者情報の閲覧 

概要 利用者情報を閲覧するシナリオ 

アクター 利用者 

事前条件  利用者マイページ画面が表示されている 

事後条件  利用者情報が表示されている 

基本フロー 

1. アクターは、リンクを押下する。 

2. システムは、利用者情報管理画面を表示する。 

◆システムは次の条件で「情報の照会」ユースケースを実行し、得られた

結果を表示する。 

【条件】検索条件＝ユーザ ID 

【出力情報】利用者情報 

3. アクターは、利用者情報を閲覧する。 

代替フロー  

備考  利用者情報の具体的な内容は画面で定義される 
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項目 内容 

ユースケース ID  
シナリオ種

類 
主シナリオ 

ユースケース名 利用者情報の変更 

概要 利用者の情報を変更するシナリオ 

アクター 利用者 

事前条件  利用者情報管理画面が表示されている 

事後条件  利用者情報が変更されている 

基本フロー 

1. アクターは、編集ボタンを押下する。 

2. システムは、利用者情報編集画面を表示する。 

【出力情報】利用者情報 

3. アクターは、入力情報を変更する。 

【入力情報】利用者情報 

4. アクターは、更新ボタンを押下する。 

5. システムは、次の条件で「情報の更新」ユースケースを実行する。 

【条件】検索条件＝ユーザ ID、情報＝ユーザ 

6. アクターは、利用者情報の変更を確認する。 

代替フロー  

備考  利用者情報は画面で定義する 
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項目 内容 

ユースケース ID  
シナリオ種

類 
Include シナリオ 

ユースケース名 メールの送信 

概要 メールを送信するシナリオ 

アクター システム 

事前条件 なし 

事後条件 なし 

基本フロー 

7. アクターは、与えられた情報を検証する。 

【入力情報】件名、送信先、内容 

もし、入力情報が正しくない場合は、（アクターは）その旨を返す。 

8. アクターは、与えられた情報をもとにメールを送信する。 

9. アクターは、メール送信の結果を返す。 

代替フロー  

備考  送信先は主シナリオで与える 
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項目 内容 

ユースケース ID  
シナリオ種

類 
主シナリオ 

ユースケース名 プッシュド論文の閲覧 

概要 プッシュド論文を閲覧するシナリオ 

アクター 利用者 

事前条件 
 利用者マイページ画面が表示されている 

 マイ論文リストにプッシュド論文が登録されている 

事後条件  論文詳細閲覧画面が表示されている 

基本フロー 

28. アクターは、お勧め論文のリンクを押下する。 

【入力情報】論文 ID、ユーザ ID、グループ ID 

29. システムは、論文詳細閲覧画面を表示する。 

◆システムは次の条件で「情報の照会」ユースケースを実行し、得られた

結果を表示する。 

【条件】検索条件＝論文 ID、グループ ID、ユーザ ID 

【出力情報】論文基本情報、タグ、論文付加情報、未既読履歴、マイ論文

リスト名 

30. アクターは、プッシュド論文の情報を閲覧する。 

代替フロー  

備考 
 論文基本情報、論文付加情報の具体的な内容は画面で定義される 

 論文基本情報は論文、キーワード、著者からなる情報である 
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項目 内容 

ユースケース ID  
シナリオ種

類 
主シナリオ 

ユースケース名 論文関係の閲覧 

概要 論文関係を閲覧するシナリオ 

アクター 利用者 

事前条件  関係情報可視化画面が表示されている 

事後条件  可視化マップが表示されている 

基本フロー 
31. アクターは、閲覧したい論文の関係を入力する。 

32. アクターは、論文関係を示す可視化マップを閲覧する。 

代替フロー 

1A:アクターが、指定したキーワード･タグ･著者に関する論文の関係のみを

閲覧したい場合 

(1) アクターは、キーワード･タグ･著者を選択する 

【入力情報】キーワード ID･タグ ID･著者 ID 

(2) アクターは、この単語を中心に可視化ボタンを押下する。 

(3) システムは、可視化マップを表示する 

◆システムは次の条件で「情報の照会」ユースケースを実行し、得られた

結果を表示する。 

【条件】検索条件＝キーワード ID･タグ ID･著者 ID 

【出力情報】可視化マップ 

1B:アクターが、任意の論文の持つキーワード･タグ･著者を閲覧したい場合 

(1) アクターは、ノードを押下する。 

(2) システムは、アクターがどの論文を指定しているかを示す 

(3) アクターは、キーワードを表示･タグを表示･著者を表示ボタンを押下する。 

(4) ◆システムは、次の条件で「情報の照会」ユースケースを実行し、得られ

た結果を表示する。 

【条件】検索条件＝キーワード ID･タグ ID･著者 ID 

【出力情報】可視化マップ 

備考 
 可視化マップの具体的な内容は画面で定義する 

 1B(2)のアクターがどの論文を指定しているか示す方法は画面で定義する 
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項目 内容 

ユースケース ID  
シナリオ種

類 
主シナリオ 

ユースケース名 論文の登録 

概要 論文を登録するシナリオ 

アクター 利用者 

事前条件  関係情報可視化画面が表示されている 

事後条件 
 論文が登録されている 

 論文詳細情報閲覧画面が表示されている 

基本フロー 

33. アクターは、入力情報を入力する 

【入力情報】論文の URL 

34. システムは、論文基本情報編集画面を表示する。 

◆システムは次の条件で「論文基本情報の取得」ユースケースを実行し、

得られた結果を表示する。 

【入力情報】情報＝論文の URL 

【出力情報】論文基本情報 

35. アクターは、入力情報を変更する。 

【入力情報】論文基本情報 

36. アクターは、登録ボタンを押下する。 

37. ◆システムは、次の条件で「情報の登録」ユースケースを実行する。 

【条件】情報＝論文基本情報 

【更新情報】論文基本情報 

38. アクターは、登録を確認する。 

代替フロー  

備考  論文基本情報は論文、キーワード、著者からなる情報である 
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項目 内容 

ユースケース ID  
シナリオ種

類 
主シナリオ 

ユースケース名 論文基本情報の変更 

概要 論文基本情報を変更するシナリオ 

アクター 利用者 

事前条件  論文詳細閲覧画面が表示されている 

事後条件  論文情報の基本情報が変更されている 

基本フロー 

1. アクターは、基本情報編集ボタンを押下する。 

【入力情報】論文 ID 

2. システムは、論文基本情報編集画面を表示する。 

◆システムは次の条件で「情報の照会」ユースケースを実行し、得られた

結果を表示する。 

【条件】検索条件＝論文 ID 

【出力情報】論文基本情報 

3. アクターは、入力情報を変更する。 

【入力情報】論文基本情報 

4. アクターは、決定ボタンを押下する。 

5. ◆システムは、次の条件で「情報の更新」ユースケースを実行する。 

【条件】検索条件＝論文 ID、情報＝論文基本情報 

【更新情報】論文基本情報 

6. システムは、論文詳細閲覧画面を表示する。 

◆システムは次の条件で「情報の照会」ユースケースを実行し、得られた

結果を表示する。 

【条件】検索条件＝論文 ID、グループ ID、ユーザ ID 

【出力情報】論文基本情報、タグ、論文付加情報、未既読履歴、マイ論文

リスト 

7. アクターは、変更を確認する。 

代替フロー  

備考 
 論文基本情報、論文付加情報の具体的な内容は画面で定義される 

 論文基本情報は論文、キーワード、著者からなる情報である 
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項目 内容 

ユースケース ID  
シナリオ種

類 
主シナリオ 

ユースケース名 論文の情報の閲覧 

概要 論文の情報を閲覧するシナリオ 

アクター 利用者 

事前条件 

 個人情報閲覧画面が表示されている 

 関係情報可視化画面が表示されている 

 システム内検索・一覧結果画面が表示されている 

事後条件  論文詳細閲覧画面が表示されている 

基本フロー 

1. アクターは、各画面から論文詳細閲覧画面へ遷移するボタン･リンクを押

下する。 

【入力情報】論文 ID、ユーザ ID、グループ ID 

2. システムは、論文詳細閲覧画面を表示する。 

◆システムは次の条件で「情報の照会」ユースケースを実行し、得られた

結果を表示する。 

【条件】検索条件＝論文 ID、グループ ID、ユーザ ID 

【出力情報】論文基本情報、タグ、論文付加情報、未既読履歴、マイ論文

リスト名 

3. アクターは、論文の情報を閲覧する。 

代替フロー  

備考 
 論文基本情報、論文付加情報の具体的な内容は画面で定義される 

 論文基本情報は論文、キーワード、著者からなる情報である 
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項目 内容 

ユースケース ID  
シナリオ種

類 
主シナリオ 

ユースケース名 タグ情報の変更 

概要 タグ情報を変更するシナリオ 

アクター 利用者 

事前条件  論文詳細情報閲覧画面が表示されている 

事後条件  タグ情報が変更されている 

基本フロー 

1. アクターは、編集ボタンを押下する。 

2. システムは、編集のための画面を表示する。 

3. アクターは、タグ情報を変更する。 

【入力情報】タグ 

4. アクターは、変更を確認する。 

代替フロー 

3A. アクターがタグ情報を追加する場合 

(1) アクターは入力情報を入力する。 

【入力情報】タグ 

(2) アクターは、登録ボタンを押下する。 

(3) ◆システムは、次の条件で「情報の登録」ユースケースを実行する。 

【条件】情報＝タグ 

【更新情報】タグ 

3B. アクターがタグ情報を削除する場合 

(1) アクターは、削除ボタンを押下する。 

【入力情報】タグ ID 

(2) ◆システムは、次の条件で「情報の削除」ユースケースを実行する。 

【条件】検索条件＝タグ ID、情報＝タグ情報 

【更新情報】タグ 

備考  

 



 

88 

© 2009 iCafe, University of Tsukuba. 

項目 内容 

ユースケース ID  
シナリオ種

類 
主シナリオ 

ユースケース名 未既読状態項目の設定 

概要 論文情報の未既読状態項目を変更するシナリオ 

アクター グループ管理者 

事前条件  グループ基本情報閲覧画面が表示されている 

事後条件  未既読状態項目が変更されている 

基本フロー 

1. アクターは、編集ボタンを押下する。 

【入力情報】グループ ID 

2. システムは、グループ基本情報編集画面を表示する。 

◆システムは次の条件で「情報の照会」ユースケースを実行し、得られた

結果を表示する。 

【条件】検索条件＝論文 ID、グループ ID 

【出力情報】グループ、未既読状態項目 

3. アクターは、編集ボタンを押下する。 

4. アクターは、入力情報を変更する。 

【入力情報】未既読状態項目 

5. アクターは、決定ボタンを押下する。 

6. ◆システムは、次の条件で「情報の更新」ユースケースを実行する。 

【条件】検索条件＝未既読状態項目 ID、情報＝未既読状態項目 

【更新情報】未既読状態項目 

7. システムは、グループ基本情報閲覧画面を表示する。 

◆システムは次の条件で「情報の照会」ユースケースを実行し、得られた

結果を表示する。 

【条件】検索条件＝論文 ID、グループ ID 

【出力情報】グループ、未既読状態項目 

8. アクターは、設定内容を確認する。 

代替フロー 

3A.アクターが未既読状態項目を追加したい場合 

(1) アクターは、入力情報を入力する 

【入力情報】未既読状態項目 

(2) アクターは、追加ボタンを押下する。 

(3) ◆システムは、次の条件で「情報の登録」ユースケースを実行する。 

【条件】情報＝未既読状態項目 

【更新情報】未既読状態項目 

(4) アクターは、登録を確認する。 
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3B.アクターが未既読状態項目を削除したい場合 

(1) アクターは、削除ボタンを押下する 

【入力情報】未既読状態項目 

(2) ◆システムは、次の条件で「情報の削除」ユースケースを実行する。 

【条件】検索条件＝未既読状態項目 ID、情報＝未既読状態項目 

【更新情報】未既読状態項目 

アクターは、削除を確認する。 

備考  
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項目 内容 

ユースケース ID  
シナリオ種

類 
主シナリオ 

ユースケース名 論文付加情報の変更 

概要 論文情報の付加情報を変更するシナリオ 

アクター 利用者 

事前条件  論文詳細閲覧画面が表示されている 

事後条件  論文情報の付加情報が変更されている 

基本フロー 

1. アクターは、付加情報編集ボタンを押下する。 

【入力情報】論文 ID 

2. システムは、論文付加情報編集画面を表示する。 

◆システムは次の条件で「情報の照会」ユースケースを実行し、得られた

結果を表示する。 

【条件】検索条件＝論文 ID 

【出力情報】論文付加情報 

3. アクターは、入力情報を変更する。 

【入力情報】論文付加情報 

4. アクターは、決定ボタンを押下する。 

5. ◆システムは、次の条件で「情報の更新」ユースケースを実行する。 

【条件】検索条件＝論文 ID、情報＝論文付加情報 

【更新情報】論文付加情報 

6. システムは、論文詳細閲覧画面を表示する。 

◆システムは次の条件で「情報の照会」ユースケースを実行し、得られた

結果を表示する。 

【条件】検索条件＝論文 ID、グループ ID、ユーザ ID 

【出力情報】論文基本情報、タグ、論文付加情報、未既読履歴、マイ論文

リスト 

7. アクターは、変更を確認する。 

代替フロー  

備考 
 論文基本情報、論文付加情報の具体的な内容は画面で定義される 

 論文基本情報は論文、キーワード、著者からなる情報である 
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項目 内容 

ユースケース ID  
シナリオ種

類 
主シナリオ 

ユースケース名 論文付加情報項目の設定 

概要 論文情報の付加情報項目を変更するシナリオ 

アクター グループ管理者 

事前条件  グループ基本情報閲覧画面が表示されている 

事後条件  論文付加情報項目が変更されている 

基本フロー 

1. アクターは、編集ボタンを押下する。 

【入力情報】グループ ID 

2. システムは、グループ基本情報編集画面を表示する。 

◆システムは次の条件で「情報の照会」ユースケースを実行し、得られた

結果を表示する。 

【条件】検索条件＝論文 ID、グループ ID 

【出力情報】グループ、論文付加情報項目 

3. アクターは、編集ボタンを押下する。 

4. アクターは、入力情報を変更する。 

【入力情報】論文付加情報項目 

5. アクターは、決定ボタンを押下する。 

6. ◆システムは、次の条件で「情報の更新」ユースケースを実行する。 

【条件】検索条件＝論文付加情報項目 ID、情報＝論文付加情報項目 

【更新情報】論文付加情報項目 

7. システムは、グループ基本情報閲覧画面を表示する。 

◆システムは次の条件で「情報の照会」ユースケースを実行し、得られた

結果を表示する。 

【条件】検索条件＝論文 ID、グループ ID 

【出力情報】グループ、論文付加情報項目 

8. アクターは、設定内容を確認する。 

代替フロー 

3A.アクターが論文付加情報項目を追加したい場合 

(5) アクターは、入力情報を入力する 

【入力情報】論文付加情報項目 

(6) アクターは、追加ボタンを押下する。 

(7) ◆システムは、次の条件で「情報の登録」ユースケースを実行する。 

【条件】情報＝論文付加情報項目 

【更新情報】論文付加情報項目 

(8) アクターは、登録を確認する。 
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3B.アクターが論文付加情報項目を削除したい場合 

(3) アクターは、削除ボタンを押下する 

【入力情報】論文付加情報項目 

(4) ◆システムは、次の条件で「情報の削除」ユースケースを実行する。 

【条件】検索条件＝論文付加情報 ID、情報＝論文付加情報項目 

【更新情報】論文付加情報項目 

(5) アクターは、削除を確認する。 

備考  
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項目 内容 

ユースケース ID  
シナリオ種

類 
主シナリオ 

ユースケース名 マイ論文リストへ論文の登録 

概要 マイ論文リストへ論文の登録するシナリオ 

アクター 利用者 

事前条件  論文詳細閲覧画面が表示されている 

事後条件  論文がマイ論文リストに登録された旨のメッセージが表示されている 

基本フロー 

1. アクターは、入力情報を選択する。 

【入力情報】マイ論文リスト名 

2. アクターは、マイ論文リストへ登録ボタンを押下する。 

【入力情報】論文 ID 

3. ◆システムは、次の条件で「情報の登録」ユースケースを実行する。 

【条件】情報＝論文 ID、マイ論文リスト名 ID、ユーザ ID 

【更新情報】マイ論文リスト 

4. システムは、登録が完了した旨のメッセージを表示する。 

5. アクターは、登録を確認する。 

代替フロー  

備考  
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項目 内容 

ユースケース ID  
シナリオ種

類 
主シナリオ 

ユースケース名 マイ論文リストから論文の削除 

概要 マイ論文リストから論文を削除するシナリオ 

アクター 利用者 

事前条件  マイ論文リスト画面が表示されている 

事後条件  論文がマイ論文リストから削除されている 

基本フロー 

1. アクターは、リストから削除ボタンを押下する。 

【入力情報】マイ論文リスト ID 

2. システムは、次の条件で「情報の削除」ユースケースを実行する。 

【条件】情報＝マイ論文リスト ID 

【更新情報】マイ論文リスト 

3. システムは、マイ論文リスト画面を表示する。 

◆システムは次の条件で「情報の照会」ユースケースを実行し、得られた

結果を表示する。 

【条件】検索条件＝マイ論文リスト名 ID、マイ論文リスト ID 

【出力情報】マイ論文リスト名、マイ論文リスト 

4. アクターは、削除を確認する。 

代替フロー  

備考  
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項目 内容 

ユースケース ID  
シナリオ種

類 
主シナリオ 

ユースケース名 マイ論文リストへリストの登録 

概要 マイ論文リストへリストを登録するシナリオ 

アクター 利用者 

事前条件  マイ論文リスト画面が表示されている 

事後条件  リストがマイ論文リストに登録されている 

基本フロー 

1. アクターは、入力情報を入力する。 

【入力情報】マイ論文リスト名 

2. アクターは、リストを追加ボタンを押下する。 

3. ◆システムは、次の条件で「情報の登録」ユースケースを実行する。 

【条件】情報＝マイ論文リスト名 

【更新情報】マイ論文リスト名 

4. システムは、マイ論文リスト画面を表示する。 

◆システムは次の条件で「情報の照会」ユースケースを実行し、得られた

結果を表示する。 

【条件】検索条件＝マイ論文リスト名 ID、マイ論文リスト ID 

【出力情報】マイ論文リスト名、マイ論文リスト 

5. アクターは、登録を確認する。 

代替フロー  

備考  
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項目 内容 

ユースケース ID  
シナリオ種

類 
主シナリオ 

ユースケース名 マイ論文リストからリストの削除 

概要 マイ論文リストからリストを削除するシナリオ 

アクター 利用者 

事前条件  マイ論文リスト画面が表示されている 

事後条件  リストがマイ論文リストから削除されている 

基本フロー 

1. アクターは、リストを削除ボタンを押下する。 

【入力情報】マイ論文リスト名 ID 

2. ◆システムは、次の条件で「情報の削除」ユースケースを実行する。 

【条件】情報＝マイ論文リスト名 ID 

【更新情報】マイ論文リスト名 

3. システムは、マイ論文リスト画面を表示する。 

◆システムは次の条件で「情報の照会」ユースケースを実行し、得られた

結果を表示する。 

【条件】検索条件＝マイ論文リスト名 ID、マイ論文リスト ID 

【出力情報】マイ論文リスト名、マイ論文リスト 

4. アクターは、削除を確認する。 

代替フロー  

備考  
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研究活動支援グループウェア「WeVey」 

画面遷移図 
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研究活動支援グループウェア「WeVey」 

画面定義書 
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システム名 WeVey 画面名 グループ状況閲覧画面 画面 ID  

画面概要 グループの状況を閲覧する画面 

 

画面構成 

 

 

画面 

項目 

ID 

項目名 項目種別 初期値 入力値チェック 備考 

1 グループ選択 
コンボボッ

クス 
- - 

表示グループを変

更する。 

2 ユーザ名 リンク   画面遷移する 

3 
「グループ名」グル

ープ情報へ 
リンク   画面遷移する 

4 更新履歴 
テキストボ

ックス 
  

グループの更新履

歴が表示される 

① 

② 
⑤ 

⑥ 

⑦ 

⑧ 

③ 

④ 

⑨ 
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5 グラフ表示期間変更 ボタン   
グラフ表示を変更

する 

6 未既読情報 
コンボボッ

クス 
  

グラフ表示を変更

する 

7 
グループへのアドバ

イス作成 
ボタン   画面遷移する 

8 
グループ共有ファイ

ル一覧 
リンク    

9 ファイルをドロップ     
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システム名 WeVey 画面名 アドバイス作成画面 画面 ID  

画面概要 アドバイスを作成する画面 

 

画面構成 

 

 

画面 

項目 

ID 

項目名 項目種別 初期値 入力値チェック 備考 

1 関連ファイル 
イメージリ

ンク 
  

新しいウィンドウ

を開く 

2 ファイルをドロップ  - -  

3 アドバイス内容 
テキストボ

ックス 
   

4 
グループで共有しな

い 

ラジオボタ

ン 
  

個人へのアドバイ

スのときのみ表示

される 

① ② 

⑤ ④ 

③ 
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5 アドバイス送信 ボタン   画面遷移する 
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システム名 WeVey 画面名 個人情報閲覧画面 画面 ID  

画面概要 個人情報を閲覧する画面 

 

画面構成 

 

① ② ④ 

⑤ ⑥ 
⑦ 

③ 

⑨ 
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画面 

項目 

ID 

項目名 項目種別 初期値 入力値チェック 備考 

1 自画像ファイル 画像 - -  

2 参加グループ リンク   

画面遷移する 

(利用者マイページ

の左上にあるイン

タフェースと同様) 

3 
興味のあるキーワー

ド 
リンク   画面遷移する 

4 選択情報提示 リンク    

5 大項目 
コンボボッ

クス 
  

グラフ表示を変更

する(論文・議事

録・アドバイス) 

6 小項目 コンボボッ   グラフ表示を変更
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クス する(論文の場合：

未既読状態、議事録

の場合：個人ミーテ

ィング・グループミ

ーティング、アドバ

イスの場合：個人・

グループ) 

7 グラフ表示期間変更 ボタン   
グラフ表示を変更

する 

8 選択情報変更 グラフ   
選択情報を変更す

る 
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システム名 WeVey 画面名 システム内検索・一覧画面 画面 ID  

画面概要 システム内検索および一覧表示を行う画面 

 

画面構成 

 

 

画面 

項目 

ID 

項目名 項目種別 初期値 入力値チェック 備考 

1 
検索テキストボック

ス 

テキストボ

ックス 
- -  

2 検索 ボタン   画面遷移する 

3 論文検索範囲選択 
コンボボッ

クス 
  

全ての論文・マイ論

文リスト内 

4 
アクティブグループ

選択 
リンク   

画面遷移する(利用

者マイページの左

上にあるインタフ

① 
② 

③ 
④ 

⑤ ⑥ 
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ェースと同様) 

5 一覧表示選択 
コンボボッ

クス 
  

論文・議事録・アド

バイス 

6 一覧表示 ボタン   画面遷移する 
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システム名 WeVey 画面名 システム内検索・一覧結果画

面 

画面 ID  

画面概要 システム内検索および一覧の結果を表示する画面 

 

画面構成 

 

① 
② 

③ 

④ 

⑤ 

⑥ 
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⑦ 

⑧ 
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もっと見るボタンを押した場合 

 

画面 

項目 

ID 

項目名 項目種別 初期値 入力値チェック 備考 

1 
検索テキストボック

ス 

テキストボ

ックス 
- - 

検索クエリを保持

する 

2 検索 ボタン   画面遷移する 

3 論文 リンク   画面遷移する 

4 論文もっと見る リンク    

5 アドバイス リンク   画面遷移する 

6 
アドバイスもっと見

る 
リンク    

7 議事録 リンク   画面遷移する 

8 議事録もっと見る リンク    
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システム名 WeVey 画面名 アドバイス閲覧画面 画面 ID  

画面概要 アドバイスを閲覧する画面 

 

画面構成 

 

 

画面 

項目 

ID 

項目名 項目種別 初期値 入力値チェック 備考 

1 タイトル  - -  

2 アドバイス内容 
テキストボ

ックス 
   

3 
グループで共有しな

い 

ラジオボタ

ン 
  

個人へのアドバイ

スの場合のみ表示

される 

4 登録日時 
テキストボ

ックス 
   

① 

② 

③ ④ 

⑤ 



 

114 

© 2009 iCafe, University of Tsukuba. 

5 関連ファイル 
イメージリ

ンク 
  

新しいウィンドウ

を開く 

 



 

115 

© 2009 iCafe, University of Tsukuba. 

システム名 WeVey 画面名 議事録閲覧画面 画面 ID  

画面概要 議事録を閲覧する画面 

 

画面構成 

 

 

画面 

項目 

ID 

項目名 項目種別 初期値 入力値チェック 備考 

1 分類  - -  

2 参加者 
テキストボ

ックス 
   

3 発表者 
テキストボ

ックス 
   

4 アドバイス内容 
テキストボ

ックス 
   

5 編集 ボタン   画面遷移する 

① 

② 

③ 

④ 

⑤ 
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システム名 WeVey 画面名 議事録編集画面 画面 ID  

画面概要 議事録を編集する画面 

 

画面構成 

 

 

画面 

項目 

ID 

項目名 項目種別 初期値 入力値チェック 備考 

1 グループ選択 
コンボボッ

クス 
- -  

2 
ミーティング種類選

択 

ラジオボタ

ン 
   

3 ファイルをドロップ     

4 年月日 
テキストボ

ックス 
   

5 場所 テキストボ    

① 

② 

⑤ 

③ 

④ 

⑥ 

⑦ 

⑧ 
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ックス 

6 参加者 
テキストボ

ックス 
   

7 発表者 
テキストボ

ックス 
   

8 内容 
テキストボ

ックス 
   

9 決定 ボタン    
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システム名 WeVey 画面名 グループ基本情報閲覧画面 画面 ID  

画面概要 グループの基本情報を閲覧する画面 

 

画面構成 

 

 

① 

② 
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画面 

項目 

ID 

項目名 項目種別 初期値 入力値チェック 備考 

1 
グループ基本情報・

設定項目の編集 
ボタン - - 画面遷移する 

2 
新しいメンバーの招

待 
ボタン - - 画面遷移する 
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システム名 WeVey 画面名 グループ基本情報編集画面 画面 ID  

画面概要 グループの基本情報を編集する画面 

 

画面構成 

 

① 

② 

③ ④ ⑤ 

⑥ 
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⑦ ⑧ ⑨ 

⑩ 

⑪ ⑫ 
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画面 

項目 

ID 

項目名 項目種別 初期値 入力値チェック 備考 

1 グループ趣旨 
テキストエ

リア 
なし - - 

2 グループ趣旨決定 ボタン - - 画面遷移する 

3 メンバー削除 ボタン - - - 

4 権限 
コンボボッ

クス 
一般 - 

「一般」「グループ

管理者」が選択肢 

5 区分 
コンボボッ

クス 
学生 - 

「学生」「教員」が

選択肢 

6 メンバー一覧決定 ボタン - - 画面遷移する 

7 削除 ボタン - - 
「未既読状態の設

定項目」「負荷情報

⑬ 
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項目の設定」の UI

も同様（以下※1） 

8 決定 ボタン - - 

※1 

編集ボタンが押下

されると項目が編

集できるようにな

ると同時にボタン

の表示が変わる 

9 編集項目名 
テキストボ

ックス 
- - ※1 

10 編集 ボタン - - ※1 

11 新規項目名 
テキストボ

ックス 
空白 - ※1 

12 追加 ボタン - - ※1 

13 グループ情報削除 ボタン - - 画面遷移する 
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システム名 WeVey 画面名 グループ登録画面 画面 ID  

画面概要 新しくグループを登録する画面 

 

画面構成 

 

 

画面 

項目 

ID 

項目名 項目種別 初期値 入力値チェック 備考 

1 グループ名 
テキストボ

ックス 
なし - - 

2 グループ趣旨 
テキストエ

リア 
なし - - 

3 メールアドレス 
テキストボ

ックス 
なし 003 - 

4 登録 ボタン - - 画面遷移する 

 

① 

② 

③ 
④ 
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システム名 WeVey 画面名 マイ論文リスト画面 画面 ID  

画面概要 マイ論文リストを管理する画面 

 

画面構成 

 

 

 

画面 

項目 

ID 

項目名 項目種別 初期値 入力値チェック 備考 

1 リスト名 
テキストボ

ックス 
なし - - 

2 リストを追加 ボタン - - 

画面項目 1 の内容

がリストとして登

録される 

3 リストを削除 ボタン - - 
ボタンの配置が対

忚するリストを削

① ② 

③ 

④ ⑤ 

⑥ 
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除する 

4 論文のタイトル リンク - - 画面を遷移する 

5 リストから削除 ボタン - - 

ボタンの配置が対

忚する論文をリス

トから削除する 

6 リスト名 ラベル - - 

システムに登録さ

れた順序で表示さ

れる。ただし、「他

利用者があなたに

推薦する論文」が常

に一番下に表示さ

れ、その上に「興味

のあるキーワード

が登録されている

論文」が表示され

る。 
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システム名 WeVey 画面名 ログイン画面 画面 ID  

画面概要 ログインする際に利用する画面 

 

画面構成 

 

 

画面 

項目 

ID 

項目名 項目種別 初期値 入力値チェック 備考 

1 メールアドレス 
テキスト 

ボックス 
なし 003 - 

2 パスワード 
テキスト 

ボックス 
なし 002 - 

3 ログイン ボタン - - 画面遷移する 

 

②  ① 

③ 
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システム名 WeVey 画面名 外部グループ作成招待画面 画面 ID  

画面概要 外部グループを作る利用者を招待する画面 

 

画面構成 

 

 

画面 

項目 

ID 

項目名 項目種別 初期値 入力値チェック 備考 

1 メールアドレス 
テキストボ

ックス 
なし 003 - 

2 区分 
コンボボッ

クス 
学生  

選択肢は「学生」「教

員」 

3 招待する ボタン - - 画面遷移する 

 

② 

① 
③ 
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システム名 WeVey 画面名 関係情報可視化画面 画面 ID  

画面概要 論文の関係を可視化する可視化マップを表示する画面 

 

画面構成 

 

 

⑮ ⑯ 
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画面構成 

 

 

画面 

項目 

ID 

項目名 項目種別 初期値 入力値チェック 備考 

1 キーワード 
コンボボッ

クス 
なし - - 

2 タグ 
コンボボッ

クス 
なし - - 

3 著者 
コンボボッ

クス 
なし - - 

4 
この単語を中心に可

視化 
ボタン - - 

画面項目 1,2,3 の内

容に関係する論文

の関係を画面項目

14 に表示する 

① 

②  

③ 

⑤ ④ 

⑧ 

⑦ 

⑥ 

⑨ 
⑩ 

⑫ 

⑪ 

⑬ 

⑭ 
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5 初期化 ボタン - - 
画面項目 14 の内容

を初期値にする 

6 ノード Flash - - 

論文を示す。キーと

なるノードは赤色

で示される。 

7 矢印 Flash - - 
現在の選択されて

いるノードを示す 

8 キーワードを表示 ボタン - - 

画面項目 7 で示さ

れる論文のキーワ

ードを画面項目 11

に示す 

9 タグを表示 ボタン - - 

画面項目 7 で示さ

れる論文のタグ情

報を画面項目 11 に

示す 

10 著者を表示 ボタン - - 

画面項目 7 で示さ

れる論文の著者を

画面項目 11 に示す 

11 吹き出し Flash なし - 

画面項目 8,9,10 が

押下された際、対忚

する内容を表示す

る 

12 論文の情報 
テキストエ

リア 
なし - 

画面項目 7 で示さ

れる論文の情報を

表示する 

13 論文名 リンク - - 画面遷移する 

14 可視化マップ Flash 

グループで

扱う全ての

論文の関係

を表示する 

- - 

15 論文の URL 
テキストボ

ックス 
なし - - 

16 登録 ボタン - - 画面遷移する 
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システム名 WeVey 画面名 子グループ作成招待画面 画面 ID  

画面概要 子グループを作る利用者を招待する画面 

 

画面構成 

 

 

画面 

項目 

ID 

項目名 項目種別 初期値 入力値チェック 備考 

1 メールアドレス 
テキストボ

ックス 
なし 003 - 

2 区分 
コンボボッ

クス 
学生  

選択肢は「学生」「教

員」 

3 招待する ボタン - - 画面遷移する 

 

② 

① ③ 
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システム名 WeVey 画面名 利用者マイページ画面 画面 ID  

画面概要 利用者がログインをした際に表示される画面 

 

画面構成 

 

 

画面 

項目 

ID 

項目名 項目種別 初期値 入力値チェック 備考 

1 
アクティブなグルー

プ 
ラベル - - 

現在のアクティブ

なグループを示す 

2 グループ選択 リンク - - 
所属しているグル

ープが選択できる 

3 
新しいメンバーの招

待 
ボタン - - 画面遷移する 

4 個グループ作成招待 ボタン - - 画面遷移する 

5 外部グループ作成招 ボタン - - 画面遷移する 

② 

① 

③ 
④ 

⑤ 

⑥ 

⑦ 

⑧ 

⑨ 

⑩ 

⑪ 

⑫ 
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待 

6 お知らせ リンク - - 

閲覧履歴のないア

ドバイス、及び推薦

論文がある場合、リ

ンクとして表示す

る 

7 グループの更新状況 リンク - - 

所属するグループ

内での議事録、及び

論文の追加を新し

い順序で表示する 

8 お勧め論文 リンク - - 

システムが勧める

論文を新しい順序

で表示する 

9 アドバイスの閲覧 リンク - - 
アドバイスを新し

い順序で表示する 

10 推薦論文の閲覧 リンク - - 

グループ内のメン

バーが勧める論文

を新しい順序で表

示する 

11 個人情報の管理 ボタン - - 画面遷移する 

12 
興味のあるキーワー

ド 
リンク - - 画面遷移する 

 



 

136 

© 2009 iCafe, University of Tsukuba. 

システム名 WeVey 画面名 利用者情報管理画面 画面 ID  

画面概要 利用者の情報を閲覧し、編集画面に遷移できる画面 

 

画面構成 

 

 

画面 

項目 

ID 

項目名 項目種別 初期値 入力値チェック 備考 

1 編集 ボタン - - 画面遷移する 

 

① 
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システム名 WeVey 画面名 利用者情報編集画面 画面 ID  

画面概要 利用者の情報を編集する画面 

 

画面構成 

 

 

 

画面 

項目 

ID 

項目名 項目種別 初期値 入力値チェック 備考 

1 ファイル 
ファイル 

参照 
なし 004 - 

2 表示名 
テキスト 

ボックス 
なし - - 

3 パスワード 
テキストボ

ックス 
なし 002 文字を隠す 

4 パスワードの確認 テキストボ なし 002 文字を隠す 

③ 

① 

② ④ 

⑤ 

⑥ 
⑦ ⑧ 

⑨ 
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ックス 画面項目 ID：3 の

内容と同一である

必要がある 

5 メールアドレス 
テキストボ

ックス 
なし 003 - 

6 
興味のあるキーワー

ド 

テキストボ

ックス 
なし - - 

7 既存のキーワード 
コンボボッ

クス 
なし - 

すでに利用されて

いるキーワードが

選択肢 

8 表示言語 
コンボボッ

クス 
日本語 - 

「日本語」と「英語」

が選択できる 

9 決定 ボタン - - 画面遷移する 
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システム名 WeVey 画面名 利用者登録画面 画面 ID  

画面概要 招待された利用者がグループに参加する際に利用する画面 

 

画面構成 

 

 

 

画面 

項目 

ID 

項目名 項目種別 初期値 入力値チェック 備考 

1 
このグループに参加

する 
ボタン - - 画面遷移する。 

 

① 
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システム名 WeVey 画面名 利用者登録招待画面 画面 ID  

画面概要 利用者の招待をする画面 

 

画面構成 

 

 

画面 

項目 

ID 

項目名 項目種別 初期値 入力値チェック 備考 

1 権限 
コンボボッ

クス 
空白 - 

「空白」と「グルー

プ管理者」が選択で

きる 

2 区分 
コンボボッ

クス 
学生 - 

「学生」と「教員」

が選択できる 

3 メールアドレス 
テキストボ

ックス 
なし 003 - 

4 招待する ボタン - - 画面遷移する 

① ② 

③ 

④ 
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システム名 WeVey 画面名 論文基本情報編集画面 画面 ID  

画面概要 論文の基本情報を編集する画面 

 

画面構成 

 

 

画面 

項目 

ID 

項目名 項目種別 初期値 入力値チェック 備考 

1 論文名 
テキストエ

リア 
なし - - 

2 著者名 
テキストボ

ックス 
なし - - 

3 論文の URL 
テキストボ

ックス 
なし - - 

4 概要 
テキストエ

リア 
なし - - 

① 

② 

③ 

④ 

⑤ 

⑥ 
⑦ ⑧ 
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5 キーワード 
テキストボ

ックス 
なし - - 

6 決定 ボタン - - 画面遷移する 

7 キーワード一覧 
コンボボッ

クス 
- - 

グループで利用さ

れているキーワー

ドが選択できる 

8 キーワード追加 ボタン - - 

画面項目 7 の内容

が、画面項目 5 に追

加される。 
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システム名 WeVey 画面名 論文詳細閲覧画面 画面 ID  

画面概要 論文の詳細な情報を閲覧する画面 

 

画面構成 

  

 

 

 

 

画面 

項目 

ID 

項目名 項目種別 初期値 入力値チェック 備考 

1 関連ファイル リンク - - 
論文に関連するフ

ァイル 

2      

④ 

⑩ 

⑨ 

① 

⑧ 

⑦ 
⑥ 
⑤ 

③ 

⑪ ⑫ ⑬ 

⑭ ⑮ ⑯ 

⑰ 

⑱ 

⑲ ⑳ 
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3 ファイルをドロップ 
ファイルア

ップロード 
- 003 

可能であればドラ

ッグ＆ドロップに

対忚することを想

定。 

4 論文関係へ リンク - - 画面を遷移する 

5 著者名 リンク - - 画面を遷移する 

6 キーワード リンク - - 画面を遷移する 

7 基本情報編集 ボタン - - 画面を遷移する 

8 タグ リンク - - 画面を遷移する 

9 編集 ボタン - - 

矢印で示される内

容へ画面を展開す

る 

10 付加情報編集 ボタン - - 画面を遷移する 

11 ユーザ名 リンク - - 画面を遷移する 

12 未既読状態 
コンボボッ

クス 
なし - - 

13 推薦 ボタン - - 

ボタンの配置が対

忚するユーザへ、画

面で示されている

論文が推薦される 

14 削除 ボタン - - 

ボタンの配置が対

忚するタグが削除

される 

15 タグ名 
テキストボ

ックス 
なし - - 

16 登録 ボタン - - 

画面項目 15 の内容

がタグ情報として

登録され、画面の内

容が戻る 

17 リスト名 
コンボボッ

クス 
なし -  

18 
マイ論文リストへ登

録 
ボタン - - 画面遷移する 

19 タグ一覧 
コンボボッ

クス 
なし - 

タグの一覧が選択

できる。 

20 追加 ボタン - - 画面項目 19 の内容
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がタグとして登録

される。 
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システム名 WeVey 画面名 論文付加情報編集画面 画面 ID  

画面概要 論文の付加情報を編集する画面 

 

画面構成 

 

 

画面 

項目 

ID 

項目名 項目種別 初期値 入力値チェック 備考 

1 付加情報項目 ラベル なし - 

グループで設定さ

れた付加情報項目

が表示される 

2 付加情報項目の内容 
テキストエ

リア 
なし - - 

3 決定 ボタン なし - 画面遷移する 

 

① ② 

③ 
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システム

名 

WeVey 画面名 利用者情報編集画面 

（続いてグループ作成） 

画面 ID  

画面概要 招待された利用者がグループを作る前に利用者情報の編集のため利用する

画面 

 

画面構成 

 

 

 

 

 

 

画面デザインはほぼ「利用者情報編集画面」と同じ。 

ただし、ボタン名とボタンを押した際の画面遷移先が異なる。 

ボタン名は「決定」から「登録」に変更。 

画面遷移先の詳細は画面遷移図を参照。 

 

 

画

面 

項

目 

ID 

項目名 項目種別 初期値 
入力値チェッ

ク 
備考 

9 登録 ボタン - - 画面遷移する。 
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研究活動支援グループウェア「WeVey」 

ロバストネス図 
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研究活動支援グループウェア「WeVey」 

ER 図 
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研究活動支援グループウェア「WeVey」 

設計クラス図 
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研究活動支援グループウェア「WeVey」 

簡易マニュアル 
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第14章 システム機能の一覧 

分類 機能 関連するページ 

認証 ログイン 180 

利用者 マイページ 181 

利用者情報管理 183、184 

利用者情報編集 184、183 

招待（グループメンバー） 186、183 

招待（外部グループ管理者） 187、183 

招待（子グループ管理者） 188、183 

グループへ参加 189、186 

個人情報閲覧 196 

削除 193 

研究グループ 状況閲覧 191、196 

基本情報閲覧 192、193 

基本情報編集 193、192 

登録 194、187、188 

削除 193 

論文 詳細閲覧 197、203 

基本情報編集 199、197 

付加情報編集 201、197 

タグの編集 197 

論文を利用者へ推薦 197 

マイ論文リストへの追加 197 

登録 203、199 

可視化 論文関係可視化 203 

アドバイス 作成 205、191 

閲覧 207、191、214 

議事録 編集 209、191 

閲覧 211、191、214 

マイ論文リスト 作成 212 

閲覧 212 

削除 26 

検索・一覧 検索 213、214 

一覧 213、214 
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第15章 システムの画面 

15.1 ログイン画面 

 

 

システムにログインするために利用する画面です。 

システムに登録されている「電子メールアドレス」と「パスワード」を入力し、「Login」ボタンを押下してください。 

パスワードを入力しま

す。 

登録されている電子メールアドレスを入力しま

す。 

ログインします。「利用者マイページ画面」が表示されま

す。 
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15.2 利用者マイページ画面 

 

システムにログインした直後に表示される画面です。利用者に関する様々な情報が表示されます。 

 

画面左上の「Active Group」の切り替えが重要です。システムに保存される情報は研究グループを単位に分離されているため、アクテ

ィブグループが何になっているかを確認した上で情報の登録を行ってください。アクティブグループは画面右上の利用者名の右隣にも

利用者マイペー

ジ画面 

関係情報可視化 

グループ状況閲

覧 

マイ論文リス

ト 

議 事 録 編

集 

検索・一覧 

ログアウトしま

す。 

利用者の所属する研究グループの最新情報が表示されます。 

利用者に向けた最新情報が表示されます。 

利用者が興味のあるキーワードに関連する論文が表示されま

す。 

利用者へのアドバイスが表示されます。 

他の利用者から推薦された論文が表示されます。 

利用者情報を編集しま

す。 

利用者が興味のあるキーワー

ドが表示されます。 

外部グループの管理

者を招待します。 

子グループの管理者を招待しま

す。 

利用者を招待します。 

利用者が設定した画像が表示されます。 

アクティブグループを切り替えます。 
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表示されます。 

アクティブグループの切り替えは「Joined Group」に表示されるリンクをクリックして行います。 
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15.3 利用者情報管理画面 

 

 

利用者情報を表示する画面です。利用者情報を編集するときは「Edit」ボタンを押下します。 

利用者が設定した興味のあるキーワードが表示されます。 

システムの表示言語名が表示されます。 

利用者情報を保存します。

編集 

利用者が設定した画像が表示されます。 

利用者名が表示されま

す。 

パスワードは表示されませ

ん。 
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15.4 利用者情報編集画面 

 

利用者情報を保存します。 

表示言語を選択します。 
興味のあるキーワード

を半角カンマ区切りで

入力します。 

電子メールアドレスを入力しま

す。 

パスワードを入力します。 パスワード（確認用）を入力しま

す。 

利用者名を入力します。 

利用者が設定した画像が表示されます。 

画像ファイルを選択後、押下してくだ

さい。ファイルがアップロードされま

す。 
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利用者情報の編集をする画面です。編集後「OK」ボタンを押下してください。 
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15.5 利用者登録招待画面 

 

 

 

現在所属している研究グループに新しく利用者を招待する画面です。「権限」と「区分」を選択し、招待相手の電子メールアドレスを

入力後、「Invite」ボタンを押下してください。 

権限を選択します。 

招待したい相手の電子メールアドレスを入力しま

す。 

 
利用者を招待します。入力した電子メー

ルアドレスに招待メールが送信されま

す。 
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15.6 外部グループ作成招待画面 

 

 

 

親研究グループを持たない研究グループを作成できる権限を持った利用者を招待する画面です。 

区分を選択します。 

招待したい相手の電子メールアドレスを入力しま

す。 

 
利用者を招待します。入力した電子メー

ルアドレスに招待メールが送信されま

す。 
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15.7 子グループ作成招待画面 

 

 

 

所属している研究グループを親グループとする子グループを作成する権限を持つ利用者を招待する画面です。 

招待したい相手の電子メールアドレスを入力しま

す。 

区分を選択します。 

利用者を招待します。入力した電子メー

ルアドレスに招待メールが送信されま

す。 



 

189 

© iCafe 2009. 

 

 

15.8 利用者登録画面 

 

 

 

研究グループに招待された利用者が研究グループに参加する画面です。研究グループに参加するには「Join to This Group」ボタンを

押下してください。 

 

研究グループの説明が表示されます。 

研究グループ名が表示されま

す。 

グループに参加しま

す。 

研究グループに所属してい

る利用者が一覧表示されま

す。 
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15.9 グループ状況閲覧画面 

 

研究グループに所属する利用者の論文調査状況や更新履歴の閲覧、グループへのアドバ

イスを行う画面です。 

 

表示対象期間を設定しま

す。 

論文の調査状況がグラフ表示さ

れます。グラフをクリックする

と、「個人情報閲覧画面」が表示

されます。 

研究グループの更新履歴が表示されます。 

研究グループ全体に対してアドバイスを作成しま

す。 

表示したい研究グループを選択しま

す。 

表示したい未既読状態項目を選択します。 
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15.10 グループ基本情報閲覧画面 

 

研究グループに関する情報を閲覧する画面です。情報を編集するには「Edit Study 

Group …」ボタンを押下してください。 

ミーティングへの出席状況項目が表示されます。 

論文の未既読状態項目が表示されます。 

を 

論文の付加情報項目が表示されます。 

研究グループに所属している利用者が表示されます。 

研究グループの説明が表示されます。 

グループ基本情報を編集します。 

親グループ名が表示されます。 
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15.11 グループ基本情報編集画面 

 

 

 

研究グループに関する情報を編集する画面です。 

「ミーティングへの出席状況項目」「論文の未既読状態項目」「論文の付加情報項目」は

ドラッグ＆ドロップで並び替えが可能です。 

研究グループの説明を入力します。 

研究グループの説明を保存します。 

研究グループ基本情報の編集を終了しま

す。 

メンバー情報を保存しま

す。 

研究グループのメンバーを削除します。 

メンバーの権限を変更しま

す。 

親グループ名が表示されま

す。 

メンバーの区分を変更しま

す。 

親グループ名が表示されま

す。 
ミーティングへの出席状況項目を設定します。 

論文の未既読状態項目を設定します。 

論文の付加情報項目を設定します。 

研究グループを削除します。 
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15.12 グループ登録画面 

 

研究グループを新規に作成する画面です。 

研究グループ名を入力しま

す。 

研究グループを登録します。 

研究グループの説明を入力しま

す。 
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15.13 個人情報閲覧画面 

 

利用者個人の視点で論文の調査状況やアドバイス数、ミーティングの回数を閲覧する画面です。 

グラフをクリックすると内訳が表示されます。 

個人に向けたアドバイスを作成しま

す。 

表示対象の研究グループを選択します。 

グラフをクリックすると内訳が表

示されます。 

グラフが表示されます。クリックすると右上

の表示欄に内訳が表示されます。 

利用者が設定した画

像が表示されます。 

表示対象を選択します。 

選択されている月を表しま

す。 
表示対象の年を選択しま

す。 
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15.14 論文詳細閲覧画面 

 

論文の詳細情報を閲覧する画面です。論文の情報のほか、タグや付加情報の編集、マイ論文リストへの登録、未既読状態の設定や利用

論文が公開されている URL が表示されま

す。 

論文の未既読状態を設定しま

す。 

論文を利用者に推薦します。 

論文をマイ論文リスト（お気に入

り）に登録します。 

論文の情報が表示されま

す。 

論文の情報を編集しま

す。 

論文の情報が表示されま

す。 

論文にタグをつけることができます。クリックすると編集できます。 

半角カンマ区切りで入力してください。 

論文の付加情報（コメントなど）が表示されま

す。 
論文の付加情報を編集しま

す。 
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者への論文の推薦が行えます。 
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15.15 論文基本情報編集画面 

 

論文のタイトルを入力します。 

論文の著者を入力します。半角カンマ区切

りで入力してください。 

論文の URL を入力します。 

論文のアブストラクトを入力しま

す。 

論文のキーワードを入力します。半角カンマ区切

りで入力してください。 

 

すでに使われているキーワードを選択できます。 

 
論文情報の編集を保存しま

す。 
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論文の情報を編集する画面です。 
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15.16 論文付加情報編集画面 

 

論文の付加情報を編集する画面です。 

付加情報を入力します。 

付加情報を保存します。 
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15.17 論文情報可視化画面 

 

論文情報を可視化する画面です。論文の登録もこの画面から行えます。 

論文の URL（ACM Portal）

を入力します。 

関連情報がネットワーク表示されます。 

表示に関する設定をします。 

ノードをクリックすると論文情報

が表示されます。 

論文を登録します。 
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論文の URL は ACM Portal の個別ページの URL がサポートされています。 
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15.18 アドバイス作成画面 

 

アドバイス先の利用者名が表示されま

す。 

ファイルを選択後、押下してください。

ファイルがアップロードされます。 

アドバイスのタイトルを入力します。 

アドバイスの内容を入力します。 

アドバイスを研究グループのメンバーに公

開したくない場合にチェックを入れてくだ

さい。 

アドバイスを保存します。 
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利用者へのアドバイスを作成する画面です。 
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15.19 アドバイス閲覧画面 

 

利用者へのアドバイスを閲覧する画面です。 

アドバイス元の利用者名が表示されま

す。 

アドバイスの内容が表示されま

す。 
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15.20 議事録編集画面 

 

ファイルを選択後、押下してください。

ファイルがアップロードされます。 個人面談かチームゼミかを選択します。 

実施日時を入力しま

す。 
実施場所を入力しま

す。 
メンバーの出席情報を選択しま

す。 

ミーティングでの発表者を選択します。 

議事録の内容を入力します。 

議事録を保存します。 
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ミーティングの議事録を作成する画面です。 
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15.21 議事録閲覧画面 

 

議事録を閲覧する画面です。 

ミーティングの種類と実施日時、実施場所が表示されま

す。 

出席状況が表示されます。 

発表者が表示されます。 

議事録の内容が表示されます。 

議事録を編集します。 
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15.22 マイ論文リスト画面 

 

マイ論文リストの管理をする画面です。 

新しいマイ論文リストを作成します。 

新しいマイ論文リストの名前を入力しま

す。 

興味のあるキーワードが登録された論文のリストが表示されま

す。 

推薦された論文のリストが表示されます。 
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15.23 システム内検索・一覧画面 

 

システムに登録されている論文やアドバイス、議事録を検索もしくは一覧する画面です。 

検索したいキーワードを入力します。 

検索を実行しま

す。 

一覧を表示しま

す。 一覧を表示したい対象を選択します。 
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15.24 システム内検索・一覧結果画面 

 

システム内を検索した結果もしくは一覧が表示される画面です。 

 

論文の検索結が表示されま

す。 

検索したいキーワードを入力します。 

検索を実行しま

す。 

アドバイスの検索結が表示されま

す。 

議事録の検索結が表示されます。 


